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巻頭図版1

北方上空から

橋本一丁田遺跡第2次調査II区SD001



巻頭図版2

橋本一丁田遺跡Ⅰ区SD001土層1

橋本一丁田遺跡SX004（西から）



序

福岡外環状道路は、福岡市姪浜から柏屋郡粕屋町戸原までの都市計画道路で、延長26・4kmをいいま

す。本道路は福岡市西南部交通対策の鍵を握る幹線道路で、早急な供用が望まれており、現在、姪浜

と野芥問、月隈と志免町間など一部の供用が開始されております。

今一回報告する橋本一丁田遺跡．橋本遺跡は、福岡外環状線道路の福重と野芥間に所在し、道路建設

工事に先だって発掘調査を実施いたしました。

橋本一丁田遺跡の調査では、縄文時代晩期から中世の水利施設、橋本遺跡では古墳時代の流路が発

見され多大な成果を得ることができました。

最後になりましたが、発掘調査に際し、建設省福岡国道工事事務所の関係者および地元の方々をは

じめ発掘調査から整理・報告まで多くの皆様のご理解とご協力を得ました。ここに感謝の意を表する

とともに、本書が文化財理解の一助となり、広く活用されることを願っております。

平成10年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　町田　英俊



例　　　言

1．本書は、福岡外環状道路の建設省施行区間にあたる福重・野芥間の道路建設に伴う事前調査とし

て、福岡市教育委員会埋蔵文化財課が1993年6月から1994年3月にかけて発掘調査を実施した橋本

一丁田遺跡第2次調査と1995年5月から6月に行った橋本遺跡第1次調査の報告書である。

2．橋本一丁田遺跡2次調査は池田祐司、中村啓太郎が、橋本遺跡1次調査は杉山富雄が担当した。

3．本書使用の遺構実測図は、橋本一丁田遺跡は調査担当者、澤下孝信、坂本憲昭、太田寿和、高山

義克、永井大志が作成した。橋本遺跡は調査担当者が行った。
．

4．本書使用の遺物実測図は、橋本一丁田遺跡は山口譲治、横山邦継、犬丸陽子、大塚拓史、名取さ

つき、平川敬治、担当者が作成した。橋本遺跡は担当者が作成した。

5．本書使用の写真は、橋本一丁田遺跡は遺構を担当者が、遺物を平川敬治が撮影した。空中写真は

空中写真企画による。橋本遺跡は担当者が撮影した。

6．本書使用の図面の製図は、橋本一丁田遺跡を山口譲治、屋山洋、大塚紀宣、星野恵美、池田美紀、

大庭友子、副田則子、安野良、山口朱美、山崎加代子、担当者が行った。橋本遺跡を担当者が行っ

た。

7．本書使用の方位は磁北である。

8．本書の執筆は、Ⅲ－5－4）－（3）を山口譲治が、Ⅳを杉山が行ない他を池田が行った。編集は、山

口、杉山の協力を受け池田が行なった。Ⅲ－7は古環境研究所によるが、種子同定の根拠の項を省

略し、カラー図版を白黒で掲載している。また、本書でふれたプラントオパール分析は皇学館大学

の外山秀一氏より定性分析の結果をいただいたものである。

9・本書収録の出土遺物および調査の記録類は、福岡市埋蔵文化財センターで一括収蔵．保管し、公

開していく。
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Fig．5　土層模式図
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Fig．12　第3面Ⅳ区実測図（1／400）
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Fig・14　第2面全体図（1／2000）

Fig．15　第2面Ⅱ区遺構配置図（1／400）
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Fig・21第4面全体図（1／2000）
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Fig・26　SD001土層5、6実測図（1／60）

Fig・27　矢板列004実測図（1／60）

Fig・28　SD001土層2、3実測図（1／60）

Fig．29　杭列005、SK007実測図（1／60）

Fig．30　杭列034、035、SX008実測図（1／60、30）

Fig・31　SD010実測図（1／200）

Fig・32　SD001土層図（1／60）

Fig．33　SX031、032、033実測図（1／80、1／40）

Fig．34　第4面Ⅱ区遺構配置図（1／400）

Fig・35　Ⅱ区SD001下面実測図（1／400）

Fig・36　Ⅱ区SD00土4区実測図（1／200）

Fig・37　SX089、090、115、116実測図（1／60、30、20）

Fig・38　Ⅱ区001土層7、13実測図（1／60）
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Fig・40　SD001－7、8層出土土器実測図1（1／3）

Fig．41SD001－7、8層出土土器実測図2（1／3）

Fⅰg．42　SD001－9層出土土器実測図1（1／3）

Fig・43　SD001－9層出土土器実測図2（1／3）
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Fig．52　SD001－11層出土土器実測図8（1／3）

Fig．53　088出土土器実測図1（1／3）
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Fig．80　出土木製品実測図8（1／10）

Fig．81Ⅰ区第5面実測図（1／800）

Fig．82　SK118実測図（1／40）

Fig．83　第5面Ⅲ、Ⅳ区全体図（1／400）

Fig．84　Ⅲ区北壁～東壁土層実測図（1／60）

Fig．85　Ⅳ区北壁土層実測図（1／60）

Fig．86　Ⅳ区包含層土層実測図（1／60）

Fig・8715層出土土器実測図1（1／3）

Fig．8815層出土土器実測図2（1／3）

Fig・8915層出土土器実測図3（1／3）

Fig・90　第5面全体図（1／2000）

Fig．91調査地域周辺の地形学図

Fig．92　橋本1次調査地点の立地（1／8000）

Fig・93　出土遺物実測図（1／3）

Fig．94　橋本遺跡第1次調査、調査区、全体図（1／300）

Fig・95　調査区西壁土層
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Ⅰ　はじめに

1・調査に至る経緯

福岡外環状道路は、昭和44年に都市計画決定された都市計画道路、井尻粕屋線・井尻姪浜線で、西

区姪浜から粕屋郡粕屋町戸原問の延長26．4kmの道路である。今回調査の対象となった部分は、建設省

施工の福重から月隈問の16．2kmの、一般国道202号福岡外環状道路と呼ばれる区間であるO

平成元年から3年に、建設省福岡国道事務所（以下国道事務所とする）より、福岡外環状道路予定

路線内の埋蔵文化財の事前調査願いが埋蔵文化財課（以下埋文課とする）に提出された。これを受け

て、埋文課は東側からⅠ－Ⅳ工区と番号づけられた各工区で、用地買収が終了した部分について随時、

試掘調査を実施した。

各工区で試掘調査を実施した結果、Ⅰ工区では、博多区井相田、立花寺、板付、笹原地区、Ⅳ工区

では橋本、次郎丸、免、干隈、野芥地区で遺跡を確認した。これらの試掘の結果をうけて、遺跡が確

認された地区について、国道事務所と協議を行い、発掘調査が必要となった部分について、調査の費

用を建設省が負担するということで、調査を実施することとなった。

調査は平成3年度にⅠ工区の井相田地内でまず行われ、その後、平成4年度から7年度にかけてⅣ

工区の次郎丸遺跡群、次郎丸高石遺跡、免遺跡群、野芥大薮遺跡、野芥遺跡群、橋本一丁田遺跡、橋

本遺跡群の調査が行われたO今回の報告は平成5（1993）年に実施した橋本一丁田遺跡第2次調査と

平成7年に実施した橋本遺跡第1次調査の調査記録であるO

福岡外環状道路

Fig．1福岡外環状道路路線図
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2・平成5、7年度の調査体制

調査体制としては、充分なる体制を組むことはできませんでしたが、建設省福岡国道事務所や本市

外環状道路推進部をはじめとする関係者各位の協力のもとに、本調査、整理、報告からなる発掘調査

は順調に進行いたしました。関係者各位に謝意を表します。

調査主体　　　　　　　福岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課

教育長　井口雄哉、尾花剛（前）　町田英俊

文化部長　後藤直（前）　平塚克則

埋蔵文化課長　折尾学（前）　荒巻輝勝

平成5年度調査担当

平成7年度調査担当

試掘調査担当

事務担当

調査・整理調査員

調査・整理協力者

山崎龍雄（主任文化財主事）　池田祐司、中村啓太郎（文化財主事）

杉山富雄（主任文化財主事）

井澤洋一（主任文化財主事）瀧本正志、加藤良彦、吉武学（文化財主事）

入江幸男（前）　小森彰

澤下孝信（現下関市考古博物館）、坂本憲昭（現旭志村）

太田寿和、高山義克、永井大志、柴藤裕志、浅野やよい、安部紋美、井田

まゆみ、井上祐一郎、鈴木正信（福岡大学歴史研究部）中満智広（福岡教

育大学）石橋忠治（別府大学）安倍雅史、松本雄一（東京大学）内野亜香

上田保子、中原尚美、前田みゆき　柳田扶美代

調査中下山正一（九州大学）、野井英雄（北九州大学）、山崎純男、山口譲治の諸氏には現地にて貴重

なご指導をいただいた。また、調査中．終了後、外山秀一氏（皇学館大学）、田崎博之氏（愛媛大学）に

は様々なご指摘、指導をいただいた。

Tab．1夕土環状線道路調査区一覧表

年　 度
調査

番号
遺　 跡　 名 所　 在　 地 調 査 期 間

調 査

面 積 ㎡
調 査 担 当 調 査 の 概 要

平成 3 9 12 8 井相田D 遺跡第 1 次 博多区井相田地内 9 10925～92033 1 5，000 佐藤一郎
古代から中世にかけての水田、
2 両の調査

平成 4

9 2 0 9 次郎丸遺跡第 1 1欠 早良区次郎丸二丁目563－5 70 920519～920829 1，955 山口謙泊
弥生時代の溝、古墳時代の大溝
古代から中世にかけての集落
市報文第467集

9 2 3 3 次郎丸高石遺跡第2 次 早良区次郎丸一丁 目58 ・59 ・ 920731～921103 1，503 山口 古墳時代野集落

6 1．6 5 中村啓太郎 市報文第467乗

9 2 3 8 次郎丸高石遺跡第 3 次 早良区賀茂三丁目地内 920924～930329 7 ，9 55 山口・中村
古墳時代から奈良時代の自然流

路　 中世末の集落　 今年度報告

9 2 6 1 免遺跡第 2 次 早良区賀茂二 ．三丁目地内 930106～93092 1 2，54 3
山 口 ．中村
池 田祐司

縄文時代前期の包含層、弥生時
代の溝 ・井堰
古墳時代の溝．井堰 ．棚

平成 5

9 3 0 3 次郎丸遺跡第2 次 早良区次郎丸四丁 目地内 9304 19～930726 1，60 0 山崎龍雄
古代末から中世 にかけての集落

9 3 0 7 野芥大薮遺跡第 1 次 早良区賀茂二丁目地内 9305 18～940627 8 ，752 山崎
縄文時代 旧河道、古墳時代集落、
古代溝と井堰

江戸時代集落

9 3 2 7 橋本一丁田遺跡第 2 次 西区福重二丁 目地内 930901～940331 9 ，178 池田祐司
中村啓太郎

古墳時代溝 ．土坑
縄文時代溝 ・旧河道．土坑

平成 6 9 4 5 4 野芥遺跡第 5 次 早良区野芥二丁目地内 940420～941215 5 ，555 山崎 弥生時代溝、古墳時代集－落、中
世から近世の畑、水田

平成 7 9 5 1 0 橋本遺跡第 1 1欠 西区橋本地内 950522～950615 1，050 杉山富雄 古墳時代 自然流路

平成 8 9 6 3 7 井相田D 遺跡第2 次 1専多区大字立花寺地内 960904～970331 2 ，6 57 井沢洋一 古代から中世にかけての水田　 埋没林

平成 9 9 7 4 2 梅林遺跡第一次 城南区梅林地内 97 10 14～ 文・Ⅰ象
2 250
0

井沢子羊一 古墳時代から古代の集落
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Ⅱ　位置と歴史的環境

1．位置
玄界灘に面する福岡市には、西から糸島、早良、福岡、粕屋の大小平野が、北の博多湾を囲むよう

に広がる。これらの平野は、山塊、丘陵によって分断され、各々が独自の自然、歴史環境をそなえて

いる。

福岡市の南西部に広がる早良平野は、背振山地の背振山塊とその派生山塊によって囲まれるO東は

背振山地に属する油山（標高569．4m）から北に多くの丘陵が発達し、鴻／巣山（標高100．5m）を中

心とする平尾丘陵を形成し、この丘陵により福岡平野と分離されるO西はやはり背振山地から派生す

る山塊が飯盛山（382．4m）、叶岳を経て長垂山で博多湾に面す。この山塊によって糸島平野と画され

る。平野の中央には背振山に源を発する室見川が北に向かって貫流し、その開析作用によって形成さ

れた沖積扇状平野と三角州平野が広がる。海岸部には愛宕山、皿山、毘沙門山等の独立丘陵が点在し

その前面には砂丘が発達する。内陸側は三角州平野となる。

橋本一丁田遺跡と橋本遺跡は室見川左岸の沖積低地上に位置し、飯盛山山麓から段丘の間隙を流れ

る十郎川とに挟まれる。行政区画では福岡市早良区福重及び橋本にあたる。室見川からの距離は約600

m、十郎Jfはでは750m、博多湾までは3kmで、国土地理院発行の5万分の1の地形図「福岡」の南

から13cm、西から13．1cmの所にある。

2．立地
橋本一丁田遺跡、橋本遺跡は室見川の左岸の沖積低地上にあり、室見川水系に起源をもっ名柄川流

域に位置する。現況は橋本一丁田遺跡が水田、橋本遺跡は遊技場で標高6mを測る。南西の野方付近

までは飯盛山山麓に広がる段丘で、調査地点はその先端から約600mほどの所にあるO　また南東300m

の橋本の集落には低位段丘が見られる。

付近の地形については空中写真の判読から説明がなされている。注（1）それによると橋本から福重、

十郎川遺跡付近にかけてはデルタ状の分流によって形成された河成低地と低地面を若干刻む旧水路か

らなっている（Fig・91）。この地形分類によると室見川から分流する旧河道が橋本遺跡調査地点を流

れ、橋本一丁田遺跡2次調査地点をかすめて1次調査地点に至っており、ほぼ今回の調査結果と一致

する。また航空写真では、橋本の集落から橋本一丁田遺跡2次調査地点を通り拾六町へ北西に走る道

から牟田田遺跡の問は条里の区画が帯状に乱れる。現在、これらの旧河川の部分には名柄川が流れ、

調査区の60m西を北流する（Fig・4）O今の名柄川は河川改修により直線的な流路であるが、Fig．3

に見られるように、かつては調査付近をかすめて蛇行し、改修まではたびたび氾濫を起こしていたと

いう。現在の名柄川が直接旧河川に通じないにしても地形を反映するものであろう。付近で、調査中

に聞いた話によると、隣接する壱岐東小学校付近は水田が作れない湿地が広がっていたという。調査

を開始して間もない8月終わりは、隣地の水田に水が入っていたのと長雨で調査区が冠水する事がし

ばしばで、調査区内をフナが泳いでいた。

3．歴史的環境

近年、周辺の低地においても調査が少しづっではあるが行われ知見も蓄積してきている。ここでは

今回の報告に関連する時期について、ごく周辺の調査例について簡単にふれる。

刻目突帯文期から弥生時代初頭の遺跡としては有田遺跡、石丸古川遺跡、拾六町平田遺跡、拾六町

－　3－．



区

Fig．2　早良平野の刻目突帯文期から弥生前期初頭の遺跡（1／60000）

1　拾六町ツイジ遺跡　7　藤崎遺跡　　　13　野芥遺跡

2　揚納遺跡　　　　　8　有田遺跡　　　14　田村遺跡

3　拾六町平田遺跡　　9　有田七田前遺跡15　四箇道跡

4　石丸古川遺跡　　10　原遺跡　　　　　16　重留遺跡

5　橋本一丁田遺跡　11免（鶴町）遺跡　17　東入部遺跡

6　牟多田遺跡　　　12　次郎丸遺跡
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ツイジ遺跡、牟多田遺跡等が知られる。有田七田前遺跡では有田丘陵南西の沖積地で多量の刻目突帯

文期の遺物が出土している。河道に恒常的な水の供給が途絶え、滞水状態になった時点で遺物が廃棄

されたとされ、この点で橋本一丁田遺跡と類似する。有田遺跡は台地上で弥生時代初頭に環壕集落が

形成される。時期的には突帯文期に遡る意見もある。石丸古川遺跡は沖積微高地上で刻目突帯文期か

ら弥生時代初頭の遺物が出土している。拾六町平田遺跡では三日月湖状の河川から突帯文土器を含む

弥生時代初頭の遺物が多量に出土している。今回の調査地点の北600mに位置し立地的にも近い状況

にある。拾六町ツイジ遺跡では弥生時代初頭の土壌から諸手鍬等の木製品が出土している。牟多田遺

跡は西に600mにあり遺構は検出されていないが刻目突帯文土器が出土している。この時期は段丘の

縁辺のみならず沖積低地に遺跡が広がり、今後水田遺構の検出が期待される。
＼

古墳時代前半の遺跡としては、牟多田遺跡、湯納遺跡、野方中原遺跡等があげられるO湯納遺跡で

は溝、井堰等が検出され、土器、木製品が多量に出土している。牟多田遺跡では狭い範囲の調査区に

数条の溝が検出されている。本調査地点より段丘に近くやや標高も高い。野方中原遺跡は南西1．5キ

ロに位置する拠点的集落である。

歴史時代になると平野部にはNlO。Wの方向を有する条里が施行される。成立時期は不明であるが

早良郡がおかれ、郡内6郷のうち、当地は額田郷に比定されている。現在残る水田区画は条里をよく

残しており、室見川右岸の田村遺跡では12世紀前半に条里に沿う溝が確認されているO
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橋本一丁田遺跡、橋本遺跡は前

者で1次調査が行われたのみで、

遺跡の範囲、内容が明確には知ら

れていない。橋本一丁田遺跡1次

調査は2次調査地点の北西に隣接

し、調査区の北東半分が河川堆積

となり2次調査のSDO10につな

がる。河川左岸では弥生時代から

古墳時代の溝を中心とした遺構が

検出され、刻目突帯文期の遺物も

出土し、2次調査に近い状況にあ

るO　また、2次調査Ⅰ区の西側で

3次調査が行われ、古墳時代の遺

構が検出されている。
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Ⅲ．橋本一丁田遺跡第2次調査の記録

1．概要および層序

（1）概要と調査経過

本調査地は平成2年、3年に試掘調査を実施し、河川、矢板列、杭列と縄文時代晩期の遺物を確認

した。これらの遺構を検出した部分について調査地点を設定し、また未試掘部分も遺構の広がりに

よっては調査を行う前提で調査を開始した。調査対象地には2本の道路と1本の水路が走り、これを

境にⅠからⅣ区を設定し、東側．隣接地は水田耕作中であり、雨が多い年であったため4mほどの引き

をとった。調査は5面について行ったが、調査区によって調査した面数が異なり複雑である。以下調

査の経過と面ごとの内容の順で述べる。

調査はⅠ区で試掘調査時に確認された矢板列の面までを重機によって除去する事から始めた。その

結果SDOOlを検出し、その掘削から調査を行った。（第4面）Ⅰ区の調査中、工事の工程からⅢ区、

Ⅳ区の先行調査の要請があり、Ⅳ区、Ⅲ区の順で調査を行った。Ⅳ区では重機による表土掘削中、古

墳時代の遺物と遺構を検出し、遺構面（第2面）の存在を確認したOまた、その約10cm下の茶褐色シ

ルトの上面で稲株状の痕跡を確認し、これを上層（第3面）として調査を行った。さらに下の暗褐色

粘土上面で粗砂が薄く溜まる浅いくぼみを検出し、下層として調査した（第5面）Oそしてこの遺構

面となる暗褐色粘土は、縄文時代晩期前半の遺物の包含層であり、遺物の検出、記録を行った。Ⅲ区

は第2、3面で遺構が検出できなかったため第4面のみ調査を行い、流路状のくぼみを確認した。Ⅲ区

終了後Ⅰ区の調査を再開し、Ⅳ区の第3面にあたる層を確認し北側に調査区を広げた（土2区）。さ

らにこの調査区では、4条の中世の溝を確認し、条里に関連ある遺構と考えられたため、さらに調査

区を広げ（Ⅰ－3区）現水田表土直下で溝を確認した（第Ⅰ面）。Ⅰ－2、3区の東側において試掘を行

い、第4、5面での水田等の遺構の検出に努めたが認められず、それ以上に面を下げる事はしなかっ

た。以上の成果を受け、Ⅱ区では第1面から5面の調査を行い、第3面を除く各面で遺構を検出した。

遺構は第1面では近世の土坑、中世の溝を検出したOその中でも15、6世紀の遺物が出土するSD

O13は、調査区を貫いて北流し、条里にのっている。第2面では古墳時代の土坑、溝をⅡ、Ⅳ区で検

出した。第3面では植物根状の痕跡をⅠ－2区、Ⅱ区Ⅳ区で確認した。水田土壌と考え、畦等の検出

を試みたが確認できなかった。水田土壌と考えた4層を掘削し、弥生前期の土器が出土した。この層

は、第4面のSDOOlを覆って調査区全体に広がる最初の層で、弥生時代と考えられる。第4面では

刻目突帯文期の河川SDOOl、土坑、弥生前期の土坑、河川SDO10等を検出した。SDOOlは西岸を暗

褐色粘土（15層）、東岸を砂層（14層）とする。東岸の砂層は南東から北西方向に砂層がラミナ状の

堆積を示し、河川堆積と考えられる。第5面で一部調査区東隅に15層に対応すると考えられる暗褐色

粘土の岸を確認している。つまりSDOOiは、より大きな蛇行する河川が埋まっていく最終段階の澱

み状の流れと考えられるO SDOOlには矢板列、杭列が確認され、石庖丁、木製農具が出土し、初期

水田の存在が予想されたが明確な水田遺構を確認する事はできなかった。刻目突帯文期の生活遺構は

検出できなかったが、SDOOiの遺物が左岸側による事などから東側に存在すると考えられる。SDO

10は弥生前期までの遺物が出土したが、第2面でプランを確認できる。1次調査で古墳時代とされた

SDOOと同一の流れと考えられ、一つの河川がこの範囲内を時期によって流路を変えながら流れたと

考えられるO第5面ではⅢ、Ⅳ区で浅い溝状のくぼみを確認し、Ⅳ区で縄文晩期前半の包含層等を検

出した。他の区でも遺物は出土したがごくわずかである。またⅡ区では植物根状の痕跡を確認してい

る。
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（2）層序

第1面から第4面までは水平堆積に近く各層も広範囲にほぼ均一に広がり、地点によって大きな変

化は見られない。今回の調査の主体となった第4面の主たる遺構は、SDO01、010といった河川であ

るため、土層の確認と図化に努めた。図示した土層は区毎に「土層1」のように番号を付けたO SD

O01の土層は、遺構の土層として層名を付すべきであるが、全体の層序に続けた。層名は各土層観察

地点で付けたが、記述の際特に断りのない場合はⅠ区の土層1の層名である。以下Ⅰ区土層1を中心

に記述する。各層のレベルは、SDOOiを覆う部分で沈んで低くなっている。

1層はしまりのない灰色土と黄褐色土で旧耕作土およびその床土である。現代の水田表土はすでに

すき取ってあったためこの層が最上層となる。時期は近世以降と考えられる。調査対象地の全域に広

がる。2層は黄灰色シルトの上部と黄褐色シルトの下部に分かれる。2層上面が第1面の遺構検出面

であるO下部の黄褐色シルト上面が第3面の遺構面となると考えられるがⅠ区では確認していない。

Ⅱ区土層1の2d層がこれに対応し、SDOOlの東岸付近から西に広がる。3層は灰色粘質シルトで

厚さ20cmを測り、SDOOiよりやや広い範囲に広がる。Ⅱ区土層1ではこれに対応する3層が調査区

東端まで広がるが、南には広がらない0　4層は茶褐色のやや粗いシルトで、上面が第3面になる。

SDO01が完全に埋まった後の層である。Ⅰ区の全域、Ⅱ区のSDOOlの周辺に広がる。5層は厚さ4

cmほどの砂層で部分的である。6層は暗灰色粘質シルトでSDOOiよりやや広く分布するO厚さ10cm

弱である。7から12層はSD001の堆積である010層がない部分があるが調査区全体を通して基本的

に同様の堆積を示す0　7層と8層は灰色シルトと暗灰色シルトがブロック状に混じり合い、7層が灰

色シルトを主体に、8層は暗灰色シルトを主体とする。9層は暗褐色粘質土で木片、種子等の有機物

を多く含む。11層も同様であり、澱み状の河川であったと考えられる。10層はこれに挟まれた砂層で

ある。各地点で同様の層位で確認できたが、Ⅰ区4区、Ⅱ区1区等で途切れており、必ずしも同時期

の堆積とは限らない。12層は001の床で11層と14層が混じった状態である。13層はSDOOi左岸に広が

る黄茶褐色粘質シル下層であるOこの層がなく3、4層の下が15層になる部分も多い。本調査地点の

各層は鉄分が多いが、特にこの層は鉄分の沈着が著しい。14層はSDOOiの右岸をなす砂層で前述の

とおり旧河川である。15層は13層がのる暗褐色粘土で、SDOOIの右岸に広がり安定する。以下青灰

色粘土、黒褐色粘土、青灰色粗砂混じり粘土と続き、水平堆積を示す。

各土層図で土層名称はこのⅠ

区土層1を意識はしたものの必

ずしも一致しない。土層説明の

－　8－
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Fig15　土層模式図

後に（）内に土層1で対応す

る土層名をつけた。

調査途中で4、6、7、9、

13層についてプラントオパール

の定性分析を実施し、4、6、

7層にイネを確認し、7、9層

に多く、13層にはヨシ属が多い

という結果を得ている。



2．第1面の調査

1）概要

表土、、床土直下の灰褐色土上面で遺構を検出した。前述のとおりⅠ－2区第2面調査時に遺構を確

認しため、その時点で未調査であった土3区、Ⅱ区で調査を行った。ただし土2区、Ⅳ区において

は第2面調査時に残っていた遺構について記録した。また、Ⅱ－4区については調査期間の都合によ

りSDO13の存在を確認したのみで遺構の掘削は行っていない。

遺構は条理に沿ってⅠ、Ⅱ区を貫流するSDO13を中心に、土3区で中世の溝7本、Ⅱ区ではSDO13

および近世の土坑9基、Ⅳ区では土坑3基、溝、杭列を検出した。

2）Ⅰ区の遺構と遺物

7本の溝を検出した。5本については、調査区北側において複雑に重なりあう。Ⅰ－2区では第3

面での検出になる。北側は表土が厚く、遺構がかなり削られている。

SDO11

N－15。－Wに直線的に走る溝で幅約1・5mを測る。南側は調査区外へ続き、SDO12に垂なるまでの

約60mを確認したO SDO13に切られる。底はⅠ－2区で標高4．7から4．8m、土3区で4・6から4．5m、

SDO12との接合部で4．3mと北に傾斜する。接合部がもっとも深く、それより北では標高4．7mとや

や浅くなり現行の水路と重なっていく。底には起伏があり、土3区南端でとぎれる。断面形は肩付

近はなだらかで中央部は深い。覆土は黄灰色シルトで底には粗砂がたまる。SD012との切り合い関

係は確認できなかった。遺物はSDO12と近い時期であり、同時に存在した可能性がある。ただし土

層に切り合いはなく、SDOllの方が深く接合後の溝底に近いことから、SDO12が流れ込む状態で

あったと考えられる。遺物は玉縁日縁の白磁3、同安窯系青磁皿、黒色土器B類焼、土師器椀、須恵

器甕、壷、突帯文土器、土器がいずれも小片で出土している。

SDO12

SDO11とほぼ平行に走り、SDO13に切られる。底はⅠ－2区で標高4・8から4．7m、I－3区で4．8か

ら4・6mと北に緩やかに傾斜し、SDOliより浅い。覆土は黄褐色シルトである。遺物は糸切り底の土

師皿、土師吉塊、須恵器、青磁、陶器がいずれも小片で出土した。4は龍泉窯系青磁碗である0　5は

陶器の口縁部で壷と考えられる。外面は灰緑色を呈す。

SDO13

N－5。－Wに直線的に走る幅約1．9mの溝である。確認した溝のすべてを切ってⅠ区、Ⅱ区を貫通し、

Ⅲ、Ⅳ区付近では現行の道路の下に位置する。Ⅰ区ではⅠ－2、3区でプランを確認し、Ⅰ－1区では
．

南壁の土層断面で確認した。北端ではSD014と交差しさらに北走するが削平が著しくプランを確認

できなかった。底の標高は南壁土層で5・Om、土2区で4・9から4．85m、Ⅰ－3区では4・85から4．8m

でSD014と交差する付近では4．75mとなる。底は断面レンズ状を呈し、起伏は少ない。覆土の上部

はオリーブ灰色のシルト、下部は粗砂である。Ⅰ－2区では溝の縁に沿って径5から7cmほどの灰色

土を覆土とする小穴が多く見られた。その一部には杭の先端が残っているものがある。しかし、多く

は曲がりくねっており、生痕と考えられる。この小穴は第1面のみ調査した上3区では検出できな

かった。遺物は比較的多く、龍泉9、同安窯系青磁椀、口剥げの白磁腕、天日碗、土師器椀、黒色土

器、糸切り底土師皿、須恵器揺り鉢8、獣骨がいずれも小片で出土した。

SDO14

N－23。－Wに走る溝でSDO13に切られる。覆土は灰色土で底の部分は粗砂である。底の標高は4．8

から4．7mで北が低い。直進して現行の水路付近で不明瞭になる。溝の底には有蹄類の足跡と考えら

－　9－・



－10－



＼ヒ±圭至♂′　『7
2

三．二二一　三・二

Fig・9　第1両Ⅰ区II区出土遺物実測図（1／3）

－11－

＼∈］一三需

－＼一三プⅠ＞

0

ヒ苧ごピー一一一。。≡≡』cm



れる痕跡があり、また鉄分が沈着する。遺物は口縁に刻みを入れ波状文と櫛描文を内面に施す白磁の

Ⅴ－4b類、龍泉窯系青磁土5b類、黒色土器塊、土師器塊、土師皿、獣骨の小片が出土している。

SDO18

N－16。－Eに直線的に走る溝でSDO12、011に切られる。淡黄褐色土を覆土とするが明瞭ではなく、

掘り方の検出が困難であった。底は標高4．9から4．8mを測る。水が流れた痕跡は特に確認できな

かった。遺物はスクレーパーが1点出土したのみである。

SDO19

調査区の北端付近で北西に走る溝である。やや内湾しながらSDO14に重なる。切り合いは不明。

底の標高4・75から4．65mを測る。遺物は土師器塊、黒色土器椀、瓦器、陶器片が出土した。1は土師

器の塊で復元口径16．5cmを測る。外面は回転ナデ調整の後へラ研磨を施す。内面も平滑であるが削り

状の砂の動きが見られる。2は瓦器塊の鹿部に糸切りの痕跡が残る。

SDO20

SD011、012、014、019が合流し現行の水路と平行する部分では4から5本の溝の床面が確認でき

るが上記の溝との対応は不明である。覆土が水田表土に近い。遺物に新しいものまで含んでおり別の

溝になるとも考えられる。これらをまとめてSDO20としておく。その中で東端にある溝はSDO19か

らの続きである可能性が高いが不明である。遺物は8世紀代の須恵器の杯、くらわんか碗、土師皿等

が出土している。6は肥前陶器の揺り鉢である。7は李朝青磁で内面に3本の沈線と斑点文、外面に

沈線を象蕨する。

3）Ⅱ区の遺構と遺物

SD013とそれを切り、沿うように分布する土坑を検出した。

（1）溝

SDO13

Ⅰ区と同様にN－5。－Wに直線的に走る。溝の形状は変わらないがⅡ－2区南端では幅3．6mを測る。

床面の標高はⅡ－3区南壁で5・25m、Ⅱ－2区南壁で5・25m、Ⅱ区北壁で5．1mである。1区を含める

と220mで40cmの高低差となる。覆土は灰褐色土で底は粗砂である。遺物は比較的多く出土したOlO

は糸切り底の土師皿で口径6．8cmを測る。11は須恵質のこね鉢である。12は青磁碗で蓮弁文を施す。

14は口剥げの白磁皿である。15は白磁碗の鹿部で外面は露胎である。16は青磁碗で深い緑色の厚い釉

を施し、外鹿部は露胎で目跡が付く。17、18は土鍋で外面上部はナデで指頭痕多く、他は刷毛目調整

を施し外面に煤が多く付着する。19は土師質の括り鉢で口綾部から摺り目がある。20も19に近い021

は瓦質の鉢である。22は瓦質の火鉢である0

（2）土坑

SKO52

楕円形の土坑で長軸160cm、短軸110cm、深さ70cmを測る。覆土は緑灰色土に黄色ブロックが混じり、

下部では黄褐色ブロックになる。壁が立っ。近世磁器、突帯文土器が出土している。

SKO54

長方形の土坑でSDO13を切る。長軸170cm、短軸110cm、深さ50cmを測る。覆土は緑灰色土に黄色ブ

ロックが混じる。遺物は見られなかった。

SKO55

長方形の土坑でSDO13を切る。長軸140cm、短軸70cm、深さ45cmを測る。覆土は緑灰色土に黄色ブ

ロックが混じる。壁はややなだらかである。遺物は古墳時代の土師器が出土している。
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Fig．10　第1両II区遺構配置図（1／400）

SKO56

長方形の土坑でSDO13を切るO長軸140cm、短軸90cm、深さ40cmを測る。覆土は緑灰色土に黄色ブ

ロックが多く混じる。遺物は出土しなかった。

SKO57

方形の土坑でSDO13を切る。長軸100cm、短軸90cm、深さ50cmを測る。西側中位に段がある。覆土

は緑灰色土に黄色ブロックが多く混じる。遺物は出土しなかった。
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Fig．11第1両II区土坑、遺物実測図（1／40、1／3）

SKO58

長楕円形の土坑でSDO13を切る。長軸210cm、短軸100cm、深さ40cmを測る。西側に段がある。覆

土は緑灰色土に黄色ブロックが多く混じる。遺物は近世磁器、土器片が出土した。

SKO59

円形の土坑でSDO13を切るO長軸160cm、短軸135cm、深さ40cmを測る。壁が直に近い。遺物は近

世磁器、中近世磁器が出土した。1は青磁の碗で深い緑色の釉を厚く施す。外面は花弁様に区分する0
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Fig－12　第3両Ⅳ区実測図（1／400）

0　　　　　　　　　　　1mL－－－－－－－－－－－一
Fig－13　第1面Ⅳ区土坑実測図（1／40）

4）Ⅳ区の遺構と遺物

Ⅳ区は第3面に相当する面から調査を行っているため、中世の遺構も深いもののみを確認し、土坑

と溝を検出した。遺構は調査区の南に集中する。図は第3面の状況であるため西半が河川となるが、

中世以降においては少なくとも区内の河川は埋まった状態にある。

（1）土坑

SK126

緩やかなすり鉢状の土坑である。長軸200cm、短軸125cm、深さ22cmが残るO灰褐色土、黄褐色土を

覆土とする。

SK124

SK126と同様の土坑で長軸210cm、短軸122cm、深さ32cmと大きさも近い。覆土の上部は暗褐色、灰

茶色土、下部は粗砂である。黒色土器B、須恵器の底が出土しているO

SK128

東側に段を持つ土坑で長軸135cm、短軸70cm、深さ24cmを測る。灰褐色土を覆土とする。

SK129

隅丸長方形の土坑で、長軸109cm、短軸56cm、深さ26cmを測る。覆土は灰緑色土である。
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（2）溝

SD122

北西へ弧を描きながら走る。西端部をのぞきわずかに床が残る程度である。粗砂を覆土とし、一度

に埋まった感がある。土師皿片が出土している。

3．第2面の調査

1）概要

黄褐色シルト（2d層）上面で古墳時代の遺構を検出した。この面を第2面としてとらえた。

Ⅱ区土層Ⅰの2d層はSDOOlの東岸よりやや東から西側に広がる。これより東のSDO77等のⅡ区

の遺構群は14層上面で検出した。2d層のレベルは5・2m～5．1mでSDOOlの上では4．9～5．0mと下
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Fig・14　第2面全体図（1／2000）

がる以外はほぼ水平堆積を示す。この遺構面はⅣ区調査時

にSK121を検出した時点で気づいたためI区においては

確認作業を行っていない。また、Ⅲ区、Ⅱ－3区では遺構

を確認できなかった。遺構はⅡ区において土坑5基、溝6

条、Ⅳ区において土坑1基を検出した。

2）Ⅱ区の遺構と遺物

（1）土坑

SKO73

SDO72を切る円形の浅い土坑である。古墳時代と考えら

れる外面刷毛目、内面削り調整の甕片が出土している。

SKO74

円形の土坑である。段をっけてレンズ状の底を呈す。や

や掘りすぎた感がある。少量の古墳時代の土師器の甕片と

刻目突帯文期の土器が出土している。

SKO75

Ⅱ区の東側中央で検出した遺構で方形のプランを持つが、

残りが非常に悪く明瞭ではない。住居跡になる可能性もあ

るがピット、硬化面は検出していない。覆土は茶褐色土で

ある。砂層上で検出した。遺物は全体に広がるが、中央に

集中した部分があった。

1は壷で口縁部は強いヨコナデでやや外反する。頸部か

ら口縁部の外面は刷毛目の後にナデ、内面は横方向の研磨

の後ナデを施し、暗文風の擦痕を施す。胴部は外面は刷毛

目、内面は削りである。2は短頸壷で口縁部はヨコナデ、

胴部は外面刷毛の後削り、内面はナデ調整で木口痕が残るO

外面に煤が付着する。3は高塀で師部は粗い研磨、脚部は

刷毛目で叩きの痕跡が残る。3mm大の砂粒を多く含み橙色

を呈す。4は鉢で外面は刷毛目および削り調整、内面は刷

毛目を施すO
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SKO76

SKO75の南に位置する。浅い茶褐色土層の広がりで東側が直線的に切れており一つの遺構とした。

住居跡を意識して検出をしたが土器溜まりとも考えられる0　2個所の遺物の集中が見られた。

5は甕でなで肩で胴部が広がる。外面刷毛目調整で刷毛目工具による波状沈線を施す。内面は削り。

胎土に大粒の砂粒を多く含み、茶色を呈す。6は広口の壷で黄白色を呈す。内外面とも目の粗い刷

毛目調整を施し、口縁部外面には強い刷毛目を施す。胴下部には幅広の突帯を1条巡らす。

SKO80

平面プラン円形を呈す。底は小さく東側に段を持つO上部で甕がつぶれた状態で出土した。8、9が

ほぼ完形、10、11は1／3が残存する。8から11は甕である。やや内湾する口縁部にヨコナデ調整を施

Fig115　第2両II区遺構配置図（1／400）　』竺＿空【＿12m
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Fig・16　第2面土坑実測図（1／60、40、30）
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Fig・17　SKO75、076出土遺物実測図（1／3）
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Fig．18　SKO80、081出土遺物実測図（1／3）

し、胴部は外面刷毛目、内面削り調整を施す。8、9の刷毛目は胴下部は縦、上部は横方向に施す。

10は全体に刷毛目が粗く槙または斜め方向である。11は上部にヨコナデを施す。10が黄白色を呈す他

は茶褐色で外面に煤が付着する。

SKO81

SKO76の西に位置し、円形の明瞭な掘方を持つ。床に1個体の甕がつぶれた状態で出土した。覆

土は淡黄茶褐色で2d層に近く床で出土した甕以外は土師器片がわずかに出土したのみである。

7は甕で直線的に広がる口縁部を持つ。外面刷毛目、内面削り調整を施す。外面に煤が付着する。

SXO82

くぼみ状の土坑に土器が散らばる。土師器と刻目突帯文土器、弥生前期の土器が出土した。この部

－20－
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Fig．19　SK121出土遺物実測図（1／3）

分で14層が約50cmほどくぼんでおり、そこに溜まった土の上部に混入した土器と考えられる。当初

SKO87と同時期の土器溜まりして掘り進めたが、最下層より土師器が出土した。遺物の主体は弥生

前期の土器である。古墳時代の遺構を検出できずに掘削した可能性もある。

（2）溝

SDO70

調査区の北西隅にわずかに確認できるO幅50cm、深さ10cmを測る。遺物は出土していない。

SDO71

Ⅱ区を北西に横切る幅50cmの溝で深さ20から30cmを測る。SDO73を切るが、この切り合い関係は

不明瞭であるO覆土はやや暗い黄褐色で均一である。遺物は少ないが古墳時代の甕の胴部が出土して

いるO

SDO72

北走する溝で深さ20から25cmを測るO覆土はやや暗い黄褐色で均一である。土師器片と刻目突帯文

土器片が少量出土している。

SDO83、084、085

調査区の北東隅に東西方向に走る溝で幅20cm前後で深さは5から10cmである。粗砂を埋土とし、刻

目突帯文土器、土師器片が少量出土した。

3）Ⅳ区の遺構と遺物

前述の通りⅣ区を第3面まで重機で下げる過程で検出した。調査区の北西隅でも2d層掘削中に古

墳時代の遺物が出土したが遺構は検出できなかった。
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Fig120　第3両出土遺物実測図（1／3）

SK121

不整円形の土坑で平面200×165cm、深さ60cmを測る。中位に土

器が集中して出土した。12から14は甕である。12、14は外面刷毛

目で上部は横方向、下部は縦方向に施す。内面の削りは屈曲部ま

で及ばない。灰白色を呈す。12の外面には煤が付着する。13は外

面は縦方向の刷毛目調整で内面は下部は削り調整が残るが上部は

丁寧になでる。胎土が精良で器壁が薄い。淡橙色を呈す。

4．第3面の調査

Ⅰ－2区、Ⅱ区、Ⅳ区の4層上面で遺構検出を行った。4層は

イネのプラントオパールが検出され、また稲株痕跡状の斑点が見

られたため、畦等の水田に関わる遺構の検出に留意したが認めら

れなかった。I－2区についてはPl．2（1）に、Ⅳ区についてはPl．3（3）

に稲株状の斑点を示した。いずれも径5cm、深さ3から5cmほど

のくぼみに黄褐色シルトが溜まる。Ⅰ－2区では西側に多く分布

し、特に規則性はない。4層自体はSDO10に切られる。4層は

遺物を全くといってよいほど含まず、Fig．20－1が1点のみ出土

したOlは内傾する頸部もしくは胴部に粘土帯を加えることで外

反日縁をっくり、大振りの刻目を下に向かって刻む。器面はなで

で内面に条痕または粗い刷毛目の痕跡と指頭圧痕が見られる。砂

粒を多く含み黄白色を呈す。口縁形態からは甕であるが、傾き、

調整に壷、鉢的な要素を持つ特異な土器である。弥生前期の早い

時期におさまるものと考えられる。他に土1区の土層中に2条

刻目突帯文土器が出土している。Ⅱ区は遺構遺物を検出できな

かった。

Ⅳ区では4層の広がりがはっきりと認められず第3面とした面

は3層に対応する可能性もある。

－22－
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Fig．21第4面全体図（1／2000）



5・第4面の調査

Fig．22　第4両Ⅰ区遺構配置図（1／400）
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1）概要

4層を除去した面で、左岸を13、15層、右岸を14層とするSDOOIが確認できる。この面を第4面

とし、土1区、Ⅱ区で調査を行った。SDOOiはⅡ区南東隅で2つの流路が合流し、緩やかな弧を描

きながら北流し、1区で東へ曲がるO　これに伴い杭列、矢板列が設けられるO左岸には14層上面に

土坑等の遺構が検出できた。また、調査区西側には第2面から検出されていたSDO10が流れる。

SDO10はⅠ区において杭列等の遺構や弥生前期の遺物を検出したがⅡ区では遺構遺物が見られず、

第5面において肩を出したのみである。

遺構は河川の他に土坑等が検出された。

2）Ⅰ区の遺構

大きくSDOOlとそれに関連する遺構とSDOlOとそれに関連する遺構に分かれる。

（1）SDO01と関連遺構

Ⅰ区では便宜的に掘削順に1区から4区を設定した。記述にあたってもこの区を用いる。Ⅰ区では

調査開始時に矢板列が確認できる面まで下げたため右岸を40から50cmほど掘り過ぎている。平面で確

認できた川幅は6から8mであるが、実際は右岸に広がり東壁部分で8m，南壁部分で10．5mを測る。

土層3部分では11mほどになると考えられる。また、右岸にあった遺構を壊した可能性もある。

SDOOlは7と8層、9層、10層、11と12層の大きく4層に分かれる0　7と8層（以下7層とす

る）は灰色シルトと暗灰色シルトがブロック状に混ざり合い、その具合で細かな単位に分かれる。

SD001が分布する全域に見られる。3区の中央部分には9層の上面に7層を埋土とする足跡が河川
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Tab2Ⅰ区SDOOl各層上面レベル（標高）河川中央部で計測（）内は各土層名

土 層 1 土 層 2 土 層 3 土層 4 土層 5 土層 6 土層 7

7 層 4 ．50 （ 7）－ 4．6 （Ⅰ） 4 ．6 （l）
－ －

4 ．6 （1） 4 ・6 （5）

9 層 4 ．27 （ 9） 4．4 （Ⅲ） 4 ．5 （2）
－

4 ・5 5 （ 2 ） 4 ．5 （1） 4－．3 （7）

10 層 4 ．10 （10） ／！l．1 （III ）
－

／－1．2 5 （IO ） ／I．3 0 （15 ） ∠） l（こi）

Il層 ∠1．00 （1 1） 3・9 （Ⅳ ） ∠l．（頼Ⅰ） 土－l．0 5 （l I）
－ － ：3．7 （8 ）

川 底 3 ．5 3．／15 ー　3．6 ：－i．7 － － ：3∴ⅰ
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の方向に沿って多く見られた。土層3（Fig．28）、5（Fig．26）にこの踏み込み等による撹乱が表れ

ている。種子等の有機物は少ない。9層は黒褐色粘質シルトで有機物を多く含む。土層2（Fig・24）

の部分では粗砂層が間にかみ、2つに分ける事が可能であるO粗砂層は縞状に灰色シルトが入り、足

跡状のくぼみが多くみられる。土層1と004には表れておらず、広がりは狭い。4区で11層上面に10

層を埋土とする足跡が検出された。10層は淡黄色粗砂で4区と3区の一部に広がる。暗灰色シルトが

薄く縞状に入る。2層における粗砂層と同様に右岸から流れ込む。11、12層（以下11層）は暗褐色シ

ルトで種子、小枝等の有機物を非常に多く含む。掘削中はクルミが目立った。種子分析の結果は後に

掲載した。Fig．23に見られるように流木も多く出土した。河川がカーブした部分に多く溜まった状

態と考えられる。杭、板材もあるが、ほとんどは加工がなされていない。樹種の確認はできていない。

昆虫化石も出土したが、保存、分析ができず数量、種を提示できない。

9層と11層は10層が広がらない部分については分離が困難な場合があった。（土層3、5）また、

10層とした砂層も全てが同一時の堆積とは限らず、特にⅡ区において10層自体も数層に分かれる。た

だし、最下層の上に堆積する砂層という点では同様であり、大きな意味での同一層ととらえておきた

い。

土層1、2、3、7における各層上面のレベルはSDOOi中央部分でTab．2の様になりほぼ水平堆積

を示す。ただし土層5の西端部分から11層上面のレベルが下がり土層7（付図1）の部分では70cmほ

ど低くなる。

河川の岸は右岸の標高4・7mを越えるものではないO

SDOOlは、概要でふれたように左岸側からの粗砂層（14層）の堆積の最終段階である。Ⅰ区は右

岸側に内湾している事もあって流れの中心は左岸側により、右岸側は緩やかな傾斜をなす。（Fig．

24）

矢板列004（Fig・29）

幅10から20cmのミカン割りの矢板がSD001の湾曲部を横切る。その角度は、左岸側に対してわず

かながら鈍角である。列は直線的ではあるが、3群に分かれる。左岸よりの1から15は下流側にわず

かにずれ、67から右岸よりは角度を変えるO　この群の問は1・mほど間隔が開くO左岸よりの群はやや

細目の矢板が多い。矢板は下流側に傾けて打ち込むが、9までは上部が下流側に曲がるO打ち込みが

4層に至っていない10から15は全体が傾く。9と10の問は35cmほど2本分の間隔が開く。また、41か

ら45のように幅7、8cmの矢板が前面の矢板に重なるように打たれているO左岸には径2cmほどの杭

が2本打たれる。16からの群では中央部が55cmほど空き、この部分が溝状のくぼみになるO　また、小

振りの矢板（49～53）が後方斜めに列をなす。取水口とも考えたが26、27および49～53がこの溝状の

堆積に打ち込まれており、矢板列以前の堆積である。周囲を掘削後に確認したためくぼみの範囲は不

明であるが、溝状の遺構は後方にはつながらない。右岸に並ぶ63から67は小振りで浅く間隔が空く。

遺構検出時に上部を削った可能性もある。また、41から45、49から53などと矢板の大きさ、間隔、

打ち込みの深さが共通しており、連続した矢板列であったとも考えられる。その場合、前面の列が打

ち直しの可能性も想定できる。

矢板列の下流側60から70cmには上流側へ傾けて打ち込まれた杭列がある。径7、8cmほどの丸太杭

で、ほぼ1m間隔で打たれる。矢板列との関係は不明であるが、両者が4．7m以上のレベルまであれ

ば、互い交差し、横材を渡す構造を考えることもできる。

矢板は上流に向かって打たれており、河川を意識したものであろう。河川を堰止める事で水位を上

げ、水田等に水を引く用途がまず考えられる。この場合、左岸は砂地であり、標高が右岸より高く水
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田の広がりは考え難い。下流に水を引くとすればSKO07が溝状になっているが土層1には続かない。

左岸であれば河川の淵に畦を築き、水口を設ければ可能であろう。左岸は右岸より低く、大きな削平、

土壌の流出はないと考えられる。また、左岸側に水路を設け、水を引いたとも考えられる。ただし1

枚板の列で流れを止めるとなるとかなり緩やかな流れでない限り難しい。

次に矢板列が築かれた時期である。矢板列は7層の上面では検出できず、9層上面まで掘り進んだ

段階で検出した。SD001を意識して横切っていることからこの河川が存在もしくは痕跡を止めてい

る時期に築かれたと考えられる。土層1の4層は完全にSDO01を覆っており、これ以前の段階であ

るOまた001の11層に達していない矢板も多いことから古くとも10層の堆積以降となり、7層または

9層が形成される段階に築かれたと考えられる。おそらくは、10層の堆積後、7層部分が耐水してい

る時期に築かれたと考えられる。いずれにしても刻目突帯文土器が出土しており、この時期と考えら

れる。004の矢板15の放射性炭素年代測定の結果、2，920±190という年代値がでており、やや古い感

があるが矛盾するものではない。

杭列005（Fig．30）

004の3mほど上流にやはりSDOOiの流れに垂直に杭が並ぶ。杭は15本ほどが疎らに残る。この杭

列部分は杭を打っ前に40cm以上掘込み、そこに土層5の3aから3n層、土層6の5から40層が溜ま

る。杭はこの堆積の前後に築かれる。土層5の4d層はSDOOiの11層に対応する。3aから3fが1

0層に対応するのは間違いないが、3g層以下は粘質が強く土質が異なり3層堆積以前に埋めた土と

も考えられる。この場合、11層が堆積した後、10層が溜まる前段階に杭列が築かれたことになる。

また、土層5の3h層以下が10層の堆積とすると、杭列はSDO01が10層で埋まった後、9層部分が

耐水している時期に打たれたことになる。この場合、くぼみ状の掘込みは直接杭列とは関連がない

か、前段階に設けられた杭列の所産と考えられる。いずれにしても前段階に掘り込みがあったことにな

る。この掘込みは杭列005を囲む範囲にあり、直接関連するものと考えたい。杭列の前面をスサが覆

土層2

土層3
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l b

l c

l d
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b

C

d

e

f

g
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黒色粘土（有機物含む）
灰白色細砂
灰色シルト
灰色細砂（北へかたむく）
黒褐色粘質土
黒色粘土（有機質多い）
暗灰色砂質シルト（有機物あり）

上層3
1a　灰褐色シルト

b　暗灰色シルト
C　暗灰黄色シルト
d　黒褐色粘土
e　暗灰黄シルト
f　黒褐色粘質シルト
g　黒褐色粘土
h　黄灰色粘土

（7）

（9）

2a　黒褐色粘土（有機質多い）
b　オリーブ果　粘質シルト（有機質多い）
C　オリーブ黒　粘質シルト（bより青い　有機物小さい）
d　灰色粘質シルト
e　オリーブ果粘質シルト
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Fig・28　SD001土層2、3実測図（1／60）
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Fig・29　杭列005、SKOO7実測図（1／60）
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Fig・30　SXO34、035、SX008実測図（1／60、30）

い、溝状のくぼみが杭列に沿って右岸側に伸びるO　これには9層および粗砂層が溜まる。

杭は径2から3cmほどの細身の木を先端のみ加工して使用する。杭列のSDOOl左岸側は若干下流

側に傾くものの直に近く打ち込まれる。右岸側は45。以上傾き、径8cm大の丸太杭と矢板が1本ずつ

混じる。また50cmほど下流側に上流側に傾く径8cmの丸太杭が1本打たれている。検出時には流木が

横たわっていた。また、左岸側には杭列を確認することはできなかった（Fig・23）。

この杭列は水を引くための施設であると考えられるが、杭が左岸まで伸びないとすれば、河川を堰

き止め水位を上げる事はできず、右岸への導水のための施設と考えられる。この場合、杭列の左岸側

からSKO07に向かってくぼみがあり、これに水を流すことができるが続かない。

SKOO7

SDOOlの左岸で杭列005の下流側に位置する皿状のくぼみである。この付近は全体を掘りすぎてい

るため2、30cmは高かったと考えられる。床にスサが溜まる。径8cmの杭が1本打ち込まれるが関連

があるかは不明。004、005からの導水路の可能性がある。

SXO35（杭列）

SDO04の左岸の14層中に打ち込まれた杭群である。径2、3cmと細く、列をなすわけでもない。打

ち込まれた時期も不明である。SDOOlに関連する可能性は十分考えられる。

SXO34（杭列）

SDOOl左岸に3本単独で打たれた杭列である。杭は径2cmほどで先端のみが残存する。

SXOO8

SDO01左岸に薄く広がる炭化物層である。焼土は確認できなかった。

SDOO9

SDOOIの左岸に断続的に残る溝の底を検出したO覆土は4層に近く、SDO36と同様に上面からの

掘込みの可能性が高い。遺物の出土はない。また、この溝北側に径3cmほどの小さなピットを多数検

出した。溝や畦に伴う杭の可能性から記録を行なったが、いずれも深さ3cmほどの浅いくぼみにな

り、杭ではないと患われる。大きく2つの帯状に集中し、まばらではあるが全体に広がる。
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Fig．31SD010実測図（1／200）

（2）SD010と関連する遺構

調査区の西側を北流する河川で調査区内には対岸が出ていない。幅17m以上を測る。これまでもふ

れてきたが、すでに第2面でこの河川のプランは確認されており、切り合いからは古墳時代以降のも

のである。1次調査のSDOOにつながると考えられ、SDOOが弥生時代末から古墳時代初頭の遺物が

出土している事と矛盾しない。しかし、結論から言うといくつもの流れが重なっており、それを分離

できずに掘ったO掘削は南端部分から行った。ここでは流木が多く出土し、刻目突帯文土器と、弥生

前期の土器が破片ではあるがまとまって出土したO川底は青灰色粘質土で岸から80cmほど落ちたレベ
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ルで平坦面になり、さらに30cmほどの段落ちがある。これ

より西側は調査区外になり不明である。SDOlOの中で検出

できた遺構には、左岸に打ち込まれたSXO32、建築材を

SX固定したSXO31、川底の段落ちに沿って打ち込まれた

杭列033がある。遺構、遺物が見られたW55付近までは手掘

で掘削し他は重機で掘削した。その範囲で出土した土器は弥

生前期はじめのもので、杭列等も近い時期と考えている。以

下土層（Fig．32）、遺構の順で眺めていきたい。

土層1では大きく2つの流れがある。いずれも暗褐色シル

トと灰色細砂、粗砂が細かな互層をなす。二つの流れの間は

粗砂の高まりとなる。東側の流れは15層を攻撃斜面とし深さ

1nl

L－∴　　　一一一1－－1．11－－」

4・0m　1　033

三菱些≦
0　　　　　　　　　　　2m
し一一一一一一一一一一一一一一 Fig．33　SXO31、032、033実測図（1／80）（1／40）
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90cmほどである。東側は床に達しておらず深くなる。この付近の堆積は粗砂が大部分を占め、流木は

わずかに見られる程度である。1層は粗砂層を覆う暗黄褐色シルトである。2、3面でSDO10とし

たのはこの層である。土層2では中央部に黒色粘土と灰色シルトが互層に溜まる流れ、東岸側にはシ

ル上質の灰色、青灰色砂の流れがある。これらも粗砂層にのり、杭列033が打たれる段落ちはこれが

かぶる。SXO33はこの層位の中では最も古い。土層1、2の付近では遺物は出土していない。土層

3では流れが複雑に重なりあう。図の中央の流れである1、2層には遺物がない。東壁に沿ってシル

トを主体とする3から6層、中央下部の粗砂層7から11層で刻目突帯文土器と弥生前期の土器が出土

した。流木は4、5層中に含まれる。この層は杭列033よりやや北まで広がり流木の中には建築材が

出土した。シルトには小枝、木の葉等の有機物が多く含まれていた。

SXO32（杭列）

東岸の落ち際のテラスに岸に沿った杭列を確認した。杭の径と打ち込みの深さから3群に分けるこ

とができる。径10cmを測るほどの杭は3本を3から4mおきに確認した。標高3．1mまで最低130cmを

打ち込んでいる。径2cmほどの杭は図の南半に集まる。現存で20cmほどが、岸に向かって斜めに打ち

込まれる。この他が径7cmを測る杭でテラスの範囲全体に広がるOほぼ直に打ち込み、テラスに伴う

ものと考えられるが、用途は不明である。

SXO33（杭列）

川底の段落ちに沿って径6cmほどの杭が並ぶ。南側に矢板と杭が集まる部分があるが他は約2mお

きに打たれる。杭は直からやや段落ちに向かって打たれるが、南端部の矢板は段落ち斜面に沿ってお

いたような状態であった。層的に今回検出したSDO10中の遺構の中では古いことになる。

SXO31

杭列031のテラスの下の床で確認した杭と建築材である。流木状の木とほぞ穴が開いた建築材が横

たわり、建築材のほぞに杭が打ち込まれ、建築材を固定した状態にあるOほぞ部分が河川の底であり

床からでも75cm打ち込んでいる。SXO32との関連は不明。

3）Ⅱ区の遺構

SDOOlと右岸を中心としたその他の遺構に分かれる。

（1）SDOOiと関連遺構

SDOO1

調査区のほぼ中央を流れ、川幅10から13mを測る。1区と同様に7から11の4層に分けて掘削し、

各層の上面で遺構検出を行った。また、当初設けた土層観察用ベルト毎に北から1区から4区とした。

Fig・34は11層上面のコンクを示したが、1区の北半と4区は10層の広がりがなく11層上面を確認

できなかった。Fig．35はSDOOlの底まで掘削した後のコンクである。

遺物は各層で確認したが11層で最も多く出土した。7層では遺物が左岸にかたよって出土し、レベ

ル的にも高く左岸に生活域を予想させる。また088とした部分は緩やかな斜面に完形に近い土器を含

む多くの遺物が出土した。遺物は刻目突帯文土器、柳葉形磨製石嫉、石包丁、石斧、砥石等の石器、

諸手鍬、石斧の柄等の農具を含む木器が出土した。

1区では土層1のように10層にあたる砂層がなく、9、11層を平面的に分離できなかった。下部ほ

ど有機物が多い。右岸が15層を肩とする点はⅠ区土層1と同様だが、斜面に15層に近い粘質および青

灰色シルト等の無遺物層（Ⅱ区土層1の10層）がたまる。Ⅱ区では同様の堆積が他の土層でも観察さ

れ、河川の肩を検出する際に9、11層と区別し難かった。1区部分は流木はほとんどなく床面は平坦

－34－
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Fig・35II区SDO01下面実測図（1／400）
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Fig・36II区SD001－4区実測図（1／200）
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Tab3Il区SDOOl各層上面レベル（標高）河川中央部で計測（）内は各土層名

土 層 1 土 層 2 土 層 3 土 層 4 土 層 5 土 層 6 土 層 8 土 層 9 土 層 1 0 1 土 層 1 1

1

l 土 層 12

4．7 （2 3 ）
7 層 4 ．6 5 （5） 4 ・6 （1） 4 ・7 （8 ） － （3 ） 4 ．8 （19） 4 ．8 （6 ） 4 ・9 （6 a） 4 ・7 （5 ）

9 層

1 0 層

1 1 層

4 ．3 （7） 4 ・4 （3 ） 4 ．3 （15 ） 4 ．5 （6 ）4．55 （2 3）4 ．5 5 （6C ） 4 ．6 （6 C） 4・65 （6 ） 4 ．3 5 （2 5）

－ － －
4．4 （16 ） 4 ・3 （2 5） 4 ・4 （7 ） 4．5 （7）4 ．6 5 （7d ）

3 ・9 （9 ） 4 ・15 （7 ） 4 ．0 （16） 4・0 （3 1） 4 ．1 （3 1） 4 ・2 （8 ） 4・0 （8 ） 4 ．0 （9 ） 3 ．7 5 （5）3 ．75 （5？） 3 ．6 （3 1）

川 底 3 ．6 3．9 3 ．6 3．6 3 ・8 3・9 3 ・8 3・7 3 ．3 3 ・9 3 ．1

に近い。土層3では足跡状の踏み込みの中に粗砂がたまる。このことは、10層がこの部分にも溜まっ

ていたことを示し、流されたかすき取られたと考えられる。

2区では中央やや左岸よりに砂層10層が残る。この付近は北西への流れが北へ流れを変えるため流

れの中心が左岸側へよる。10層は1区のように粗砂層1層ではなく、青灰色シルト、灰白色粗砂等が

重なり合う。11層上面では多くの足跡を10層が残っている範囲で検出した。土層5ではより広い範囲

で10層を確認した。土層6では10層が厚く11層に踏み込む足跡状の痕跡の他にも撹乱がある。床には

粗砂を多く含む12層が発達する。また9層にあたる堆積が薄い。2区は流木もⅡ区の中では多く、特

にSXO89の周辺では11層から木製品、土器等の遺物が集中して出土した0

3区付近は左岸の立ち上がりが判然としない。土層は2区と同様で、足跡も広がる。右岸には浅い

分流状の落ちがあり、土層12のSDOOi部分にかけて、地山である14層のレベルが低く粘質シルトが

堆積する。その右岸よりに土器が集中して出土し、土器溜まり088として取り上げた。またこのあた

りでは土層7の14、17層、土層12の16層のように青灰色粘質シルトが14層の上に溜まるくぼみが見ら

れる0

4区には杭列116、115が築かれる。また、SD001は土層10から南東と南へ分岐する。南東の流れ

の方が幅、深さともに大規模で本流と考えられる。南からの流れをSDl17とした。この分流部には

長さ7．5m、径60cmほどの木（SX119）がSDO01の左岸に沿って横たわり、これを固定するように打

たれた杭が2本確認できた。土層12では川底の標高が3．1mと土層9から60cm低い。また10層が顕著

に見られる。4区では長さ2mほどの杭が数本出土した。

表3に各土層の上面レベルを土層図毎に示した。層の対応に不確定な部分もある。11層については

1区からほぼ水平堆積を示すが、上層は上流ほど高い。層の対応が不十分な可能性もある。

SXO90

2区の左岸落ち際2層に刻目突帯文土器の土器が単体で横倒しにつぶれた状態で出土した。鹿部の

み欠けている。

SXO88（土器溜まり）

3区の右岸の浅い分流状の落ちに土器が集中して出土し、土器溜まり088として取り上げた。完形

の土器がつぶれた状態のものや破片が広がり、特に広がりの中央部分に集中する。炭も多く集中部分

も見られた。7層に対応する土層7の5、6層が遺物包含層にあたる。088から土層12にかけては、

7層に対応する層が薄く途切れながら左岸に広がり、088はその一部にあたる。

SXO89

2区の左岸近くの川底直上で石斧の柄の末製品、鋤、素材木片が集まった状態で出土した。2区は

この他にも流木、木製品が集中する。

SX115（杭列）

杭列116の10m上流の河川中央に杭列が打たれ岸までは続かない。この部分には様々な方向に流木

－38－
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が集まり、横木をかました状態とも考えら

れる。杭は径4から5cmの丸杭で下流に頭

を傾けて　詳細な構築時期は不明である。

11層に打ち込まれ、1本を除いて川底の14

層に達していない。

SX116（杭列）

4区に築かれた杭列でSD001を横断する。

幅9．5mにわたって杭を検出した。杭は径

4から5cmの細い杭を使う。ほぼ60。の傾

きで打ち込むものと30から20。の浅い角度

で打ち込むものがある。浅い杭は川が深い

中央部のみに見られる。また、中央部は多

く杭をもうけ、杭も深くまで打ち込まれて

いるO岸の部分になると打ち込みが浅い。

杭の前後にはFig・37の土層図のように掘

込んだ痕跡がある。これは土層9にも6層

として現れる。この掘込みはちょうど杭列

116の部分にあたり、構築時もしくは改修

時のものと考えられる。杭列の前面には掘

込みの床部分にスサが敷かれたように広が

るOただし確認できたのは土層観察用ベル

トを残していた一部のみである。また、土

層9の9層、Fig．36の5層に杭の跡の痕

跡と考えられる土の乱れがある。杭列の50

cmから2m下流には径10cmの太めの杭が下

流側に向かって1から2mおきに打たれる。

構築時期は、土層9の6層の掘込みが116

の構築時の掘込みとすると、土層9の7d

層が埋まった後で5層が形成される前にな

るO

用途はⅠ区のSXO04に近いと考えられ

る。水位を上げたとすると流れる先として

右岸の調査区南端に幅8から15cmの溝があ

るがSX116と関連があるか特定できない。
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．）。甕
SKO92

1淡黄灰色砂質シルト
2　灰褐色土
3　茶褐色土
4　黄褐色土
5　淡灰色土
6　灰茶色砂質土
7　灰褐色砂質土

1cm

』芸主要』

Fig139　第4両II区土坑実測図（1／40）
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SD117

土層11の1層とそれ以下の11層までの下層とに分かれる。上層段階と考えられる杭が直に散在する。

遺物は刻目突帯文土器と、諸手鍬が出土した。SDO17はⅢ区の西半に見られⅣ区までは広がらない。

（2）SDOOi左岸の遺構（Fig・39）

SXO82

第2面の項でもふれたが弥生前期の土器溜まりの可能性がある。087のように完形に近いものはな

く小片が多い。

SKO87

不整方形の浅い土坑状の土器溜まりで、6・2mx3．4m厚さ40cmの範囲に床面から浮いた状態で多数

の土器、黒曜石が出土した。淡黄茶色シルトを覆土とするO床面にピット等は検出できなかった。土

器は完形品がっぶれたものもあり、一括性が高いと考えられる。

SKO90

楕円形の土坑で平面120×60cm、深さ8cmを測る。灰褐色シルトを覆土とするO

SKO91

楕円形の土坑で平面136×104cm、深さ8cmを測る。

SKO92

楕円形の土坑で平面150×75cm、深さ44cmを測る。刻目突帯文期の甕と壷が出土したが磨耗している。

SKO95

径190cm、深さ42cmの不整円形の土坑である。刻目突帯文の甕、浅鉢が出土した。

SKO94

楕円形の土坑で370cm以上×200cmを測る。刻目突帯文期と考えられる甕の破片が出土している。

SD101

SDOOiに平行して走る幅30cm、深さ5から10cmほどの溝である。7層に近いシルトを覆土とする。

刻目突帯文期の遺物が出土している。この溝を含めてSD001の左岸の肩に浅いくぼみがある。はっ

きり遺構とは言い切れない。遺物は同様の土器、黒曜石が出土している。

4）出土遺物

第4面出土の遺物についてまとめて記述する。土器については各遺構、層毎に示すが、土製品、石

器、木製品のほとんどがSDOOlからの出土であるため器種毎に報告する。

（1）土器

SDOOl（Fig・45から52）

7層以下のSDO01より刻目突帯文期の土器が板付系の土器を含まずに出土した。傾きも不明な小

片等一部をのぞいて、口縁部片はほとんど図示した。本来であれば形、型式を提示した上で記述する

べきだが、その余裕もないため従来の慣例的に使われていた呼称を用いる。つまり、黒川式から続く

深い土器を深鉢、刻目突帯文土器以降のものを甕とし、刻目突帯文土器で直言のものを1条甕、屈曲

部を持っものを突帯、刻目の有無に関わらず2条甕とする。その他、突帯文系、板付系と型式名称を

広い意味で用いた。

1から56は7層からの出土である。Ⅰ区SDOOiの3区、Ⅱ区では3区の東岸に多く出土したO

SXO88も7層の一部だが別に報告する。深鉢は25のみ図示したが、他に口縁部に浅い刻目を持ち、

黄灰色を呈すもの、刻目突帯文土器に突帯がないようなものが各1点ある。25は深鉢の屈曲部で条痕
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の後、ヘラ状の工具でナデ焼きも固く半精製品である。1から24は甕で1条甕が多い。突帯は小ぶり

のものが多く口唇部からやや下がるものと口唇部に接し被さるものがある。刻目はヘラ状の工具で右

から左へ施す。10、11、12、17は口唇部からやや下がった位置に浅い突帯におそらく指頭による刻目を

施す。調整は条痕をそのまま残すものはない。ロ縁部付近では右から左方向への砂粒の動きが見られ

るものが多く、削りとした。また内面はナデを施すものがほとんどである。色調は淡茶色系、灰

色系、暗褐色系があり、明るい淡茶色系のものが目立つ。3は2条甕で深く細い刻目を左から右方

向に施すO暗い茶褐色を呈し屈曲部から下は削り、上はナデ調整で仕上げるO内面は研磨状のヘラナ

デを施す。4は内外面をナデ調整で外面屈曲部より下に煤が付着する02から2．5cm幅の粘土帯が観

察できる96は小型で屈曲部に刻目を施さない2条甕で、内外面とも削りが顕著に残り外面屈曲部よ

り上は横ナデを施す。下部は2次焼成により赤変し、内面底は斑点状に器壁表面が剥げる。壷は小片

で詳細は不明。内側に傾く頚部に口縁部が小さく曲がる035から39、41から43は浅鉢で屈曲部から口

縁部が長いものと39、41のように短いものがある○器面が粗ているものが多いが、研磨調整を施すと

考えられる。44、45は椀状の鉢で内外面に赤色顔料を施す。同一個体の可能性がある。46は直言の鉢

でナデ調整を施す。47から51は甕の鹿部だが深鉢のものと区別できなかった。50は上げ底で炭化物が

多く付着する。

57から103は9層出土である057から63は深鉢で外面に煤が付く○図はやや傾き過ぎている可能性

がある。調整は板状工具による削りで砂粒の動きが見られ、木目状の擦痕が残るものがある。また、

口唇部は面取りし、平坦面を作るO深鉢といっても黒川式に見られる粗い貝殻条痕を施す大型のもの

とは異なる。57はやや内湾し削りの後ナデており刻目突帯が付いてもおかしくない064から80は甕で

ある。2条甕は4例で内径気味の1条甕がやはり多い。刻目はへラ状工具によるものが多いが64、65、

72は指頭による。調整は削りとナデで仕上げ、外面に煤が付着するものがほとんどである。64は粗い

胎土に内外面に条痕を施し器壁が厚い。深鉢に刻目突帯が付いた感がある。65は粗い条痕状の調整を

施すがへラ状の工具による削りである。67はわずかに屈曲し口縁が外に開く。突帯は厚く、刻目は浅

く細い。外面頸部に煤が多く付着する。81から83は壷である。82は外面に黒色の光沢がある顔料状の

付着物が見られる。赤色顔料も塗っている。外面は全面研磨、内面はナデで肩部に2枚員条痕が

残る。83では接合痕が観察でき、2・5cm幅の粘土帯の外傾接合の様子が確認できる088から97は断面

台形の鹿部で深鉢、甕のものが多いと考えられる。その中で96は外面に赤色顔料が塗られ大壷の可能

性がある。98は晩期前半以前の混じり混みと考えられる。磨耗が激しい。99から103は鉢、壷の鹿部

で区別つけがたい。102は内面に刷毛臼状の擦痕が見られる。99、101、103は黒色磨研土器である。

104から137は10層の出土である010層は粗砂層ということもあって遺物の量は少ない0104から106

は深鉢としたが器壁は薄い。104は外面全面に煤が付着する。両者とも外見は黒い0106から113は甕

で小片のみであるO突帯はすべて口唇部よりやや下がった位置にあり刻目は幅広のものと狭く鋭いも

のがほぼ同数ある。107、109は内面に貝殻条痕を施すが他は削りかナデである。器面はどれも暗

い。114から119は壷で、内外面とも研磨を施し赤色顔料を塗る0117は外面は黒色磨研で光沢があり、

内面胴部には2枚員条痕が残る0119は薄く赤色顔料があるようにも見えるが不明O内面に黒色の光

沢が残る。120から126、128は浅鉢で黒色で研磨調整を施す0128は方形の浅鉢で器面が粗れ不明瞭だ

が外面に削り痕が見られる。127は器壁が薄い椀状の鉢で外面に沈線を施し赤色顔料を貼付する0129

は浅鉢の休部状の鉢で研磨調整で内外面に赤色顔料を施す0130から134は大ぶりの台形底。135か

ら137は壷の鹿部で、135は台形底、136、137は丸底でわずかに赤色顔料が見られる0134にはわずか

に木葉痕が残る。
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138から329は11層出土の土器でSDO01では数が多い。138から177は1条甕である〇日縁部付近で

やや内湾気味におさまるものと直線的なものがある。142は膨らんだ胴部にわずかに外反する口縁部

を持ち特異な形態である。外面削り調整で炭化物が厚く付着する。突帯は口唇部よりやや下がった位

置のものが多い。刻目は138、139、140、142、150、165は幅広の指頭刻み状で、他はへラ状工異により鋭

く刻むものが主体をしめる。小ぶりのものも多い。176は突帯を貼付せず口唇部に小さな刻目

を施す。ヘラ状の刻目は下から上へ施したものがほとんどをしめる。調整は削りとナデ

が主体だが、条痕が残るものも全体の数が多いためか目立っ。外面に煤が付着するもの多く、同時

に器面も暗い発色である。138は外面に炭化物が厚く付着し、内面下半にも炭化物が付着する。177は

突帯、刻目ともに大ぶりで器壁も厚い。180から200は2状甕である。刻目はやはりへラ状工具による

ものが多いが、爪状、棒状工具によるもの、2枚貝によるものがある。187、194は厚く大きな突帯に

深く細い刻目を施す。調整は180を除いて条痕を残すものはなく、擦痕を仕上げとしたものが多い。

器面の色調は1／3が灰色、淡橙色の明るく淡いものである。180はSXO90として先に出土状況を示

した土器である。鹿部を除いて完形に復元できた。口縁部の突帯は小さく、強いナデの造り出しと刻

目により突帯状になる。内外面の胴部に深い2枚貝条痕を残すが、屈曲部直下の－一部を削りで、鹿部

近くをナデにより条痕をけす。内面は鹿部近く1／4ほどをナデ消し丁度この部分に炭化物が薄く付

着する。屈曲部より上は擦痕が残るO外面は上半部に全面的に厚く炭化物が付着し、下部は破面から

1、2cmに煤が薄く付着するのみで器面が現れる。181は先の割れた施文具で刻目を施す。外面は削り

の後のナデにより平滑である。182から184は屈曲部に突帯を施さず屈曲も緩やかである。182は2枚

貝の腹縁の刺実で刻目を付ける。器面は暗く胎土が粗い。183は指頭状の刻目を施し、ナデにより平

滑に仕上げる。やや赤い発色である。201から211は深鉢とした。直言のものと内湾するものがある。

調整はナデ、擦痕で終わるものが多く、黒色系の暗いものが多い0201は口縁部の内湾が強く口縁帯

状を呈す。削り後にナデで仕上げ半精製品であるO色調は淡黄褐色である。212から237は壷である。

横広の球形の胴部に口縁部がすぼまるものと広いものがある。ほとんどの個体に赤色顔料が施さ

れる。調整は外面を横方向の研磨、内面はナデや削りを施す。頚部と肩部の境は緩やかに屈曲し、

218、219、220、229には浅く不明瞭な沈線を施す。217は深い研磨調整を施し内面に指押さえが顕著であ

る0220は明るい赤色を呈し光沢がある。229はやや大型の壷だが調整等は変わらない。238から270は

浅鉢である。基本的には内外面に研磨調整を施し黒褐色を呈す。243、256は条痕で仕上げで、他に擦

痕で仕上げるものもある。267、270は淡灰褐色を呈し黒色の浅鉢の中にあっては明るい。257と258は

波状口縁で平面は方形を呈す。257は屈曲部より下は突起部がわずかに波状になるのを除いて通常の

浅鉢と同じく円形である。器壁は厚い。口縁部の突起部と屈曲部には突帯を貼付し、細く小さな刻目

を密に施す。口縁部の突起部以外は口縁部を直接刻む。内外面ともに黒色磨研であるが、表面が剥げ

ている0258は屈曲部以下も波状で、器壁は257に比べ薄いO外面は削り調整で屈曲部より上で研磨を

施す。黒色を呈すが外面は剥げる。271はミニチュアで黒色でナデ調整を施しやや形は異なるものの

浅鉢を模したものと考えられる。273から280は椀型の鉢で2点は黒色磨研、他は赤色顔料を塗るか明

るい発色である。282は粗製の椀状の鉢で外面に削りを施す。283は2次焼成で器面が赤変するO黒

色磨研土器と考えられるが立っており深くなる。284は高塀の脚と考えられるがやや外湾気味であ

る0285から297は断面台形を呈す。286は底に、295は外面に赤色顔料が付着し壷と考えられる。298

から301は脚で、301には透かしがあり4方に付くと考えられる。302と303は小ぶりで厚い鹿部で、

303は精良な胎土を用いており鉢と思われる。304から307は上げ底である。。310から329は浅鉢、もし

くは壷の鹿部と考えられる。丸底以外では312、313、315、324のように赤色顔料が付くものは壷とした

－44－



が、判断が付け難い。ほとんどが浅鉢になると考えられるO

土器溜まりSXO88（Fig・53～59）

遺構の項で述べたように遺物が集中して出土した。完形に近いものも多い。330から345は深鉢であ

るO内湾気味のロ縁で外面は削り調整を残す。331には器面に気泡があり買入状の表面の細かな亀裂

がみられる。これ以外は突帯が付けば1条甕と変わらない0346から380は1条甕である0346、347が

削りおよび条痕で粗い器面を残す以外はほぼ削りまたはナデで仕上げを行っている。この2つは同一

個体の可能性が高い。刻目はへラ状の工具を下から上へ小さく刻むものと横方向に刻むものがある0

351、360、362は爪状の、361は2枚員、364は棒状の工具による。突帯は口唇部より下がった位置に貼

付する。350は低い突帯を口唇部に接して貼付し、先の尖った工具で刺突して刻目を施す。378は器壁

がごく薄く、細く浅い刻みを綾杉文状に施す。器壁は薄く径も小さくミニチュア品になると考えられ

る。382から400は2条甕である0382は屈曲部に刻目、突帯を施さず、鋭さはないが大きく屈曲す

る。器形としては通常の甕とは異なる。384も屈曲部に刻目がなく、外面に刷毛臼状の調製痕が残る。

383は口唇部に直接刻みを施す。401から407は浅鉢もしくは鉢である0403から407は方形の波状口縁

の浅鉢である。粗れたものが多いが研磨を施す。408から420、422から424、446から448は壷である。全

て外面研磨調製で赤色顔料を施す。420は最大径より上が直線的な肩部になると考えられる0418、422

は内面に刷毛臼状の調製痕を残し、418の木口痕から幅4cmほどの工具と推定される。421、425から

445は浅鉢である。黒色磨研のものが多く、425、429の様に条痕、擦痕を残すものもある。426、433、

435、440には赤色顔料を施す。426以外はごくわずかしか残っていない。449から453は椀型の鉢である。

454は口縁部にしたが脚の可能性もある。455はミニチュア土器と考えられる。456から469は台形底を

呈し467が壷の可能性があるが他は甕がほとんどと考えられる。470、471は透かし入りの脚部で471は

4面透かしと考えられる。他は478、479がおそらく壷、480から483が浅鉢である。

SDOlO（Fig．60～63）

遺構の項で述べたとおりⅠ区の南端部分で遺物が出土した。主体は刻目突帯文土器であるが甕、壷

に板付系の土器が入りSD001より新しい様相を示す。口縁部でも図示できなかったものが多いO

484から498は1条甕である。突帯が全体に大きく高く、口唇部に接して貼付し、刻目を入れる前に

口唇部と一緒にナデ、平坦面を作るものが目立っ。この種の突帯には幅のある工具で太く深い刻みを

施す。調製は外面に2枚貝条痕を残すものがほとんどで、器壁は黒いものが多い。SDO01の甕とは

明らかな違いがある。器形もあまり内傾せず直線的である。499、500、502から506は2条甕で、1条甕

の様な大ぶりの刻みを持つものはない。突帯は503、504が大きい。501、506は口唇部に小ぶりの刻目を

直接施す。501も内傾する可能性がある。499の刻目はごく小さくわずかに痕跡が残るのみで、502は

無刻みと考えられる0507から513は深鉢である。横方向の条痕の後にナデ、灰褐色を呈す。507は内

外に段があり口縁帯状である0514から535は壷である。SD001に口縁部が外反するもの、口縁部を

肥厚するものが加わる。ほとんどが内外面に赤色顔料を施す。532は頚部外面を縦方向の強い研磨を

施す。536、540は板付系の甕である。細かな刷毛目と内面の指押さえが特徴的である。537から539、

541から557は鉢である。537は条痕を残し深鉢の可能性がある。他は研磨や擦痕で平滑な器面であ

る。赤色顔料を塗るものが多いが痕跡がわずかに残るのみのものが多く詳細は不明である0556、557

は流れ込みと考えられる。558から562は高塀で、561にわずかに赤色顔料が見られるが塗られていた

かほ判断できない。563から574は甕の鹿部である。575から581は壷、鉢の鹿部だが、575、577のよう

に粗製のものがある。582から594は縄文後期から晩期前半の土器で混じり込みである。582は北久根

山式の鉢で波状口縁に刻目を施す。583は屈曲部に刺突列点が並ぶ。585から591は晩期の浅鉢で、588
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は黒川式のミニチュアである。

SXO82

土器溜まりで下部から古墳時代の遺物が出土したがSXO87との間に接合資料があり内容が近

く、一連の土器溜まりの可能性がある。

595から610は甕である。602までのように小ぶりの突帯を口唇部よりやや下がった位置に付けるも

のと607までのように口唇部に被せるように厚く貼付し上面を強くナデるものがある。全体に黄褐色

を呈す。608、609は如意形口縁の甕で609には言縁部の刻目はない。610は幅6cmの突起状の突帯を貼

付するO外面は条痕で下部は削りを施す0621、622は高塀の脚で段は見られない。

SXO87（Fig・64～66）

623から636は突帯文系の甕で口唇部に接して大きめの突帯を付し上端ナデて平坦面を作る。刻目は

浅く斜め方向に施すものが多い。器壁は黄褐色系の淡く明るいものもあるが暗茶色系の暗いものが多

い。627は口唇部上面のみ茶色で顔料または化粧土を施す。626は2条の突帯を付けるが屈曲せず、口

縁部のみで1条か2条か判断できない。641から648は台形底で黄白色を呈し、鹿部端部は橙色がか

る。649は刷毛目を施す。650から653は如意形口縁の板付系の甕である。650は外面に細かな刷毛目が

顕著だが、651、652では丁寧なナデを施し、内面の指押さえを施す。651には焼成後の穿孔がある。

655から665は壷である0661、662、663は胎土に赤色鉱物を多く含んでおり同一個体と考えられるO薄

い器壁に研磨調製を施し肩部と頚部に平行線の間に山形文を浅い沈線で施す。660は肩が下がり口縁

部は広がる。外面から口綾部内面に横方向の研磨を施す。内外面とも明るい橙色を呈す。666と667は

高塀である。同一個体か。研磨に近いへラ状工具によるナデ調製し、外面は灰白色、内面黒色を呈

す。668からの鉢は屈曲が弱く深い。

SKO92、095、102、105、106

674から696がそれぞれの遺構から出土した。刻目突帯文土器のみで板付系の土器はない。688、683

の様に刻目が口唇部にかぶり新しそうなものもあるが単純財にもあり得る。

（2）土製品（Fig．68）

遺物量は少ない。1から5は土製円盤で円形に打ち欠く。すべて土器片を使用する。4は破面が磨

耗する0　6は紡垂車で砂粒を多く含む。7、8は管状土錘だが、いずれも表採で出土地不明である。

7は手ずくねで器面を平滑に仕上げるが8はムラが目立っ。7は扁平になる。9の土玉の孔には直線

的な傷が残り、焼成前の穿孔痕と考えられる。
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Teb．4　第4両出土土器観察表
色調は外面、内面の順で記す。
胎土の「砂粒」は砂粒を含むの意味

挿 図 番 号 登録番号 区 遺　　　 構 機　 種 －色　　 調 胎　　 土 外 面調整 内面調整 備　　　 考

F ig．40 1 64 Ⅰ 001 1区7層N O 9 ，6 甕 茶褐色 砂粒 条痕？ ナデ 条痕　 ナデ 2次焼成

2 537 Ⅰ 001　R206 甕 暗灰褐色 砂粒 削り 擦痕 煤付着　 炭化物

3 166 I 001 7層 甕 茶褐色 黒色 細砂 粒 擦痕　 ナデ　 条痕 研磨状 煤付着

4 306 Ⅱ 001 R69 ，59、60 甕 灰褐色 精良　 砂粒 板ナデ　 ナデ ナデ　 条痕？ 煤付着

5 268 Ⅰ 001 1区7層 甕 茶褐色　 黒褐色 砂粒 削 り状擦痕　 粗 ナデ　 板ナデ？ 内外面有機物付着

6 154 I 001 1区7層R l19 甕 茶褐色　 暗褐色 － 砂粒多 削 り　擦痕　 条痕 横ナデ

7 13 5 Ⅰ 001 7層 甕 茶褐色 砂粒 ナデ ナデ
炭化物付着8 13 7 Ⅰ 001 2区7層 甕 暗褐色 砂粒多 横 ナデ　 擦痕？条痕 横ナデ

9 13 8 Ⅰ 001 1区R 78　7層 甕 暗褐色　 暗灰褐色 砂粒 削り ナデ　 横ナデ ．外面に炭化物付着
粗

粗

煤付着　 粗

10 144 Ⅰ 001 1区7層 甕 黄 白色　 淡黄褐色 砂粒 削り？ ナデ

1 1 148 I 001 1区7層 甕 淡灰褐色 砂粒 横ナデ　 条痕　 ナデ ナデ

12 139 I 001 7層 甕 淡黄灰色　 黒色 砂粒 削り状

13 535 I 001　R 209 甕 暗灰色　 淡黄灰褐色 砂粒 削り
ヘラ？ナデ14 146 Ⅰ

Ⅱ

001 7層 甕 暗茶褐色 砂粒 擦痕

15 538 001 1区7層 甕 黒褐色 砂粒 条痕 ナデ

16 141 001 8tr7層 甕 灰褐色　 灰黄褐色 砂粒多 横ナデ ナデ

17 536 I 001 3区R 16 甕 淡茶褐色　 黒褐色 砂粒 ナデ　 削り 削 り　板 ナデ

18 149 Ⅱ 001 2区7層 甕 淡橙色 砂粒多 削り ナデ

19 143 Ⅱ 001 1区7層 甕 淡茶色　 暗茶褐色 砂粒 削り ナデ

20 134 I 001 7層 甕 暗灰茶褐色　 茶褐色 砂粒 横ナデ　 削り状 ナデ？

2 1 142 I 001 7層 甕 灰色　 淡茶色 砂粒 多 租 平滑 なナデ

2 2 145 Ⅰ 00 1 1区7層 甕 淡灰黄色 砂粒少 粗 擦痕

23 136 Ⅰ 00 1 7層 甕 茶褐色　 黄茶褐色 砂粒 多 擦痕　 ナデ　 条痕 横ナデ
粗24 150 I 00 1 7層 －甕 淡 黄褐色 砂粒 ヘラ状 ？粗

F ig ．4 1

F ig ・42

F ig ．43

25 153 Ⅱ 00 1 2 区7層 深鉢 暗灰色 砂粒 多 条痕　 へラナデ 条痕　 横ナデ
屈曲部　 煤付着26 163 Ⅰ－ 00 1 1区7層 甕 淡橙色 砂粒 粗　 擦痕 粗　 わずかに擦痕

粗27 152 I 00 1 7層 甕 淡黄褐 色 紳砂粒 多 擦痕　 ナデ 屈曲部　 煤付着

28 151 Ⅰ 00 1 1区7層 甕 淡黄茶褐色 紳砂粒 擦痕　 削り？ ナデ 屈曲部　 煤付着

29 276 Ⅱ 00 1 1、11層 甕 淡茶色　 淡橙色 砂粒 ナデ ナデ

30 129 I －00 1 1区7層 一女璽 暗灰色　 灰色 細砂粒 少 粗 研磨？
赤色顔料31 127 Ⅰ 00 1 1区7層 ．C曇才覚 淡橙色 細砂粒 少 研磨 研磨

32 37 I

I

00 1 R 61 7層 ．∃k．与荘 淡橙色 砂粒 研磨 研磨

粗
描オサエ

赤色顔料33 126 00 1 2 区7層 －＝k1蟹 黄白色 砂粒非 常に多 租

34 132 00 1 3 区7層 －＝月ナ宝E 暗灰褐色　 灰 白色 細砂粒 研磨 ヶズリだし段

35 133 Ⅱ 00 1 R240　7層下 浅鉢 黒色　 暗灰色 砂粒 少量 研磨　 粗 擦痕　 研磨

36 254 Ⅰ 0 01 7層 ．浅鉢 暗灰色 精良　 細かい 研磨 研磨
浅い沈線37 253 I 0 01 7層 浅鉢 暗灰色 精良　 砂粒 研磨　 ヶズリ 研磨

38 1 19 I 0 01 1区7層 浅鉢 灰色　 暗灰色 砂 粒多 租著しい 条痕？粗

ナデ
39 122 I 001 1区7層 浅鉢 暗灰褐色 砂 粒少量 ヘラナデ？

赤色顔料40 13 1 Ⅱ 001 1区7層 －＝月オ雪ぎ 赤茶色 細砂 粒 研磨

41 120 I 001 7層 浅鉢 黒色 微細砂 粒 研磨 研磨

42 12 1 Ⅰ 001 7層 浅鉢 灰色　 暗灰色 砂粒 粗 粗著しい
赤色顔料43 128 Ⅰ 001 1区7層 浅鉢 黄白色 砂粒 粗 粗

44 124 Ⅰ 001 7層 鉢 灰黄色 砂粒少 粗 粗

ナデ

ナデ？

赤 色顔料

45 125 Ⅰ．001 7層 鉢 灰黄褐色 砂粒 粗 一 赤色顔料

46 164 Ⅰ 001 1区7層 鉢 淡黄褐色　 黒色 砂粒 ナデ
内面煤付着47 155 Ⅱ 001 7層 鹿 部 黄灰色 砂粒多 横ナデ　 条痕

48 157 I 001 1区7層 鹿 部 淡灰色 砂粒 ナデ？

49 296 Ⅰ 001 7層 鹿 部 灰褐色　 淡橙色 －砂粒 擦痕 削り

内面炭化物 多い

復元径大きすぎ？－

50 522 Ⅰ 001　R2 21 鹿 部 灰褐色　 橙色　 暗 砂粒 削り　 ナデ 条痕

51 156 Ⅲ 001 1区7層 鹿 部 淡橙色　 橙白色 砂粒 多 樺ナデ ヘラナデ

52 161 Ⅰ 001 1区7層 浅鉢鹿 部 暗灰色 砂粒　 － 研磨？粗？ ナデ？

53 162 Ⅰ 001 7層 浅鉢鹿部 淡橙色　 黒色 砂粒 研磨？粗 粗

54 158 Ⅰ 001 7層 浅鉢鹿部 淡灰茶色　 黒色 砂粒 研磨 粗

55 159 Ⅲ 001 R 211 7層 浅鉢鹿部 黒色 微細砂粒 碗磨 研磨

56 160 Ⅲ 001 7層 浅鉢鹿部 淡灰色　 黒色 砂粒 研磨か ナデ

57 289 Ⅱ 001 R 40　9層 深鉢 暗褐色　 茶褐色 砂粒 削り ナデ ナデ　 条痕 炭化物

58 288 I 001 9層 深鉢 黒色　 淡灰色 砂粒 削り状擦痕　 ナデ 横ナデ　 条痕 煤付着

59 285 Ⅰ 001 1区R 139　9層 深鉢 黒色　 橙灰色 砂粒 削り 横てデ 煤付着

60 283 Ⅱ 001 9層 深鉢 灰 白色　 橙茶色 砂粒 削り状擦痕 ナデ　 稼痕
外面煤多く付着 －6 1 284 ［ 001 R 243　9層 深鉢 黒色　 茶褐色 砂粒 条痕？ 条痕　 ナデ

62 286 Ⅰ 001 9層 深鉢 灰茶褐色　 茶褐色 砂粒 削り 削り 61と同一個体？

63 287 Ⅰ 001 9層 深鉢 暗褐色　 茶褐色 砂粒 板ナデ？ 擦痕 板ナデ？擦痕 煤付着

64 267 Ⅱ 001　R 36、R 77 甕 茶褐色　 明灰褐色 粗粒　 砂粒少 条痕 条痕

65 270 Ⅱ 001 9層黒色 甕 淡茶灰色 砂粒 ヘラ削り ナデ
煤付着66 271 Ⅰ 001 9層上 甕 灰褐色　 暗灰褐色 砂粒 多 横削り　 二枚貝 条痕　 縦削り

67 544 Ⅲ 00 1 9層 甕 茶褐色　 灰茶褐色 砂粒 多 捺痕 （条痕） ナデ 煤 多く付着

68 269 Ⅰ 00 1 9層 甕 黒色　 暗茶褐色 砂粒 条痕　 ナデ　 粗 擦痕　 削り 有機物付着

69 275 Ⅱ －00 1 氾 1 －9層 甕 黒褐 色　 茶褐色 砂粒 削り ナデ　 条痕？ 赤色顔料 煤付着

70 445 Ⅱ 00 1 9層 甕 黒褐 色 細砂 粒 横ナデ 横ナデ

71 140 Ⅱ 00 1 9層下 甕 黒色　 茶褐色 微細砂 粒少 ヘラナデ 擦痕　 条痕
煤付着72 273 Ⅰ 00 1 9層 甕 茶細色　 黒褐色 砂療 横 ナデ　 削り 横ナデ

73 281 　Ⅱ 00 1 R 12　9層 甕 灰茶褐色　 灰褐色 砂粒 横 ナデ　 搾痕 ナデ ．面取り

面取 り

74 277 I 00 1 R 238　9層 甕 黒褐色 砂 粒 粗 板ナデ　 搾痕

租
・

75 272 －I 00 1 3 区9層下 甕 灰褐色 砂 粒多 横ナデ

76 278 ． Ⅱ 00 1 R 230　9層 甕 淡橙色 砂粒 粗

77 282 Ⅱ 00 1 甕 淡橙灰色 精良
条痕

ナテ

78 290 Ⅱ 00 1 2 区9層 甕 淡灰白色　 灰褐色 砂粒

精良　 砂粒
L1－．

ナデ？
煤付着79 279 Ⅰ 00 1 3 区9層下 甕 黒色　 灰褐色

　ヽ　　一月．．

板ナデ　 横ナデ 板ナデ7
°80 280 I 00 1 9 層 甕 灰褐色　 淡余灰色　 － 横ナデ 横ナデ

赤色顔 料81 264 I 00 1 8 区9層 －お雪ぎ 橙色 精良　 砂粒
研磨

研磨
82 401 Ⅰ 00 1 R339 11層 て量ナ∃E 赤色　 灰茶色 糸田砂粒 条痕　 樺痕　 ナデ 煤 付着 赤色顔料

83 262 Ⅱ 00 1 3区9層下 亜 橙色　 暗灰褐色 砂粒 研磨　 － 横ナデ 赤色顔料 内面 に接 合痕

煤付着 鹿 部にケズリ

84 256 Ⅱ 00 1 3区9層下 浅鉢 黒褐色 精良　 細かい 研磨 研磨

85 258 Ⅱ 00 1 3区9，3層 浅鉢 灰白色　 暗灰色 精良 粗 研磨

86 255 Ⅱ 00 1 9層R38 浅鉢 灰色　 黒色 精良 研磨 研磨

87 307 Ⅱ 00 1 9層 浅鉢 黒色　 暗茶褐色 砂粒 研磨 研磨

88 298 Ⅱ 00 1 1区9層 鹿 部 灰褐色 砂粒 ナデ 削 り

－75－



挿図 番号登録番号 区 遺　　　 構 機　 種 色　　　 調 胎　　 土 外面調甕 内面調整 備　　　 考

89 297 Ⅲ 001　R2 16 灰茶褐色　 淡樽灰色 砂粒 横削り　ナデ 貝戯条痕 鹿部にヶズリ

90 293 Ⅱ 001 陀31 9層 鹿部 灰白色 相良 ナデ 板ナデ 鹿部に種子庄痕多数

内面に炭化物　 木葉痕
91 300 Ⅰ 001 1区R127　9層 鹿部 灰褐色　 淡灰褐色 砂粒 ナデ 板ナデ　 木田痕

92 295 Ⅲ 001 R220　9層－下 鹿部 灰褐色　 哺茶褐色 細砂 ヶズリ　搾痕 ナデ

93 294 I 001 3区9層R38 鹿部 噛灰色　 灰褐色 砂粒 擦痕　 ナデ 条痕 鹿部ナヂ

94 30 1 Ⅱ 001 R 233　9層
・

茶褐色　 黒色 砂粒 ナデ ∴枚貝条癖 鹿部ケズ11

95 29 2 Ⅰ 001 3区9層R48 鹿部 灰褐色 砂粒 ナデ 板ナデ 鹿部ナデ

96 29 1 Ⅱ 001 9層 鹿部 茶褐色　 淡黄灰色 砂粒 条痕状 板ナデ　 擦痕 鹿部ケズリ　赤色顔料

97 299 Ⅱ 001 R 37　9層下 鹿部 暗茶褐色 砂粒 削り 貝殻条痕 内面炭化物　 鹿部にナデ

鹿部にケズリ
98 30 5 Ⅱ 001 R 29　9層 鹿部 灰褐色 砂粒 粗　 描オサエ ナデ　 指オサエ

99 261 Ⅱ 001 R 26　9層 浅鉢鹿部 黒褐色 精良　 細砂 研磨 研磨

100 30 3 Ⅱ 001 2区9層 浅鉢鹿部 淡橙色 精良 研磨 研磨 鹿部に研磨

101 260 Ⅲ 001 R 42　9層．－．．下 浅鉢鹿部 黒色 精良 研磨 研磨

102 302 Ⅱ 001 9層上 壷鹿部 黄灰褐色　 灰色 砂粒 板ナデ刷毛状 パケ目

鹿部にケズリ103 259 ・Ⅱ 001 1、2区9層 浅鉢鹿部 黒褐色　 茶褐色 精良　 砂粒 研磨　 擦痕 ヘラナデ状研磨

Fig．44

Fig．45

Fig．46

104 324 Ⅱ 001 3区10層 深鉢 黒色　 茶褐色 精良　 砂粒
条痕

擦痕　 ナデ 煤付着　 炭化物

105 332 Ⅱ 00 1 3区10層 深鉢 黒褐色 精良　 砂粒 横ナデ 面取り

内外面炭化物付着

煤付着

106 323 Ⅲ 00 1 3区10層 深鉢 灰褐色 砂粒 ナデ ナデ

107 326 Ⅰ 00 1 10層 甕 茶褐色 砂粒 条痕 二枚貝条痕　 削り

108 327 Ⅰ 00 1　R283 甕 茶褐色　 灰色 紳砂粒 ナデ 横ナデ

109 325 Ⅱ 00 1 10層 甕 黒色 精良　 砂粒 削り

条痕

二枚貝条痕

110 330 Ⅱ 00 1 3区10層 甕 茶褐色 砂粒 横ナデ 煤付着

111 274 Ⅱ 00 1 3区9，10層 甕 淡橙色　 灰褐色 砂粒 条痕　 粗

112 329 Ⅱ 00 1 3区 甕 灰色　 黒色 砂粒 横ナデ 横ナデ
煤付着113 328 Ⅱ 00 1 10層 甕 灰褐色 砂粒 横ナデ 横ナデ

114 265 Ⅱ 00 1 3区9，10層 －＝たⅠ．宜E 橙色 砂粒 研磨 研磨 赤色顔料

115 263 Ⅱ 00 1 3区9，10層 壷 赤茶 砂粒 研磨 研磨 赤色顔料

116 333 Ⅱ 00 1 3区10層 壷 灰茶色 精良　 砂粒 箆ナデ 研磨 赤色顔料

117 316 Ⅱ 00 1 R 225 10層 一Ch．享荘 黒褐色 精良 研磨 条痕　 ナデ 傾き　 径に疑問

118 320 Ⅰ 00 1 3区10層 －＝とナ出 赤色　 灰褐色 精良 研磨 横ナデ 赤色顔料

119 322 Ⅰ 00 1 3区10層 壷 黒色摩研 精良　 砂粒 研磨 研磨 黒

煤付着　 炭化物

120 309 Ⅰ 00 1 3区9，10層 浅鉢 暗褐色 砂粒 研磨 研磨

121 308 Ⅰ 00 1 10層 浅鉢 灰橙色　 暗灰褐色 砂粒 研磨 研磨　 粗

122 310 Ⅰ 00 1　R230 浅鉢 黒色 精良　 細砂 研磨

研磨

研磨

研磨
123 312 Ⅱ 00 1 3区10層 浅鉢 黒褐色 紳砂

124 311 Ⅱ 00 1 3区9，10層 浅鉢 黒褐色 精良　 砂粒

125 313 Ⅱ 00 1 3区10層 浅鉢 黒色摩研 細砂 研磨 研磨

126 315 Ⅱ 00 1 2区2、10層 浅鉢 黒褐色　 暗灰色 粗　 砂粒 擦痕 条痕

127 318 Ⅱ 00 1 3区10層 鉢 橙色　 灰褐色 砂粒少 研磨 研磨 碗型　 口緑に沈線　 赤色顔料

128 317 Ⅱ　－00 1 R 223 10層 浅鉢 灰褐色 砂粒 削り 研磨 方形

鹿部に二枚貝条痕
129 319 Ⅱ 00 1 3区10層 鉢 暗赤色 精良 研磨 研磨

130 334 Ⅱ 00 1 R 224 10層 鹿部 灰褐色 精良　 砂粒 条痕　 横ナデ 擦痕

131 337 Ⅰ 00 1 3区10層 鹿部 灰褐色　 黒色 精良　 砂粒 二枚貝条痕 二枚貝条痕 鹿部に条痕

132 336 Ⅰ 00 1 鮎21 10層 鹿部 灰褐色　 灰茶褐色 砂粒 削り　粗

ナデ

削り 煤付着

鹿部に木葉痕
133 338 Ⅰ 00 1 10層 鹿部 灰茶色　 暗灰色 砂粒 板ナデ

134 335 Ⅰ 00 1 10層 鹿部 橙色　 淡灰色 砂粒 条痕

135 341 Ⅰ 00 1 3区10層 鹿部 灰褐色 細砂粒 箆ナデ ナデ 鹿部にナデ

136 321 Ⅱ 00 1 10層 壷　 鹿部 淡橙色　 灰褐色 精良　 砂粒 ナデ パケ 赤色顔料

煤多く付着
137 420 Ⅰ 00 1 3区10層 壷　 鹿部 橙色　 暗灰色－黒色 細砂粒 研磨 研磨

138 427 Ⅱ 00 1 R 293 11層 甕 暗褐色　 黒褐色 砂粒 条痕 擦痕

139 440 Ⅱ 00 1 3区11層 甕 暗褐色－黒色 細砂粒 削り 削り 煤付着

140 465 Ⅱ 00 1 3区11層 甕 暗灰色　 灰褐色 砂粒 横ナデ 横ナデ　 板ナデ 煤付着

141 429 ［ 00 1 2区R344 11層 甕 茶褐色にすす　 灰 砂粒 条痕　 削り 板ナデ　 ナデ 煤多く付着

142 428 Ⅱ 001 11層 甕 黒褐色　 茶褐色 砂粒 擦痕　 板ナデ ナデ 煤多く付着

143 444 Ⅰ 001 11層 甕 灰茶色にすす　 黒色 細砂粒 削り　ナデ　 条痕 横ナデ　 条痕 煤付着

144 432 Ⅱ 00 1 11層下 甕 黒褐色 砂粒　 細砂粒 条痕 条痕 炭化物全面に付着

145 431 Ⅰ 001 4区11層R2 43 甕 茶褐色にすす　 灰褐色 砂粒 粗 板ナデ　ナデ 煤付着　 種子圧痕

146 532 Ⅱ 00 1 2区 甕 暗茶褐色　 黒褐色 細砂粒多 条痕　 捺痕 条痕　 ナデ 煤付着

147 355 Ⅱ 001 2区11層 甕 灰褐色　 黒色 砂粒 粗 ナデ 煤付着

148 437 Ⅰ 001 1区11層 甕 暗褐色　 茶褐色 砂粒多 横ナデ　 擦痕 ナデ 煤付着

149 543 Ⅰ 001 R 208、207 甕 暗褐色 砂粒非常に多 条痕　 粗 ナデ　 ヶズリ 煤付着

150 354 Ⅱ 001 3区10，11層 甕 暗茶褐色　 灰茶褐色 精良　 細砂 二枚貝条痕 条痕

151 350 Ⅱ 001 2区10，11層 甕 灰褐色 砂粒 削り　ナデ 条痕　 ナデ
煤付着152 697 Ⅰ 001 11層 甕 灰褐色　 淡灰褐色 砂粒多 条痕　 横ナデ 条痕

153 438 Ⅰ 001 3区11層 甕 暗褐色　 淡黄褐色 砂粒多 横ナデ　 条痕　 ナデ 二枚貝条痕 煤付着

煤付着
154 457 Ⅱ 001 1区11層 甕 灰褐色　 淡橙色 砂粒 削り　粗 － 削り

155 443 Ⅱ 001 11層 甕 茶褐色 砂粒 横ナデ　 板ナデ

二枚貝条痕

横ナデ

156 353 Ⅰ 001 2区10，11層 甕 暗茶褐色 砂粒 ナデ 煤多く付着

わずかに煤付着
157 467 Ⅰ 001 1区11層 甕 淡橙色 砂粒 ナデ

158 442 Ⅰ 001 1区11層 甕 茶褐色 砂粒多 擦痕　 粗 ナデ

159 446 Ⅰ 001 3区11層 甕 暗褐色　 黒褐色 砂粒 横ナデ　 擦痕 条痕

160 464 Ⅰ 001 2区11層 甕 淡茶色 砂粒多 条痕　 ナデ 擦痕
わずかに煤付着

煤付着

煤付着

161 454 Ⅰ 001 2区11層 甕 淡灰茶色 砂粒 条痕 ナデ

162 459 Ⅰ 001 11層 甕 灰色　 痍橙色 砂粒少 横ナデ 粗

163 359 Ⅰ 001 2区10，11層 甕 茶褐色 砂粒 横ナデ 擦痕

164 458 Ⅰ 001 1区11層 甕 暗茶褐色　 灰茶色 砂粒 搾痕 丁寧なナデ
165 348 Ⅰ

Ⅱ

001 2区10，11層 甕 灰茶色 砂粒 － 削り 横ナデ　 擦痕

166 473 001 11層 甕 淡橙色 砂粒 条痕　 粗 粗

167 463 001 1区11層 甕 淡橙色 砂粒多 横ナデ　 板ナデ ナデ

168 351 Ⅰ 001 2区10，11層 甕 黒褐色 砂粒 板ナデ　 擦痕 横ナデ

169 450 Ⅰ 001．11層 甕 暗褐色 紳砂粒 搾痕 削り　横ナデ

170 449 I 001 3区11層 甕 黒褐色　 暗灰褐色 砂粒 擦痕 ナデ

171 439 Ⅰ －001 R 14 11層 甕 灰褐色　 茶褐色 砂粒 横ナデ　 擦痕 ナデ

172 447 I 001 11層 甕 灰茶色　 圧褐色 砂粒 擦痕 ナデ 煤付着

173 352 Ⅱ

I

001 2区10，11層 甕 灰茶色 紳砂 ナデ 横ナデ 痍付着

174 469 001 11層 甕 淡橙灰色 砂粒 ナデ ナデ

175 468 001 2区11層 甕 淡橙色　 淡茶色 砂粒 削り　ナデ ナデ

176 451 Ⅰ 001 2区11層 甕 暗茶褐色 細砂粒 擦痕 浅い条痕

－76－
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177 453 Ⅱ 001 1区11層 甕 黒褐色 細砂粒
」．

横てデ ナデ？

煤付着
178 471

Ⅱ
001 11層 甕 淡灰色　 淡灰褐色 砂粒少 ナデ ナデ

179 472 001 4区R323 11層 甕 暗褐色 －灰褐色 細砂粒 ナデ

Fig．47 180 5 16 Ⅲ 001 R49　9層 甕 淡灰褐色　 茶褐色 砂粒少 擦痕　 条痕 条痕　 ナデ 煤付着

181 426 Ⅱ 001 11層下 甕 暗褐色 細砂粒多 擦痕　 横ナデ 条痕　 ナデ 煤少量付着

182 357 Ⅱ 001 R323，Ⅲ24 11層 甕 暗茶褐色　　 黄灰色 砂粒 削り 横ナデ　 条痕 煤付着

183 53 1 Ⅱ 001 2－3区R339 甕 茶褐色　　 暗褐色 砂粒多 横ナデ　 削り状 削り　条痕 わずかに煤付着

184 435 Ⅱ 001 3区11層下 甕 暗灰茶色　　 茶褐色 砂粒 横ナデ　 削り 条痕 煤付着

Fig・48 185 98 Ⅱ 001 4区R327 11層 甕 淡灰色　 暗灰白色 砂粒 横ナデ 襟痕 外面煤多量に付着

186 －433 Ⅱ－ 001 1区11層 甕 淡橙色 砂粒多 粗　 条痕？ 指オサエ

粗
削り　ナデ

削り　ナデ

187 434 Ⅰ 001 2区11層 甕 灰色　 明淡黄色 砂粒多 粗
煤付着

煤付着

188 362 Ⅱ 001 4区R336 11層 甕 黒褐色 砂粒 削り

189 44 1 Ⅱ 001 2区11層 甕 灰白色　 黒褐色 砂粒 横ナデ

190 349 Ⅰ 001 2区10，11層 甕 灰色 精良　 砂粒 箆ナデ　 ナデ

191 4 62 Ⅰ 001 1区11層 甕 橙色に灰色がかる 砂粒少 ナデ 条痕　 ナデ

192 448 001 11層 甕 茶褐色 砂粒 条痕　 ナデ 横ナデ

193 466
Ⅰ

001 11層 － 甕 淡灰褐色 － 砂粒 擦痕

削り　擦痕

ナデ

194 347 001 2区10，11層 甕 灰褐色 精良　 細砂 標準

195 456 Ⅱ 001 2区11層 甕 － 灰褐色 砂粒 ナデ
煤付華

煤付着

196 －147 Ⅰ 001 3区11層下　－ 甕 暗茶褐色 砂粒少 ナデ 横ナデ

197 460 Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ

00 1 1区11層 甕 茶褐色 砂粒 ナデ 粗　 ナデ？

198 455 00 1 11層 甕 茶褐色 砂粒 ナデ ナデ

粗
横ナデ

199 461 00 1 2区11層 甕 淡灰橙色　　 橙色 砂粒 粗

200 356 00 1 11層 甕 茶褐色 砂粒 捺登

201 474 00 1 1区11層 深鉢－ 淡橙色 砂粒多 わずかに条痕　 削り 条痕　 横ナデ
煤付着　 204と同一個体？202 477 Ⅱ b0 1－　Ⅲ42 11層 深鉢 黒褐色 砂粒 横ナデ ナデ

203 386 ［ 00 1 3区11層下 鉢 黒色　　 暗茶褐色 精良　 砂粒 板ナデ　 搾痕 板ナデ　 ナデ　 擦痕 煤付着

204 478 Ⅰ－00 1 3区11層 深鉢 黒褐色　　 暗褐色 砂粒 横ナデ　 削り？ ナデ 煤付着

煤付着

205 476 Ⅰ 00 1 4区11層 深鉢 暗褐色 砂粒 削り ナデ

206 528 Ⅰ 00 1　R202 深鉢 淡橙色 砂粒 条痕 板ナデ

207 475 Ⅰ 00 1 2区11層 深鉢 黒褐色 砂粒非常に多 削り 横ナデ

208 540 Ⅰ 00 1 2区R151 深鉢 暗灰色 砂粒 搾痕 擦痕

209 480 Ⅱ 00 1 R 284 11層上 深鉢 黒色　　 茶褐色 砂粒多 削り ナデ

210 360 Ⅱ 00 1 2区10，11層 深鉢 暗茶褐色 砂粒 横ナデ ナデ 炭化物

211 384 Ⅱ 00 1 3区11層 深鉢 淡灰褐色 砂粒 擦痕 板ナデ 内面に3条の沈線

Fig．49

Fig．50

F ig．51

212 399 Ⅰ 00 1 －11層 ＝量ナ宣言 赤褐色 砂粒 研磨 研磨 赤色顔料？

213 397 Ⅰ 00 1 4区11層 1∃Lr匂宜 赤褐色　　 灰褐色 砂粒 研磨

粗著しい　 研磨？

研磨

租
研磨

赤色顔料

214 402 ［ 00 1 3区11層 二1一句亘 くすんだ赤茶色 細砂粒 赤色顔料

215 1519 Ⅰ 00 1 1区7層，11層 二月i一句亘 淡灰褐色 砂粒 赤色顔料

216 344 Ⅱ 00 1 2区10，11層 ．ここlcIl璧 灰褐色 細砂 研磨 赤色顔料

217 394 Ⅱ 00 1 R 320 11層 一clコ一望宣 淡灰褐色 砂粒 研磨 内面に粘土接合痕

赤色顔料
218 521 I 00 1 3区10層R248他 －＝月1．雪ぎ 灰褐色 砂粒 研磨　 削り 横ナデ　 搾痕

219 393 Ⅱ 00 1 4区R321 11層 ＝お宅亘 灰褐色 精良 横ナデ　 研磨 研磨　 ナデ

220 412 Ⅱ 00 1 3区11膚下 ＿C月コ．匂哀 橙色　　 灰褐色　 － 砂粒 研磨 板ナデ　研磨　 轢痕 赤色顔料

221 480 Ⅰ 00 1 4区R321 11層 二月i一句豆 赤色　　 灰褐色 砂粒 研磨 削り　ナデ 赤色顔料

化粧土
2211 588 I 00 1 11層R321 1ニ月2．雪ぎ 橙色 砂粒 研磨 ‘ 研磨

222 396 Ⅱ 001 11層下　－ 一こic1．雪豆 橙色 砂粒 － 横ナデ 横ナデ　 板ナデ

223 398 Ⅲ 001　R128 、Cjこヂ宜E くすんだ橙色 ． 粗　 細砂　－ 粗 研磨 赤色顔料

224 345 Ⅱ 001 2区10，11層 cc量11宝E 灰茶褐色 砂粒 削り 粗　 ケズリ 赤色顔料

225 414 Ⅱ 001 2区11層 一∃b－3 橙色 砂粒多 粗　 横ナデ 削り？ ナデ 赤色顔料

226 400 Ⅰ 001　R264 －＝月11宝E 淡灰褐色 砂粒多 －研磨 搾痕　 ナデ 赤色顔料

227 2－66 Ⅱ 001 3区9，11層 －＝月亡笠 赤灰色 砂粒 粗　 研磨？ 粗　 板ナデ削り状 赤色顔料

228 41 1 I 001 11層 重 明橙色　 灰色 細砂粒多 研磨 削り　 板ナデ 赤色顔料

229 530 I 001　R2 15 ．こ土子当互 淡灰褐色 砂粒 研磨 横ナデ　 擦痕 赤色顔料

230 404 I 001 4区下 一こ量3－宣言 淡灰色 砂粒 研磨

粗

研磨

粗

赤色顔料

231 409 Ⅱ

Ⅱ

001 1区11層 一　　一＝月1．璽 赤茶色 砂粒 赤色顔料

232 4 10 001 11層 －＝月ヂ篭E 赤褐色 細砂粒 赤色顔料

233 4 17 001 1区11層 －＝k．隻巨 淡橙色 砂粒 横ナデ　 ナデ？ ナデ？
赤色顔料234 406 Ⅱ 001 1区11層 ．ここ月i・宝宣 淡黄灰色 砂粒 研磨？ 粗

235 403 Ⅱ 001 11層下 ．こ土1．蟹 淡灰色 砂粒 研磨 研磨 赤色顔料

236 526 Ⅱ 001 4区R322 ．こ量Ⅰ．蟹 灰褐色 砂粒 研磨 ナデ 光沢がある

237 42 1 Ⅱ 001 R 277 、11層上 二1こi．宜 灰色　　 淡黄灰色 砂粒多 削り 削り 木葉痕　　 種子圧痕

2次焼成

238 389 Ⅱ 001 11層下 浅鉢 暗褐色 砂粒 研磨 研磨

239 370 Ⅲ 001 3区11層 － 浅鉢 黒色摩研 精良　 砂粒 研磨 研磨　 粗

研磨
240 342 Ⅰ 001 2区10，11層 － 浅鉢 暗灰色　　 黒褐色 精良　 砂粒 研磨

241 377 Ⅱ 001 3区11層下 － 浅鉢 黒色　　 黒褐色 精良　 紳砂 研磨

242 369 Ⅱ 001 R 311 11層 浅鉢 黒色摩研 砂粒　 精良 研磨 研磨

243 424 Ⅱ 001 4区R325他 浅鉢 暗茶褐色 砂粒少　 精良 条痕　 ナデ 条痕　 ナデ

244 367 Ⅱ 001 3区11層下 浅鉢 黒色摩研 砂粒 研磨　 横ナデ 研磨 赤色顔料

245 366 Ⅱ 001 4区R330他 浅鉢 黒色摩研 精良　 砂粒 研磨　 横ナデ 研磨 赤色顔料

246 5 17 Ⅱ 001　R260 浅鉢 暗褐色　　 黄灰褐色 砂粒少　 精良 研磨？箆ナデ状 研磨　 粗 煤付着　 2次焼成

247 423 I

Ⅱ

001 3区11層下 浅鉢 淡灰色　 暗灰色 砂粒多 粗 粗 磨耗著しい －

248 368 001 10，11層 浅鉢 黒色 砂粒 研磨　 横ナデ

粗　 研磨

研磨　 横ナデ 赤色顔料

249 375 001 1区11層 浅鉢 黒色 細砂 粗

250 542 Ⅱ 001 11層 浅鉢 黒色 細砂粒多 横ナデ
赤色顔料

光沢

方形

251 533 I 001　R235－ 浅鉢 淡灰褐色 砂粒 研磨 横ナデ　 研磨

252 4 18 Ⅰ 001 1区11層 浅鉢 茶褐色 細砂粒 粗 襟痕 ．

253 37 3 Ⅱ 001 11層 浅鉢 黒色 砂粒 研磨 － 研磨

254 3 71 Ⅱ 001 2区10，11層 浅鉢 黒色 砂粒 研磨 研磨

255 3 79 Ⅱ 00 1 3区11層下 浅鉢 黒褐色　　 灰褐色 砂粒 研磨 研磨

256 3 78 Ⅱ 00 1 3区11層 浅鉢 黒褐色 砂粒　 粗 条痕　 研磨 搾痕　 研磨

257 39 0 ［ 00 1 R 297 11層下 浅鉢 ．灰褐色　　 茶褐色 精良 削り　　 研磨 研磨

258 39 1 Ⅱ 00 1 R 296 11層上 浅鉢 暗茶褐色 精良　 砂粒 削り　研磨 研磨 煤付着著しい　　 方形

傾きに疑問

259 3 76 Ⅱ 00 1 3区11層下 浅鉢 暗灰褐色　　 黒褐色 細砂 研磨　 削り 研磨

260 372 Ⅱ 00 1 浅鉢 黒色摩研 癖良　 砂粒 研磨 研磨

261 343 Ⅲ 00 1 2区10，11層 浅鉢 灰茶褐色　　 黒色 紳砂　 精良 横ナデ 擦痕

262 381 Ⅲ 00 1 浅鉢 灰褐色 砂粒 粗 粗

263 392 Ⅱ 00 1 2区 11層 浅鉢 黒褐色 精良　 砂粒 研磨 研磨

－77－
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264 541 Ⅱ 001 R 246 11層 鴻鉢 暗褐色 砂粒 研磨

粗 赤色顔料265 408 I 001 2区11層 浅鉢 淡典灰色 砂粒 研磨　 粗？

266 380 Ⅰ 001 1区11層 浅鉢 灰茶褐色　　 暗褐色 砂粒 粗　 研磨 粗　 横ナデ

267 383 Ⅱ 001 11層 浅鉢 淡灰色 細砂　 粗 研磨　 ナデ ナデ　 削り

赤色顔料268 407 ［ 001 11層 鉢？ 橙色 砂粒 横ナデ ナヂ

269 405 Ⅱ 001 1区11層 鉢？ 橙色 砂粒 研磨 研磨　 粗 赤色顔料

270 382 Ⅱ 001 11層 浅鉢 灰褐色　　 暗褐色 細砂 粗 研磨
ミニチュア271 385 I 001 11層下 鉢 黒色　　 暗灰色 細砂 ナデ ナデ

272 388 Ⅱ

Ⅱ

001 1区11層 鉢 暗灰色 精良　 砂粒 研磨？ 粗？
赤色顔料273 416 001 11層 鉢 橙色 砂粒 搾痕　 粗 ナデ

274 415 001 2区11層 鉢 橙色　 茶褐色に赤 精良 研磨？粗
研磨

赤色顔料
275 422 Ⅱ

Ⅱ

00 1 11層下 鉢 灰色地に赤色 ．＋l 横ナデ　 研磨 赤色顔料

276 481 00 1 11層 鉢 赤茶色 細砂粒 研磨　 粗 赤色顔料

277 4 19 00 1 1区11層 鉢 橙色 砂粒微量　精良 ナデ ナデ 赤色顔料

煤付着　 深鉢か

278 3 14 Ⅱ 00 1 11層 鉢 黒色 砂粒 研磨 研磨

279 387 Ⅱ 00 1 1区11層 鉢 淡橙色 砂粒 横ナデ ナデ

280 479 Ⅱ 00 1 2区11層 鉢 暗灰褐色 砂粒 研磨？粗 粗

削り　ナデ281 36 1 Ⅱ 00 1 2区10，11層 鉢 黒色　 灰褐色 砂粒 箆ナデ　 削り

282 358 Ⅰ 00 1 R 303 11層 鉢 黄灰色 砂粒 箆ナデ 横ナデ 内面に煤多量に付着

283 545 Ⅱ 00 1 R 304 11層 鉢 橙色　 黒褐色 砂粒多 研磨？粗 搾痕　 研磨？粗

284 5 18 Ⅱ 00 1 4区R5 高坪脚？ 灰褐色 砂粒　 精良 縦研磨　 横研磨 板ナデ　 研磨

Fig．52

F ig．53

Fig．54

Fig．55

285 484 Ⅱ 00 1 3区11層　 R41 鹿部 灰褐色 砂粒 削り 板ナデ ー－ 炭化物付着

286 485 Ⅱ 00 1 R252 11層上 鹿部 灰茶色 砂粒多 刷毛臼状　 削り ナデ　 削り 赤色顔料

287 494 Ⅱ 00 1 11層 鹿部 淡黄灰色　 淡橙灰 砂粒 条痕　 ナデ　 擦痕 ナデ 木葉痕

288 483 Ⅰ 00 1 2区11層 鹿部 暗灰褐色 砂粒 条痕　 ナデ　 削り 条痕 炭化物付着

煤付着　 鹿部に種子圧痕

289 525 I 00 1　R244 鹿部 淡橙色 砂粒

LJ－．

削り　ナデ 板ナデ　 ナデ

290 500 Ⅱ 00 1 1区11層 浅鉢鹿部 灰褐色 砂粒　 精良 横ナデ？ 粗
粗　 ナデ？291 490 Ⅱ 00 1 1区11層 鹿部 灰色　 橙色 砂粒多 ナデ　 ケズリ

292 364 Ⅱ 00 1 2区10，11層 鹿部 灰茶色　 暗灰色 砂粒 ナデ ナデ

293 339 I 00 1 4区R157 鹿部 灰茶色　 暗灰色 砂粒 粗 粗
削り　 ナデ294 491 Ⅱ 00 1 1区11層 鹿部 淡灰橙色　 暗灰色 細砂粒多 ナデ

赤色顔料

2次焼成　 内面に有機物

295 492 Ⅰ 001 1区11層 鹿部 淡橙色 砂粒多 ナデ ナデ

296 489 Ⅱ 001 R339 11層 鹿部 灰褐色 砂粒多 横ナデ 削り

297 482 Ⅱ 001 R346 11層 鹿部 茶褐色 砂粒多 条痕　 削り
削り　横ナデ298 365 Ⅱ 001 2区10，11層 鹿部 茶白色　 灰茶色 砂粒 粗

299 513 Ⅱ 001 R 317 11層 鹿部鉢？ 灰茶色 砂粒 ナデ 削り

300 495 Ⅱ 001 1区11層 鹿部 灰褐色　 くすんだ橙色 砂粒多 ヘラナデ ナデ
4両透かし？301 304 Ⅰ 001 1区R12 7（3b） 鹿部 灰褐色　 淡橙色 砂粒 ナデ ナデ

302 501 I 001 2区11層 粗製浅鉢 灰茶褐色　 淡橙自 砂粒多 ナデ
削り303 498 Ⅱ 001 R2 71 11層 浅鉢鹿部 灰褐色　 暗灰色 精良 ナデ

粗一半精製304 499 Ⅱ 001 3区11層 鹿部 黄灰褐色　 暗灰色 砂粒 横ナデ　 削り 擦痕
や305 523 Ⅰ 001　R2 14 鹿部 灰褐色　 暗茶色 砂粒 横ナデ　 削り 板ナデ

鹿部にケズリ306 363 Ⅱ 001 2区10，11層 鹿部 灰褐色 砂粒 ナデ ナデ

307 493 Ⅱ 001 3区11層 鹿部 淡灰褐色　 淡灰色 砂粒 粗　 削り なで

308 486 Ⅱ 001 R 248 11層上 鹿部 灰褐色 砂粒多 条痕　 横ナデ　 削り 削り
内面に炭化物309 487 Ⅱ 001 R 323 11層 鹿部 灰褐色 砂粒 削り 条痕　 粗

310 425 ［ 001 2区11層下 浅鉢鹿部 黒褐色 細砂粒 研磨 研磨

311 503 Ⅰ 001 11層 浅鉢鹿部 暗灰色 細砂粒少

砂粒

研磨　 粗 研磨

赤色顔料　 大壷か ′312 514 Ⅱ 001 1区 壷鹿部 赤色　 淡黄灰色 削り　丁寧なナデ 削り　ナデ

313 340 Ⅰ 001 1区R139 壷鹿部 灰褐色 ナデ ナデ 鹿部にナデ

314 497 Ⅰ 001 4区 浅鉢鹿部 黒褐色　 淡橙色 砂粒多
一」＿

ナデ 削り
赤色顔料315 511 Ⅱ 001 1区11層 壷鹿部 灰色 砂粒多 粗ているナデ？

研磨316 506 Ⅱ 001 11層 浅鉢？底 灰褐色 砂粒　 精良 削り？ 2次焼成

2次焼成

317 505 Ⅱ 001 2区11層 浅鉢鹿部 淡灰橙色 砂粒 研磨？ナデ ナデ？

318 502 Ⅱ 001 1区11層 壷鹿部か 暗灰色　 淡橙色 砂粒 粗著しい　 削り 粗

319 512 Ⅱ 001 1区11層 － 浅鉢鹿部 黒色　 暗茶褐色 紳砂粒多 粗 粗

320 504 Ⅱ 001 2区11層 鹿部 灰茶褐色　 暗褐色 砂粒 粗　 研磨か ナデ

321 508 Ⅰ 001 3区11層 鹿部 灰褐色　 暗灰色 紳砂粒多 ナデ 研磨

322 509 Ⅲ 001 3区11層 浅鉢？鹿部 黒褐色　 灰褐色 砂粒 削り　条痕 擦痕　 ナデ

323 510 Ⅲ 001 4区R335 11層 浅鉢？鹿部 黒褐色　 暗灰褐色 砂粒 条痕 研磨
赤色顔料324 488 Ⅱ 001 R 316 11層 鹿部 淡灰褐色 砂粒多 ナデ 削り

325 496 Ⅱ 001 R 318 11層 鹿部 灰茶色　 淡灰褐色 砂粒 ナデ　 削り ヘラ削り 煤付着

326 515 Ⅱ

Ⅱ

001 3区11層下 壷鹿部 赤茶褐色　 淡灰褐 砂粒 削り　ナデ ナデ　 研磨？ 赤色顔料

2次焼成

煤付着

327 507 001 11層 鹿部 淡茶褐色　 淡茶色 砂粒 擦痕 粗　 ナデか

328 568 001 11層 壷鹿部 灰褐色　 暗灰色 精良 研磨？
条痕329 413 Ⅰ 001 R 241 －11層 壷鹿部 橙色　 灰褐色 砂粒 条痕－　研磨

330 87 Ⅱ 088上RlO、4 深鉢 黒褐色 砂粒 搾痕　 ナデ 条痕

331 95 Ⅱ 088上R83、89 深鉢 茶褐色 砂粒粗い －削り 横ナデ　 擦痕

332 96 Ⅲ 088R 34、R392 深鉢 暗灰色　 淡橙色 砂粒粗い 削り　条痕 削り　条痕

333 20 Ⅱ 088上R90 深鉢 灰褐色　 暗褐色 砂粒 ヘラナデ 横ナデ　 粗

334 91 Ⅱ 088 深鉢 茶褐色　 淡灰茶色 砂粒多 条痕 横ナデ　 ナデ

335 89 Ⅱ 088R 707 深鉢 暗茶褐色 砂粒 横ナデ　 条痕 横ナデ　 ナデ

336 90 Ⅱ 088R 320 深鉢 黒褐色　 茶褐色 砂粒多 横ナデ　 ナデ 条痕　 ナデ
煤付着337 22 Ⅱ 088R 199、209 深鉢 茶褐色 砂粒 条痕 ナデ

ー．や338 24 Ⅱ 088 深鉢 淡茶灰色
砂粒多

削り状 横方向のナァ
2次焼成　 煤付着339 167 Ⅱ 088R 588、556、490 深鉢 灰茶褐色　 下部黄 削り 板ナデ　 丁寧なナ

・340 169 Ⅱ 088鮎48（451） 深鉢－ 灰褐色　 茶褐色 砂粒非常に多 粗著しい ナテ
わずかに煤付着341 92 Ⅱ 088R 142 深鉢 茶褐色 砂粒 ヘラナデ ナデか

342 97 Ⅱ 088 深鉢 灰茶褐色 砂粒 削り ナデ
煤付着343 88 088R 386 深鉢

こリ

黒色

灰　　　 月暗灰

砂粒 横ナデ 擦痕　 条痕
横ナ－・344

345

189

23

Ⅱ
Ⅱ

088

088R 83

深鉢
深鉢

火褐色　 口火色

黒褐色 細砂粒多 横方向の擦痕 、
フ・

ナデ
煤付着　 347と同一固体？346 93 Ⅱ 088R 459、405、442 甕 灰茶褐色　 暗褐色 砂粒 削り　条痕 搾痕

347 94 Ⅱ・ 088R 35、32、69他 甕 暗茶褐色　 茶褐色 砂粒多

砂粒多

横ナデ　 条痕 横ナデ　擦痕　 ナデ 煤付着　 内面に接合痕

348 49 Ⅲ 088下R471 甕 灰色　 暗茶褐色 削り状のナデ 条痕　 削り

349 50 Ⅲ－ 088下R556、82 甕 暗灰褐色 粗 ナデか　 擦痕
刺実測み350 85 ．Ⅱ 088上R50、4 甕 黄茶色　 黒色 砂粒 粗 粗

351 5 1 Ⅲ 088R 232 甕 暗灰色 砂粒 削り　ナデ 横ナデ　 擦痕

－78－
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Fig．55

F ig・57

F ig．58

352

353
354

355
356
357

358
359
360

36 1
362

363
364
365

366
367
368

369
370

371
372
373

374
375
376

3 77
3 78
379

380
381

382
383
384

385
386
387

388
389
390

39 1
392
393

394
39 5
396

397
398
399

400
401

402
403
404
405

406
407

408
409
4 10

411
412
413

414
415

416
417
418

419
420
421

422
423

424
425
426
427

428
429

430
431
432

433
434

435
436
437

438
439

66 Ⅱ
Ⅰ

－Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ

I
Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ

I
I
I

Ⅰ
Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ　－
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ

－Ⅱ
I
Ⅲ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ

Ⅲ
I
Ⅱ

Ⅰ
Ⅰ

Ⅰ
Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ
I

I
Ⅰ
－I

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅲ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
I

I
Ⅰ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅱ
Ⅰ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

088 R3 18 甕 茶褐色 暗灰色 ケズリ ナデ
粗

ナデ
ナデ？

煤付着

煤付着　 2次焼成

わずかに煤付着

163
84

08 8R574

088

甕

甕
甕

灰茶褐色

茶褐色　 黄茶色
橙色

砂粒
紳砂粒多

粗
条痕　 租

へラフケズリ183
69

088R 140

088R 669 甕
竺己
灰白色　 灰色 砂準 粗 ナデか

70

62

088
088上R65

甕
甕

茶褐色　 灰褐色
茶色　 黒色

砂粒多

紳砂粒多 ヶズリ
ナデ

2枚貝条痕　 ナデ

179 088 甕 黒褐色 砂粒 ヶズリ 横ナデ

61 ．

－60
68

56
58
53

67
182
54

74
55

65
75
184
187

52

088R 652 甕 黒色　 灰茶色 砂粒 横ナデ　 ナデか 横ナデ　 ナデ

088R 582 甕 黒色　 淡茶褐色 砂粒多 横ナデ ナデ
ナデ　 擦痕088上R183 甕 橙白色 ‾淡橙色 砂粒多 わずかに擦痕

088R 133 甕 灰褐色　 灰茶褐色 砂粒 ナデ

088R 174 甕 暗茶褐色 砂粒多 横ナデ　 搾痕 ナデ
ナデ088R 595 甕 暗褐色　 茶褐色 細砂粒多 擦痕ところどころ

088 甕 茶色　 黒色 砂粒 横ナデ

・　　　　　　　、＿．や

丁寧なナデ わずかに擦痕

088R639 甕 黒色　 淡黄灰色 砂粒 ヘラ？横ナデ　 ナァ
ナデか

ナデか

088R 12 甕 淡黄茶色 砂粒多 ナデか

粗

横ナデ　 ケ耳リ風

088 甕 暗灰色　 淡灰褐色 砂粒

088R6 57 甕 淡灰茶色 ′橙黄茶色 砂粒

088上181 甕 灰茶色　 暗褐色 砂粒 横ナデか　 ケズリ風

088 甕 暗褐色 砂粒 ヶズリ状
．

擦痕

1088R 567 甕 淡黄茶色　 灰白色 砂粒 ヘラ？横ナデ 粗
粗　 ナデ？088 甕 茶褐色　 黄灰褐色 微細砂粒 横ナデ

088R 232＋354、20 甕 暗灰色 砂粒多 横ナデ 横ナデ　擦痕（横ナデか）

57 088 甕 淡灰橙色　 暗褐色
望色

砂粒多 粗

ケズリ？

擦痕　 条痕
横ナデ188

195
088

088

甕

甕
J．1ヽ
淡茶色　 淡橙茶色 紳砂粒 削り ミニチュア？

180 088 甕 灰色 砂粒 ケズリ　ナデ ナデ？
租

擦痕
ヽ

71 088上R28 甕 灰色　 灰茶色 砂粒多

59 088上R79 甕 淡茶色　 暗黒色 砂粒 粗
横ナデ　 粗99 088 R539、671、45 甕 茶褐色 粗い　 砂粒大 粗

擦痕　 条痕86 088 R240、219 甕 灰褐色　 茶褐色 砂粒 横ナデ

78 08 8 甕 茶褐色 紳砂粒 擦痕　 横ナデ ヶズリ状 煤付華

煤付着

一一　ヽ

76 088R457 甕 黄灰色　 無色 砂粒多 ナデ 擦痕

81 088上R235 甕 黄茶色　 黒色 砂粒 条痕　 ナデ 横ナデ

79 088R 257 甕 白色
淡灰色

微細砂粒

砂粒多

横ナデ
条痕

擦痕

3

72

088R 500

008

甕

甕

汲火
茶褐色　 灰褐色

址
砂粒 横ナデ　 ケズリ 横ナデ

80 088R 630 甕 灰褐色　 淡黄灰色 細砂粒 横ナデ　 ヶズリ風 横ナデ
粗83 088 甕 黄褐色 砂粒 条痕か

181 － 088 甕 淡灰黄色 砂粒 ナデ？粗
横ナデ186 088R 484 甕 灰茶褐色　 暗灰褐 砂粒 ヘラ？わずかに擦痕

77 088上266 甕
甕

黒色　 黒色＋灰褐

橙白色 I暗灰色

砂粒
砂粒非常に多

擦痕
粗

ナデ

粗

擦痕

82
185

088上R5

088
甕

旦　　　　 日リく
暗灰褐色

妙　址
砂粒 ヘラ？ナデ

73 088 甕 茶褐色　 暗灰色 砂粒 ケズリ

192 088 甕 淡灰色　 黒色 砂粒多 ケズリ 擦痕　 －

193 0 88 甕 灰褐色　 灰色 砂粒多 横ナデ
擦痕　 粗

l
19 1 088 甕 暗褐色　 灰褐色 砂粒多 ケズリ　ナデ

48 088R2 4、333、下R30 鉢 淡灰褐色 砂粒少 粗

ナデ

粗
研磨　 ナデ

内面に浅い沈線？

592 088上RlO3 鉢 黒色 紳砂粒多
方形

′
10 088R 561、562、556 浅鉢 灰褐色　 灰色 砂粒多 研磨 研磨？

11 088R 615 浅鉢 灰褐色　 暗灰色 砂粒 研磨 粗
研磨

租

方形

14 088R 26 浅鉢 淡褐色 砂粒 ケズ11
粗．

わずかに煤付着 ．方形

12 R 556 浅鉢 灰褐色　 灰白色 砂粒 方形

13 088R 521 浅鉢 灰褐色 砂粒 粗

．横研磨

粗 内外煤付着　 方形

27 088下M 73 －こ月ゴ1寛 灰茶褐色　 灰褐色 砂粒 ナデ

1°

赤色顔料

29 088R 690、693、691 －Ⅰこr宝E 橙色 粗砂粒 粗
研磨　 ケズリ

粗　 ナデ 赤色顔料

520

32
33
47

34

135
28

41
45
46

40
550

43
44
42

9
30
17

15
1

16
18
19

3 1
4
2

171
7

088R 234、160、240 1＝月亡匂宜 灰色に赤　 淡灰褐 砂粒多 横ナデ　 擦痕
粗

粗

横研磨か

赤色顔料

088上R27 －＝土子宣言 橙色 砂粒 横研磨　 粗

粗
租

粗
租
横研磨

赤色顔料

088 R542 －＝量ゴ1宴巨 橙色 砂粒 赤色顔料

088上R142、210 ．こ161璽 橙色 細砂粒多 赤色原料

088R47 ．こ土（望E
－こ量オ

淡橙色

こ火

砂粒 赤色顔料
赤色顔料

088R 12 1
088上R139、141

宝E
．ニ量Ⅰ．雪ぎ

淡橙灰色
橙色　 黄灰色 砂粒非常に多 ナデか

／ヽ　　疑、
赤色顔料

088上204 －＝lcf隻荘 淡灰茶色 細砂粒多 研磨 粗
擦痕　 横ナデ

赤色顔料

088R 178 ＝L㎡．蟹 淡茶灰色　 淡茶灰 細砂粒少 研磨か　 粗 赤色顔料か

088R 60 5、316 二lこざ雪ぎ 淡橙色　 赤色 － 砂粒多 研磨 ナデ 赤色顔料
　ヽヽ088下R562、530 壷 灰褐色 細砂粒 研磨 粗

研磨

赤色顔料

088R 417、427他 浅鉢 黒褐色　 灰色 砂粒　 精良 研磨　 粗
赤色顔料088R 674 ＝主文1雪ぎ 淡黄色 ．橙白色 砂粒 研磨か 刷毛臼状

088上R154 －＝月ざ宜E 灰茶褐色 砂粒 研磨 ナデか 赤色顔料

088上鮎8 ＝量ゴ一隻E 淡茶色 砂粒 研磨 ナデ 赤色顔料

088R 663　001 4層 －浅鉢 茶灰色　 黒色 微細砂粒 条痕 研磨
赤色顔料

赤色顔料

088上R115、50 浅鉢 灰褐色 細砂粒多 研磨 研磨

088R 131 浅鉢 黒色　 黒色 微細砂粒多 研磨 横研磨

088R lO、106 浅鉢 灰褐色　 暗灰色 砂粒多 擦痕 擦痕

088下R474、113 浅鉢 灰褐色　 淡黄灰色 砂粒 条痕一研磨 横研磨

や088上R 186 浅鉢－ 黒色　 淡黄茶色 砂粒多
横研磨

ヶスリ状の捺痕

088R 169他 浅鉢 灰茶褐色　 灰褐色－ 砂粒多 ナデ

088－上即 浅鉢 灰褐色 細細粒多 研磨
横研畢088上R150、153 鉢 淡黄灰色 砂粒 横研磨か　 粗

088 浅鉢 灰褐色　 黒褐色 砂粒 粗 条痕　 研磨
赤色顔料088上R9 浅鉢 灰色　 灰色 砂粒 細い研磨 研磨

088 浅鉢 灰色 細砂粒多 研磨 粗　 研磨か

088上R175 浅鉢 暗灰色 微細砂粒．多 暗灰色 研磨

176
172

088

088

浅鉢

浅鉢

灰色

茶褐色　 黄灰白色

紳砂粒
砂粒少　 精良 研磨 研磨

－79－
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Fig・58 440 5

174
6

Ⅲ 088R 477 桟鉢 東褐色 砂粒 悸痕 ヨコナデ わずかに赤色顔料

赤色顔料

441 Ⅱ 088 浅鉢 茶色 紳砂粒 粗
442 Ⅱ 088 浅鉢 淡褐色　 哨灰色 ナデ　 挿痕 ナデ
443 26 Ⅲ 088R 143 浅鉢 黒褐色　 灰褐色 砂粒 横研磨　 粗 条痕　 ナデ　 研磨
444 8

173
Ⅲ 088 浅鉢 黒色　 黒色 微細 挿痕， 粗い研磨

445 Ⅱ 088 浅鉢 灰色 紳砂粒少 研磨？ 研臍？
446 177 Ⅱ 088 薗 橙色 砂粒
447 178 Ⅱ 088 壷 橙色 砂粒少

研磨 ナデ
赤色顔料

448 36 Ⅱ 088上R122 －金埋 橙色 細砂粒 赤色顔料
449 38 Ⅱ 088R 524 鉢 灰褐色　 黒褐色 砂粒 研磨 研磨か　 擦癖 赤色顔料　 外面に沈線
450 21 Ⅱ 088上R127 鉢 黒褐色　 黄褐色 細砂粒 擦痕 ナデ 外面に沈線
451 175 Ⅱ 088 鉢 茶褐色 細砂粒

．L

粗 粗 外面に沈線

452
453

25
39 Ⅱ

088
088R 491

鉢
鉢

黒褐色
淡黄橙色

砂粒
砂粒

研磨

研磨

研磨
赤色顔料

454 190 Ⅰ 088 鉢 灰白色　 淡灰黄色 砂粒 粗 粗 ．1／ヽ脚部か
455 194 Ⅱ 088上R169 鉢 淡黄灰色 砂粒 ナデ ミニチュア？

Fig・59 456 168 Ⅰ 088R 581、486 鹿部 灰褐色 砂粒多 ケズリ　研磨 横ナデ　 削り

わずかに煤付着

457 170 Ⅱ 088下R413 鹿部 灰色 細砂粒　 精良 条痕　 粗 ナデ　 へラナデ
458 196 Ⅲ 088 鹿部 茶褐色 砂粒多 削り　ナデ？ ナデ　わずかに条痕
459 100 Ⅱ 088上R230上 鹿部 灰褐色　 暗灰色 砂粒粗い 樺痕　 粗 削り 煤付着
460 105 Ⅱ 088上R89 鹿部 茶褐色　 茶褐色 砂粒大 条痕　 擦痕　 削り 搾痕
461 101 Ⅱ 088R 170、R470 鹿部 昔灰色　 灰色 粗い ／

削り　ナデ 煤付着
462 107 Ⅱ 088R 555 鹿部 ／′．．．ヽ灰白色　 淡灰色 砂粒大 粗　 条痕 板 2次調整
463 114 Ⅰ 088上R80 鹿部 灰色　 黒褐色 砂粒 粗 ナデ
464 102 Ⅱ 088R20 1 鹿部 茶褐色　 暗灰色 砂粒 横ナデ 板ナデ 鹿部に種子痕
465 199 Ⅱ 088 鹿部 淡橙灰色 砂粒 ナデ へらなで？
466 197 Ⅱ 088 鹿部 真黒　 橙色 砂粒多 粗 削り 2次焼成

透かし

467 106 ［ 088上R70 鹿部 茶褐色　 灰褐色 砂粒 粗　 削り ナデ？
468 198 Ⅱ 088 鹿部 橙色　 淡灰白色 砂粒多 ナデ 襟痕　 粗
469 118 Ⅱ 088R23 鹿部 灰茶褐色 砂粒 粗　 搾痕 粗
470 201 Ⅱ 088 脚 黄橙色　 橙色 細砂粒 ナデ 条痕
471 113 Ⅱ 088R660 脚 灰褐色 砂粒 ナデ ナデ 透かし

炭化物付着

472 10 4 Ⅰ 088R93、R392 鹿部 赤褐色　 赤褐色 砂粒 粗
473 527 Ⅰ 088R527 鹿部 暗灰色　 淡橙色 砂粒 粗 条痕？
474 111 Ⅱ 088R443 鹿部 茶灰色　 黒色 砂粒少 粗
475 10 9 Ⅱ 088上R202 哀部 ／茶灰色　 淡橙色 砂粒 擦痕　 ナデ ヘラナデ　 ナデ
476 10 8 Ⅰ 08 8上183 鹿部 茶灰色　 茶褐色 粗　 砂粒大 粗 削り
477 110 Ⅱ 08 8 鹿部 灰橙色　 淡茶灰色 砂粒粗い 粗
478 103 Ⅱ 08 8R201、408 鹿部 淡灰色　 灰白色 砂粒粗い 研磨　 擦痕 ナデ 不安定
479 112 Ⅱ 088上R194 鹿部 橙茶褐色　 乳灰色 細砂粒多 削り状搾痕 粗
480 116 Ⅰ 088上 浅鉢鹿部 暗灰色　 灰 砂粒多 削り
481 115 I 088R 98 浅鉢鹿部 黒色　 暗灰茶褐色 紳砂粒多 粗 丁寧なナデ
482 117 Ⅱ 088R l17 浅鉢鹿部 灰褐色 砂粒 削り 粗かナデ
483 200 Ⅱ 088 浅鉢鹿部 暗茶褐色　 茶褐色 砂粒 ナデ 粗

Fig・60

Fig．61

484 553 Ⅱ 010　7層 甕　－ 灰褐色 砂粒 削り　 ナデ 削り 煤付着

煤付着

485 687 Ⅱ 010　7層 甕 黒褐色　 灰茶褐色 砂粒 条痕 削り
486 692 Ⅱ 010　4層 甕 淡灰褐色 紳砂粒 粗 擦痕　 ナデ
487 707 Ⅰ 010 甕 灰褐色　 淡橙褐色 砂粒 横ナデ　 条痕 横ナデ
488 688 Ⅱ－010　7層 甕 淡灰茶色 砂粒 粗　 削り？ ナデ　 擦痕
489 696 Ⅱ 010 甕 灰茶褐色 砂粒 条痕 襟痕 煤付着
490 689 Ⅱ 010　7層 甕 灰色 細砂粒 条痕 条痕　 ナデ 煤付着
491 699 Ⅰ 010　033下 甕 暗茶褐色　 茶褐色 砂粒 条痕 丁寧なナデ 煤付着
492 701 Ⅱ 010　033 甕 黒色　 茶褐色 砂粒 擦痕　 条痕 襟痕　 わずかに条痕 煤付着
493 702 Ⅱ 010 甕 暗茶褐色 砂粒多－ ナデ　 擦痕　 削り ナデ 煤付着　 炭化物
494 700 Ⅱ 010　033 甕 灰茶褐色 砂粒 粗　 削り 擦痕 煤付着
495 694 Ⅱ 010 甕 黒褐色　 灰茶色 砂粒 粗 擦痕 煤付着
496 690 Ⅱ 010　7層 甕 暗褐色　 淡灰茶色 砂粒多 条痕 ナデ 煤付着
497 691 Ⅱ 010　7層 甕 暗灰色 細砂粒 条痕　 粗 ナデ 2枚員刻み
498 705 Ⅲ 010 甕 淡橙褐色　 灰褐色 細砂粒 条痕　 横ナデ ナデ
499 714 Ⅱ 010 甕 淡灰褐色 砂粒非常に多 条痕　 ナデ 条痕

煤付着500 698 Ⅱ 010 10、11層 甕 淡灰褐色 砂粒 条痕　 ナデ 条痕　 ナデ
501 703 Ⅱ 010 甕 褐色 砂粒少量 横ナデ　 擦痕 ナデ 傾き？
502 713 Ⅲ 010　7層 甕 灰褐色　 黒色 細砂粒多 擦痕 ナデか研磨
503 706 Ⅱ 010 －　甕 淡灰色　 淡灰橙色 砂粒 ナデ ナデ？ 煤付着
504 695 Ⅱ 010 深鉢 淡灰褐色 砂粒 パケ　 ナデ 擦痕 煤付着
505 704 Ⅱ 010 深鉢 暗褐色 砂粒 条痕 条痕　 ナデ
506 718 Ⅱ 010下 深鉢 灰褐色 砂粒少 削り　ナデ 条痕　 ナデ

田緑帯状

種子圧痕

507 716 Ⅱ 010　033下 深鉢 淡灰褐色　 黒色 砂粒 条痕 ハヶ　 ナデ
508 715 Ⅱ 010上 深鉢 淡灰茶色　 黒褐色 砂粒 条痕 条痕
509 －711 Ⅱ 010 深鉢 灰茶色　 暗灰色 細砂粒多 条痕 条痕　 ナデ
510 7 12 Ⅰ 010　4層 深鉢 灰褐色 砂粒非常に多 粗 粗？
511 7 10 Ⅰ 010　4層 深鉢 灰茶色　 黒色 細砂粒非常に ナデ？ 条痕　 ナデ
512 709 Ⅱ 010 深鉢－ 淡灰褐色　 灰色 砂粒非常に多 研磨 条痕
513 74 1 Ⅱ 010 鉢 淡灰褐色　 茶色 砂粒 研磨　 粗 粗
514 742 Ⅱ 010 ．ニ量ナ宜 暗灰褐色　 淡橙褐 精良　 砂粒 粗　 研磨 ナデフ
515 803 Ⅰ 010　033 －＝l3－電 淡灰褐色 砂粒　 角閃石 粗 研磨 赤色顔料？
516 775 Ⅱ 010　4層 重 淡灰褐色　 淡橙色 精良　 砂粒 研磨 ナデ 赤色顔料　 わずかに残る
517 727 Ⅱ 010　7層 －＝月Ⅰ．雪ぎ 暗茶相色 砂粒 研磨　 丁寧なナデ 粗　 研磨 傾きすぎ？
518 726 Ⅰ 010　7層 ＝こ月Ⅰ．璽 明橙色 精良－　砂粒 研磨 粗
519 722 Ⅱ 010　7層 －＝月ビⅲ 淡黄灰色 精良　 砂粒 研磨　 粗 粗

赤色顔料？520 724 Ⅱ 010 甕 暗灰色　 黒色 砂粒 租 研磨
521 745 Ⅱ 010 11層 －＝ヒ宣言 灰褐色　 灰色 雲母　 砂粒 粗 由磨

522 744 Ⅱ 010 1＝b・笠 淡灰褐色 砂粒 研磨　 へラナデ 粗
傾き？523 －738 Ⅱ 010 －＝上ビ璽 灰色　 淡黄灰色 砂粒 研磨 研磨

524 725 Ⅰ 010　7層 ．＝月子宝宮 淡灰茶褐色 砂粒 粗 横ナデ
525 735 Ⅱ 010　4層 壷 黒褐色 砂粒 粗 ナデ
526 732 Ⅱ 010　4層 壷？ 淡灰褐色 砂粒 粗 研磨　 ナデ
527 736 Ⅱ 010　033 壷？ 淡橙色 砂粒 粗 粗
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挿図 番号 登録番号 区 遺　　　 構 機　 種 色　　　 調 胎　　 土 外面調整 内面調整 備　　　 考

Fig・61 528 721 Ⅱ 010　7層 大型壷 淡橙灰色 砂粒 粗 研磨

赤色顔料529 720 Ⅱ 010　7層 －＝月才覚 灰褐色 砂粒　 精良 研磨 ナデ

530 733 Ⅱ 010　4層 －こ土ど13 灰褐色 砂粒 研磨 研磨

531 774 Ⅱ 010 －こ量11宣言 灰色　 淡灰色 細砂粒少量 研磨　 横ナデ 研磨

赤色顔料532 776 Ⅱ 010　7層 1＝k．宣言 淡橙灰色 精良 横ナデ　 箆ナデ 研磨　 擦痕
租533 729 Ⅰ 010 11層 一一＝ヒ1笠 －灰茶褐色 細砂 搾痕　 研磨 赤色顔料？

534 728 Ⅱ 010 11層 －ニ土コ－璽 淡灰褐色 砂粒 研磨 ナデ 赤色顔料

535 723 Ⅱ 010　7層 －こ土オ宣言 淡橙色に赤 砂粒 パケ　 横ナデ 擦痕 赤色顔料　 口唇部に沈線

Fig・62

Fig．63

536 7 17 Ⅱ 101 10、11層 甕 暗灰褐色　 淡灰茶 砂粒 研磨 刷毛目　 ナデ 煤付着

537 740 Ⅲ 010　7層 鉢？ 淡灰褐色 砂粒 刷毛目　 指押さえ 粗
粗　 研磨 赤色顔料538 73 1 Ⅱ ・010 11層 鉢or壷 淡橙灰色 砂粒 条痕　 粗

539 730 Ⅱ 010 10層 鉢 灰白色 精良　 砂粒 粗　 研磨 研磨
煤多く付着540 719 Ⅲ 010 甕 灰茶褐色　 灰褐色 砂粒 擦痕

横ナデ

横ナデ

541 737 Ⅱ 010　033 鉢 淡灰褐色

一一』．

砂粒　 精良 横ナデ

粗

赤色顔料

542 760 Ⅱ 010　7層 鉢 日音灰色 砂粒
赤色顔料？543 739 －Ⅱ 010 1－1層 鉢 暗灰色　 淡灰色 砂粒 租 粗

条痕544 754．Ⅱ 010　7層 吉美鉢 灰褐色　 暗褐色 精良　 紳砂 ナデ　 粗 赤色顔料

545 756 Ⅱ 010　033 浅鉢 曙灰色 砂粒 箆ナデ？ 研磨
赤色顔料546 743 ．I 010 鉢 淡灰褐色 砂粒 研磨　 粗 研磨

547 753 Ⅱ 010 鉢 灰褐色－　暗褐色 精良　 砂粒 研磨 研磨
赤色顔料？548 749 Ⅱ 010　7層 浅鉢 灰褐色 精良 研磨

研磨
粗

粗
研磨？

549 748 Ⅰ 010　7層 浅鉢 淡灰褐色 精良 粗 赤色顔料

550 758 Ⅱ 010 11層 浅鉢 灰色 細砂
研磨？－ 赤色顔料？

壷？

鹿部にナデ

551 752 I 010　7層 浅鉢 暗灰褐色 砂粒　 粗

552 751 Ⅱ 010　7層 浅鉢 灰色　 淡灰褐色 砂粒　 精良 研磨？

553 750 Ⅱ 010　033 ・浅鉢 灰色 精良　 砂粒 研磨

554 734 Ⅱ 010　4層 浅鉢 灰茶褐色　 淡黄橙 砂粒 擦痕 研磨

555 757 Ⅱ 010　033 浅鉢 黄茶色　 淡灰褐色 砂粒 丁寧なナデ 粗

丁寧なナデ
粗
粗？

556 763 Ⅱ 010 11層 浅鉢 灰色 細砂 粗

557 770 I 010 11層 浅鉢 淡灰褐色 砂粒 粗？

558 778 ［ 010 高杯 灰白色 砂粒 粗

559 771 Ⅱ 010　7層 高杯 灰茶色 砂粒－　有色鉱 横ナデ　 研磨
研磨560 773 Ⅲ 010　7層 高塀 赤茶色 砂粒 粗

561 746 Ⅱ 010　7層 高杯 淡灰褐色 砂粒 研磨 研磨

562 747 Ⅱ 010　033下 高塀 灰白色 精良　 砂粒 研磨　 粗 研磨
粗563 786 Ⅱ 010　033 鹿部 淡灰色 砂粒 ナデ

564 777 Ⅱ 010　7層 遠部 淡灰茶色　 黒色 砂粒 ナデ ナデ 鹿部にナデ　 種子圧痕

565 778 Ⅱ 010　033 鹿部 淡黄灰色 紳砂 ナデ ナデ 炭化物

566 785 Ⅱ 010　7層 鹿部 淡橙灰色 砂粒　 精良 条痕 ナデ 穿孔有り　　 内外面に煤

567 779 Ⅰ 010　033 鹿部 淡黄灰色 細砂 粗 ナデ 内面炭化物　　 鹿部にケズリ

568 782 Ⅱ 010 11層 鹿部 灰褐色 砂粒　 －精良 板ナデ 粗 内面煤付着　　 鹿部にヶズリ

569 781 Ⅱ 010　7層 鹿部 灰褐色 1淡灰褐色 紳砂 削り　ナデ 条痕　　 ナデ

570 783 Ⅱ 010　4層 鹿部 淡橙灰色 砂粒 ナデ ナデ
鹿部にヶズリ571 788 I 010　7層 鹿部 淡橙白色 砂粒 ナデ ナデ

572 789 Ⅰ 010　033 鹿部 灰茶色 砂粒 粗 条痕

573 787 Ⅰ 010　7層 鹿部 戻茶褐色　 淡黄灰 砂粒 ナデ ナデ
煤付着574 784 Ⅰ 010 1 1層 鹿部 淡灰褐色　 黒色 砂粒 ナデ ナデ

575 802 Ⅰ 010　7層 鹿部 淡灰褐色 砂粒 粗 ナデ 粗製

576 79 1 Ⅱ 010　4層 壷？鹿部 淡灰褐色 砂粒　 精良 研磨 粗
鹿部にヶズリ　　 粗製577 80 1 Ⅰ 010　033 浅鉢鹿部 淡茶褐色 砂粒 削り ナデ

578 790 Ⅰ 010　7層 浅鉢？鹿部 黒褐色 砂粒 研磨 ナデ
赤色顔料わずかに付着579 793 Ⅰ 010－7層 壷？鹿部 淡橙色 精良　 砂粒 丁寧なナデ 研寧

580 795 Ⅱ 010 壷？鹿部 淡橙色　 灰色

灰褐色

精良　 砂粒 ナデ？ ナデ
赤色顔料？581 792 Ⅰ－010　7層 壷鹿部 粗　　 砂粒 粗 ナデ？

582 79 6 Ⅰ 010 11層 深鉢 砂粒 －長石

－Ⅰ．・

粗
．

粗　 ナデ

租

器面磨耗

煤付着

赤色顔料

583 769 Ⅰ 010　033 鉢

浅鉢

淡茶褐色　 黒 砂粒　 有色鉱 ナテ
584 768 Ⅱ 010　4層 淡灰褐色 紳砂 粗

585 761 Ⅱ 010　033 暗茶灰色　 暗灰色 精良　 砂粒
」＿

研磨 研磨

586 764 Ⅱ 010 浅鉢

浅鉢

淡灰色 精良　 砂粒
粗

租
587 766 Ⅰ 010　4層 灰色 砂粒多 租

588 759 Ⅱ 010　7層 暗灰色 精良　 細砂 ナデ 粗

589 765 Ⅱ 010 浅鉢 淡灰色 精良　 細砂 粗 粗

590 767 Ⅰ 010　4層 浅鉢 黒褐色 砂粒 研磨　 粗 研磨　 粗

591 762 Ⅰ 010　7層 浅鉢 灰茶色　 黒褐色 砂粒

LL

粗 研磨

592 794 Ⅱ 010　033 鹿部 橙色　 淡灰褐色 砂粒
ナデ ナデ593 798 Ⅱ 010　7層 些型 灰褐色 砂粒

一1・594 799 Ⅱ 010　7層 鹿部 淡橙灰色 精良　 砂粒
削り　粗 ヘラナデ595 604 Ⅱ 082　R171 － 甕 黒色　 灰莱褐色－ 削り

596 597 Ⅰ 082　R116 甕 灰色　 淡灰茶褐色 ナデ 横ナデ 横ナデ

597 594 Ⅱ 082 甕 暗褐色　 暗茶褐色 細砂粒多 横ナデ　 ナデ ナデ

598 603 Ⅱ 082 甕 茶褐色　 淡茶色 砂粒非常に多 粗 粗

599 596 Ⅱ 082 甕 灰褐色 ．紳砂粒多 削り ナデ

600 331 Ⅰ 082 10層 甕 淡橙色　 黒灰色 砂粒 条痕　 ナデ 条痕　 ナデ

601 595 Ⅰ 082 甕 黒色　 灰褐色 砂粒 横ナデ 条痕

602 616 Ⅱ 082 甕 淡灰色　 淡橙色 砂粒 粗 粗

603 608 Ⅱ 082　3層 甕 暗茶褐色　 淡灰茶 砂粒 削り ナデ

604 615 Ⅱ 082　3層 甕 － 灰色　 灰黄白色 砂粒 粗 粗

605 607 Ⅰ 082　2層 甕 茶褐色　 淡茶色 砂粒 横ナデ　 ナデ ナデ

606 617 Ⅱ 082 甕 灰茶色　 灰白色 砂粒 ナデ 横ナデ

607 609 Ⅱ 082　3層 甕 灰色 細砂粒 横ナデ 横ナデ

608 610 Ⅱ 082 甕 灰白色　 淡茶色 砂粒 租 横ナデ

609 6 11 Ⅱ 082 甕 淡茶灰色　 灰黄白 砂粒多 刷毛目　横ナデ 擦痕－　ナデ

610 686 I 082　R174 甕 淡橙色　 橙白色 砂粒 条痕 丁寧なナデ　 条痕

611 6 19 Ⅱ 082　3層 ．＝b・宜 淡茶褐色 砂粒多 租 粗

612 60 1 Ⅱ 082 て量PH 淡褐色 砂粒多 粗 粗

613 598 Ⅱ 082　R76 －＝月′電 淡黄褐色　 灰白色 砂粒 粗 粗

614 602 Ⅱ 082 浅鉢 暗灰色 砂粒多 粗 粗

615 6 14 Ⅰ 082 鉢 灰色　 黒色 砂粒 粗 粗
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挿図 番号引紬号 区 遺　　　 構 機　 種 色　　　 調 胎　　 土 外面調甕 内面隅整 備　　　 考

Fig・63 616 612 Ⅱ 082　3層 鉢 噛灰色 砂粒 ナデ？粗 ナデ

赤色顔料
617 613 Ⅱ 082 鉢 暗褐色 砂粒少 ナデ？粗 丁寧な横ナデ

618 600 Ⅱ 082 鉢？ 橙 相良 研磨 横ナデ

619 618 Ⅱ 082 鹿部 黒色　 茶褐色 砂粒 削り　ナデ ナデ

620 599 Ⅱ 082 虚鹿部 茶褐色　 灰褐色 砂粒 条痕　 ナデ ナデ

621 593 Ⅱ 082 ．高塔脚 黒色　 淡灰色 砂粒 横ナデ ナデ

622 606 Ⅱ 082　3層 高杯脚 黄白色 砂粒多 粗 ナデ？

Fig．64 623 252 Ⅱ 087　R32、33 甕 黄灰褐色　 淡黄褐 砂粒を含む 刷毛目 粗

横ナデ　 ナデ

煤付着

茶色の鉱物が目立つ

624 215 Ⅱ 087　2層R78 甕 茶褐色 砂粒 ■ラ？粗

625 250 Ⅱ 087　R52 甕 淡茶褐色　 淡黄橙 相島　 砂粒 横ナデ　 ナデ

626 216 Ⅱ 087　R77、76 甕 暗茶灰色　 茶灰色 砂粒 横ナデ　 粗 条病状の削りかナデ

627 232 Ⅱ 087　R7 1 甕 暗茶褐色 砂粒多 横ナデ　 へラナデ ナデ　 擦痕

628 239 Ⅱ 087　R78 甕 茶褐色　　 淡灰褐色 砂粒を含む 横ナデ　 ナデ　 条痕 ナデ 口緑部に面取り
629 233 Ⅱ 087　R74、83 襲 暗茶褐色　 淡黄灰 細砂粒多 横ナデ　 粗　 削り ナデ 茶色鉱物3m 大目立つ

630 247 Ⅱ 087　R74 甕 淡黄白色 砂粒 粗 粗

631 25 1 Ⅱ 087　R75 甕 灰茶褐色　 淡黄灰 精良 横ナデ　 ナデ ナデ
傾きに疑問

口唇部面取り

無刻み

632 246 Ⅱ 087 甕 淡黄橙色 砂粒 ナデ ナデ

633 245 Ⅱ 087 甕 黒褐色　 淡橙色 精良　 砂粒 削り

横ナデ

ナデ

ナデ

粗

634 243 Ⅱ 087　R27 甕 淡褐色　 橙灰色 砂粒
635 244 Ⅱ 087　R135 甕 淡灰色　 黒褐色 精良　 砂粒

636 249 Ⅱ 087 甕 橙色　 淡茶戻色 粗 粗

637 248 Ⅱ 087　R55 鉢 茶白色 砂粒 粗
638 209 Ⅱ 087　R4 鉢 橙色 横ナデ　 粗？ 横ナデ 赤

639 2 17 Ⅱ 087　R90 鹿部 橙色　 茶褐色 砂粒 削り　板ナデ ナデ

ナデ

640 225 ［ R85 鹿部 茶褐色　 暗灰色 砂粒 板ナデ

641 2 19 ［ 087　R57 鹿部 淡灰褐色 砂粒多 粗　 擦痕

642 2 18 ［ 087　K91 鹿部 橙色　 茶褐色 砂粒 粗　 擦痕　 横ナデ ナデ？
643 222 Ⅱ 087　R72 鹿部 淡茶褐色　 橙色 砂粒 ナデ ナデ

644 226 Ⅱ 087　R55 鹿部 橙色　 灰白褐色 砂粒 ナデ 粗

645 22 1 Ⅱ 087　RlO6 鹿部 淡灰色 砂粒 粗　 擦痕 擦痕

646 224 Ⅱ 087　R54 鹿部 淡橙色　 灰茶褐色 砂粒 削り 削り　ナデ

647 220 Ⅱ 087　R77 鹿部 淡橙色　 茶褐色 砂粒 わずかに搾痕　 粗 粗　 ナデ？

648 223 Ⅱ 087　R83 鹿部 灰茶褐色　 橙色 砂粒 横ナデ？ ナデ？粗

649 228 Ⅱ 087　R62 鹿部 橙色かかった淡灰 砂粒 刷毛日 ナデ

Fig．65 650 240 Ⅱ 087　R73 甕 淡灰褐色 砂粒 横ナデ　 刷毛目 横ナデ

内面に砂が多い

赤色顔料？

651 23 1 I 087　R81、142、40、7 甕 灰茶褐色　 淡橙色 砂粒多 ナデ ナデ

652 229 Ⅱ 087　R79、68 甕 茶褐色 砂粒多 ナデ　 搾痕

653 230 Ⅱ 087　R89、86、87 甕 暗茶褐色　 赤茶褐 砂粒多 ナデ　 租

研磨　 横ナデ654 234 ［ 087　R73、160、60他 －＝月ゴさ変 灰橙色　 暗灰色 精良 研磨

655 20 7 Ⅱ 087　R89 壷 灰白色　 淡灰褐色 砂粒 粗　 横ナデ ナデ？

656 208 Ⅲ 087 －虫宝鑑 灰色　 灰白色 砂粒多 粗い研磨 ナデ
657 2 27 Ⅱ 087　R13 虫笠 茶褐色　 灰褐色 砂粒少 粗　 ナデ？ ナデ

658 238 Ⅲ 087　R66 ＝量有．蟹 茶褐色 砂粒を含む 研磨 ナデ

659 206 Ⅲ 087　R63 －＝月ナ宣言 淡灰褐色　 橙白色 砂粒 粗　 研磨か 粗　 ナデ
Fig．66

Fig．67

660 202 Ⅱ 087　R53、162、79 －＝月ゴ雪ぎ 橙色 砂粒 横研磨 横ナデ　 研磨　 ナデ 3条沈線

661 236 Ⅲ 087、082 －＝b－笠 淡茶色 砂粒を含む 粗 粗 頸部に連続山形文

662 2 37 Ⅲ 087　R66、48 －∃お出 淡茶色 砂粒 研磨　 粗 ナデ？ 662と同一個体か
663 210 Ⅱ 087 －＝月f宝巨 淡灰白色　 淡橙色 砂粒 研磨 ナデ？ 肩部に3条の沈線

664 205 Ⅱ－ 087　R61 －＝bH 灰白色　 淡橙色 砂粒 研磨 ナデ？擦痕 3条沈線と4条弧文

赤色顔料突帯部分に微量
665 235 Ⅱ 087　R41 －＝月r雪ぎ 灰褐色 砂粒を含む 横ナデ 横ナデ　 刷毛目
666 203 Ⅱ 087　R64、65、80 高塀 茶褐色　 淡橙色 砂粒 へラナデ 研磨　 ナデ

667 204 Ⅱ 087 高杯 灰色　 淡桃色　 茶 砂粒多

砂粒

粗著しい 粗

研磨

2次焼成

面取り有り

668 685 Ⅱ 087　R3 浅鉢 暗灰褐色 研磨　 粗
669 213 Ⅱ 087 浅鉢

鉢

灰茶褐色　 灰褐色 粗

670 2 12 Ⅲ 087　R9 淡茶褐色　 黒褐色 砂粒 擦痕 ナデ
671 2 14 Ⅲ 087 暗茶褐色 砂粒 粗 粗

672 2 11 Ⅲ 087　Rl18 鉢 淡灰色 細砂粒 ナデ？ 横ナデ

673 2 41 Ⅱ 087　R37 鉢 灰褐色　 暗灰色 内面に砂粒 ヘラナデ ヘラナデ
674 58 1 Ⅱ 092 甕 灰褐色　 暗褐色 砂粒 削り 擦痕 傾きに疑問

わずかに煤付着

赤色顔料

外面赤色顔料？

675 580 Ⅲ 094 甕 淡灰褐色　 暗茶褐 砂粒

砂粒

ナデ ナデ

676 564 Ⅱ 092 一ccLナ出 淡橙褐色に赤 研磨 横ナデ
677 579 Ⅲ 094 浅鉢 淡灰色　 暗褐色 粗 擦痕

678 58 2 Ⅱ 095 甕 茶褐色　 灰褐色 紳砂粒 擦痕 擦痕

679 58 3 Ⅱ 095 甕 淡灰茶色 砂粒 条痕　 ナデ ナデ
680 584 Ⅱ 095 甕 灰褐色 砂粒 研磨　 粗 研磨

681 558 Ⅱ 102 浅鉢鹿部 灰褐色 砂粒多 粗 ナデ？

682 5 57 Ⅲ 103 甕 淡灰色 砂粒 擦痕 横ナデ
683 555 Ⅲ 103 甕 淡黄白色 砂粒 擦痕 横ナデ

684 5 56 Ⅲ 103 甕 淡灰褐色 砂粒 横ナデ ナデ
685 5 54 Ⅲ 103 亜？ 淡黄褐色に赤 細砂粒 粗 粗

686 5 61 －Ⅱ 105 ．深鉢 淡灰白色　 黒色 砂粒 ナデ ナデ

687 562 Ⅲ 105 甕 茶褐色　 淡茶灰色 砂粒 削り ナデ
688 563 Ⅱ 105 甕 暗灰褐色 砂粒少 ナデ ナデ

689 560 Ⅱ 105 ．こ量fH 暗灰褐色 砂粒 研磨 研磨

690 56 6 Ⅱ 106 －＝月Ⅰ・宜 灰褐色　 暗褐色 紳砂粒少 研磨 研磨
691 56 7 Ⅱ 106 鉢 暗褐色　 黒色 精良 研磨 粗
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Tab・5　出土土製品観察表
挿図 番号 登録番号 区 出土地点 素　　 材 法皇 （cm） 重畳 （g） 備　　　 考

F ig・68 1 1 Ⅰ 001 2層R9 1 土版円盤 甕 66 ×63 ×7 38．37 両面擦痕　 内外面に煤

2 4

Ⅰ

010 土版円盤 甕 57 ×59 ×6 27．6 両面擦痕　 わずかに煤

3 2 00 1 3区　 4層 土版円盤 －＝月ざ笠 50 ×57×5 19．5 1 外面 は研磨、煤　　 内面刷 毛目の後研磨

4 5 Ⅲ 001 4層 土版円盤 甕 57 ×63×6 29・3 外 面削 り後 ナデ　　 内面条痕のちナデ

5 3 Ⅱ 001 土版円盤 甕 42 ×40×7 14・92 外 面煤　　 内面ナデ

6 8 Ⅱ 001　 7tr 紡重幸 土製品 52 ×（27）× 19．89 砂粒 多い

7 9

I 078

管状土錘 土製品 30 ×21×15 8．39 砂 粒少ない　　 屈平

8 7 管状土錘 土製品 48 ×34×30 48・68 砂 粒少ない　　 古墳時代？

9 6 001 土玉 土製品 14 ×13×13 2．17 径1～2m m の穿孔
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（3）石製品（Fig・69～72）

今回の調査ではSDOOlを中心にパンケース5箱ほどの石器が出土した。荒掘中に見過ごしたもの

も多いと思われる。製品についてはほとんど図示したが、使用痕がある薄片等は図示できなかった。

量的には黒曜石の薄片類が最も多く出土している。黒曜石は原石が5から7cm大の角礫で、腰岳産と

考えられる。出土量の計数や薄片等については時間等の都合で割愛せざるを得なかった。

1から4は磨製石鎌でいずれもSD001－Ⅱ区からの出土である。細身の柳葉形のものと3のように

幅広のものがある。丁寧な磨きにより鋭い質感をだす。5は岩を薄く磨き径3mmの孔を設ける。装飾

具と考えられる。6から12は外湾刃の石包丁である。12を除いて磨耗する。6、7は2孔と考えら

れ、8は1孔を穿つ0　9から11は末製品と患われる。12は擦り切りで孔をあける。15は貢岩製の石斧

である。14は丁寧な敲打を施し休部の一部に研磨をかける。15は基部側に敲打痕を残すが刃部は研磨

し両刃をっくる。16は貢岩製で緩やかに湾曲したカーブの外側の側面を研磨し、直線的な面をっくる。

敲打痕を全面に残し器面は剥離がすすむ。石鎌の未製品と考えられる。SXO88とSDOOiの11層の破

片が接合した。17は敲石で全ての側面を使用している。18から20は砥石である018は砂岩製で1面の

みを使用している。2kmほど北の姪浜付近に見られる砂岩に類似し、使用面以外は欧穴状の生痕が広

がる。19は2面を使用し一部火を受ける。20は断面6角形を呈し、各面を使用する。21は花崗岩の円

礫を利用した叩き石で側面に敲打痕が残る。

23から38は打製石鎌で黒曜石、安山岩、古銅輝緑凝灰岩製のものがある。39は石錐。40は細石刃で

磨耗が顕著で流れ混みと考えられる041は石匙、42は碧玉製の管玉である。

Tab・6　出土石器観察表
挿図 番 号 実測番号 区 区 器　 種 石　 材 法　　 量 重　 量 備　　　　　　　　　　 考

F ig ．69 1 1 Ⅱ 001 磨製石錬 粘板岩 ㊥1）×16 ×8 9・8 基 部、先端わずかに欠損

2 3 Ⅱ 001 磨製石錬 粘板岩 β1）×12．5×7 6．8 基部欠損

3 2 Ⅰ 001 磨製石嫉 粘板岩 （61）×16．5×6 6．4 基部欠損

孔径3・5m m

4 30 Ⅱ 001 2層R 23 磨梨石嫉 粘板岩 （36）×13 ×6 3．5

5

6

8

6

I

I

010 11層

086

垂飾

石包丁 貢岩質

4 4×36×3

（53）×53 ×6

4・6

37．7

7 －7 Ⅰ 088R 610 石包丁 貢岩質 （62）×（53）×6 20・3

8 4 Ⅰ 001 石包丁 頁岩質 （108）×56 ×6 53・1

9 41 Ⅰ 001 3層R 22 石包 丁未製 貢岩質 （59）×34 ×3 12．3 一部研磨

10 39 I 001 石包 丁未製 頁岩質 （86）×58 ×2．5 22．5

11 40 Ⅰ 001 石包 丁未製 頁岩質 （63）×68 ×2 17．6

黒色付着物12

13

29

14

I

I

001　 R 523

001　 018

石包 丁 粘板岩

粘板岩

（56）×（52）×6

76×30×6

22・8

16．4

Fig．70 14 32
I

I

0 10 11層

088＋001 4

磨 製石斧

h

硬質砂 （130）×¢0）×（ 243．1 丁寧な敲打　　 一部磨き

15

16

5

33

磨 製石斧

石鎌未製品 貢岩
101×44－×（22）

．（134）×63×27

138．1

358．3 石斧状

17 34 Ⅰ 001 2層下R 敲石 砂岩 80×48×25 170 ・3

Fig・71 18 42 Ⅰ 001 3 区 砥石 砂岩 （500）×90×70 4240 ．5 1両使用　　 姪浜石

19 37 Ⅰ 00 1 2層R 47 砥石 砂岩 （122）×（90）×5 851・2 2面使用

20 38 Ⅰ 086 砥石 安山岩 （112）×94×75 960 ．6 6両に砥面

21 35 Ⅰ 表採 磨石 花崗岩 100×（630×52 508 ・1 001か

22 36 Ⅱ ．00 1 2 区　 4層 砥石 砂岩 （70）×35×33 3面を使用　　 敲打痕

m g．72 23 12 Ⅰ 00 1 1層 石錬 安山岩 （2 1）×21×3．7 1．4

主剥離一面残す

24 13 Ⅱ 00 1 1層 石嫉 安山岩 21×14．5×3 0・6

25 16 Ⅰ 00 1 2層R ii 石嫉 黒曜石 27×20 ×2 l i

26 2 1 Ⅰ 00 1 1層 右膝 黒曜石 19×18 ×2 0．4
半透明27 22 I 00 1 1層 石錬 黒曜石 19×13 ×2 0・4

28 24 Ⅱ 00 1　R 36 石鋲 黒曜石 20×22 ×3 1．3

29

30

3 1

2 7

28

20

I

I

00 1R 20

0 68

00 1 1層 1区

石錬

一　石嫉
石嫉

黒曜石

黒曜石

黒曜石

0 2）×17×5

（18）×13×2．5

22×18 ．5×4

1．2

0．5

1

一部 欠損

32 17 Ⅰ 0 88 石嫉 黒曜石 19×14 ×2．5 0・7

自然面残す

ローリング著しい

33 25 Ⅱ 001　 R 133 石錬 黒曜石 31×27 ×7 5．9

34

35

36

．37

10

19

18

9

Ⅱ

I

I

070

013

石鉱

石錬

石錬

右舷

黒曜石

黒曜石

黒曜石

安 山岩

17 ×17 ×4・5

25 ×18 ×3

29 ×12 ×2

35 ×19 ×7

0・87

0・96

0・4

2．05

38

39

11

26

Ⅱ 表採 石鍍

石錐

黒 曜石

黒 曜石

29 ×（17）×5

45 ×14×7

1・27

0 64

40 23 Ⅲ 001 細石刃 ハ　ヽ
黒曜石 28 ×8．5×2 0．42

4 1

42

31

15

Ⅱ 082

001

石匙 ．

管玉

安山岩

碧玉

（58）×39 ×5

－6 ．5×3×1・5

12・95

0．07
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（4）木製品（Fig．73～78，Tab・7）

本調査においては、Ⅰ．Ⅱ区の自然流路から、突帯文土器期から弥生時代前期前半期にかけての木

製品が流木等に混在した形で出土した。丸杭・矢板杭については一部のみを図化し、他の木製品につ

いては可能な限り図化した。以下、図化した64点について、みていくことにする。なお、木製品は本

文中においては、Wi～W64の通し番号を付しているが、ここでは、Wを取り、二桁で述べていく

（例　Wl一→01、Wl1－→11）。

農具は、起耕具として諸手鍬（Fig．73）・鋤（Fig・74）が、整地具として杁（Fig．73）があ

り、杁・鋤などの末製品と素材があるO　まず、起耕具および起耕具末製品からみていくことにする。

02はカシの柾目取り材を用いた諸手鍬で、円形台の着柄孔隆起部をもっている。幅9cmが遺存してい

るが、幅15cm、長さ37cm前後のやや幅広で内湾する型といえよう。01も同型の諸手鍬と考えられる

が、平鍬の可能性もある。07はカシの板目取り材を用いた一木造り長柄鋤である。柄端部は面取り加

工を加え、身部は抄いを意識して丁寧に仕上げられているO刃部端が欠失しているが、肩幅8・2cmで

長さ15．2cmの剣先形をなす身部をもつと考えられるO前期後半以降によくみられる一木造り・組合せ

式鋤の身部と比較すると幅狭であるが、板目取り材を用材としたためと考えられる。08は07と同様の

一木造り長柄鋤の末製品で、クヌギの板目取り材を用いている。15cm前後の割材を、長さ25cm前後を

身部用として残し、残りの両側および裁断面に削り加工を加え柄の原形を造り出しているO　なお、柄

端部は面取り加工が加えられ、仕上がりの状態にある。

03・05はカシの柾目取り材を用いた杁（Fig．73）で、03は楕円形、05は方形をなし、二点ともや

や内湾し、ほぼ中央部に4cm前後の着柄孔を造り出している。着柄孔はほぼ直角であるが、03は左に

ややずれる状況で着柄されたと考えられる004は03の柄の残片である。03は周縁すべてが刃部となっ

ており、05は欠失しているところが直線的な刃部をなすと考えられ、打鍬的な使用も可能であり、鍬

としても使用された可能性がある。06は長さ54cm前後のカシのみかん割り材を素材とし、素材を横

に用い、ほぼ中央部の15cm前後を素材を生かした形で隆起部として残している。さらに、隆起部中央

の背から幅4cmで、深さ1cm弱の着柄孔設定が行われている。形状から杁の末製品といえよう。12は

長さ53．6cm、幅22．2cm、厚さ8．6cmのカシのみかん割り材で、両木口は削り加工を加えて面を揃え、

裁断面も粗い削り加工を加え面を揃えている。諸手鍬か机の素材といえよう022は長さ91．7cm、幅17

cmを測るカシの割材で、両木口は粗い削り加工を加えている。しかし、表皮は残っているO農貝の素

材とすると、07のような一木造り長柄鋤を意図した08の前工程のものか。

09は芯持ち材を素材とし、両木口に削り加工を加え、片方木口には柄が造り出されていたと考えら

れるが欠失している。休部には表皮を残しており、揺部端は粗い削り加工のままであることから槌末

製品とした（Fig・74）。10はカシの柾目取り材を素材としているO長さ24cm、幅8・1cm、厚さ6・1cmの

長方体をなし、片方木口の中央が欠失しており、柄があったとして、槌の末製品か一木造り長柄鋤の

末製品と考えたO　しかし、他端の一部も欠失していることから通式工作物の可能性もあり、本調査出

土製品のなかでは15のような製品の製作は可能であり、出土例の増加を待ちたい。

13はカシの柾目取り材を素材として、片方を2cm強の肉厚とし、片方を0．7cmまで薄くし、手がか

りの造り出しを行っている。片方の肉厚の部分には他を組合せ縄縛した痕跡はなく、末製品と考えら

れる。長さが27．6cmであり、肉厚部に組合わせ用の凹型の掘り込みを入れる前工程として鎌柄の末製

品とした（Fig・76）。鎌は石鎌を着装すると考えられるが、木鎌を着装する可能性もある。また、板

状の小型の鉄斧がこれにつけば横斧の柄となる。23は径2．65cm前後の直線的な丸太材を素材とし、表

皮は残っているものの枝は丁寧に落とし、片方端部は面取り加工を加えている。また、他端は削り加
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Fig．73　出土木製品実測図1（1／4）
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Fig・75　出土木製品実測図3（1／4）
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Fig・76　出土木製品実測図4（1／4）
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Fig．78　出土木器実測図6（1／10）
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Fig．79　出土木製品実測図7（1／10）
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Fig・80　出土木器実測図8（1／10）

工および面取り加工が加えられ、半分の長さで切断が試みられている。鍬類か机の柄の末製品と考え

られる。

工具は、手斧柄と伐採斧柄（Fig．76）の末製品がある。15はカシの柾目取り材を素材として、蒲

鉾型に整形し、平坦面に木口から幅6cm、長さ9cm、深さ1．5cm強に掘り込みを造り、木口端部両側

には縄縛がかりを造り出している。なお、両側面には縄縛痕が明瞭に残っていることから、膝柄組合

せ式手斧柄の台部としたO扁平片刃石斧を着装したとするのが自然であるが、組合せ痕跡でみるかぎ

り、頭が丸みをもっものが着装されていたと考えられ、薄手の蛤刃石斧着装か。16はカシの板目取り

材を用い、頭端部は幅12cmの三角形に整理し、両側を内湾ぎみに頭端から17cmのところまで挟り、頭

端幅に戻し、7cmと肉厚の石斧組合せ部を造り出しているが、組合せ着装孔は穿っていない。柄部も

縦方向の削り加工のままで、断面は八角形を呈している。太型蛤刃石斧柄末製品である。前期に本地

域で一般的にみられる太型蛤刃石斧柄の形状をもっているが、用材の木取りが異なるほか、石斧組合

せ着装部の最大厚が10cm前後あるのが普通だが、7cmと薄めである。雀居遺跡で出土しているような

薄手の太型蛤刃石斧を着装すると想定される（Fig．76）。

狩猟具としては、木嫉（Fig．76）と弓（Fig・77）がある。17．18は割材を素材として、縦方向の
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丁寧な削り加工を加え、横断面円形に近くなるように整形し、矢柄組合せ部も造り出している。24は

柾目取り材を素材とし、削り加工によって横断面三角形から台形になるように整形し、片方端部に弓

抑犬の造り出しがあることから弓とした。

容器と限定できるものは出土しなかったが、調理具といえる揺り具（Fig・76）の出土は特記でき

る014は柾目取り材を石杵状に整形し、握部と考えられるところは磨き（手ずれによる磨耗か）が加

えられ、両端は竪杵の鴇部状をなし、凸レンズ状をなして光沢をもっている。措粉木的な用途をもっ

と考えられるが、措粉木．杵と区別するために措具とした。これは前期後半から後期前半にかけて出

土例が多い小型臼とセットになるものといえよう。11は長さ60cm弱、厚さ8．4cmの割材で、両木口は

面取り加工を加えているが、裁断面は未加工の状態である。カシを用材としていないことからと、木

取りから容器の素材とした。

次に建築材（Fig・76～80）とした22点についてみていくことにする。19は長さ6．1cm、幅4・4cm、

厚さ2cmの長方体に整形しているが、角がとれ隅丸の状態になっている。納孔と柄を組み合わせる際

の木栓と考えられ、本書では留具とした。34．35は柾目取りを素材とした角材？と考えられるが、火

を受け大部分が炭化しておりわからない。35の一部分に炭化しない面があり、L字状をなし、本来凸

状をなしていたと考えられることから楯材だった可能性が高い。36は枝を丁寧に落とし、表皮も除去

し、両端に断面方形で長さ15cmの柄を造り出している。建物等の横木材と考えられる。37は枝を丁寧

に落とし、表皮を除去し、片方端部は一方向の削りによって落とし、他端には削り加工を一面に加え

浅く挟っている。長さが短いが垂木か。

50．53・54は芯持ち丸太材を素材とし、端部に3．5cm・4．5cm・4cm幅の柄受けの凹型の造り出しが

みられることから柱材とした。56は芯持ちの丸太材を素材とし、枝分かれの又部をU字形に整形し受

け部を造り出し、基部は粗い面取り加工を加えている。束柱か。

55はカシの芯持ち丸太材を素材とし、端部は面取り加工を加え、端部から20cmを8cm前後の厚さに

整形し、6．5cmX5cmの長方形納受け孔を穿っている。他端は欠失し傷んでいるが、同様の柄受け孔

と考えられることから、梁問3．2cmの梁材と考えられる。51・57も55と同様の形状をなしており、梁

材か桁材と考えられる。

以上、出土木製品について、農具、工具、調理異、建築材の一部についてみてきた。ここで出土木

製品について、これまで突帯文土器単純期の木製品が出土している菜畑・雀居両遺跡などと比較して

おく。農具の用材は、本遺跡はカシを用いているが、前記両遺跡はクヌギを用いている。本遺跡出土

の机は、隆起着柄孔をもたない鍬との区別がつきにくい。しかし、雀居遺跡等では諸手鍬も平鍬もあ

るがいずれも円形台の着柄隆起部をもっており、隆起部のない鍬はなく、着柄隆起部のない鍬が北部

九州で出現するのは前期後半以降である。本遺跡では、抄い部を意識した剣先形の一木造り長柄鋤が

出土し、木取りが板目であった。これまで、北九州市長行遺跡、香川県林・坊城遺跡などで鋤状・擢

状木製品とされたり、掘り棒とされてきたものがあるが、本遺跡で鋤が出土したことによって、これ

らも鋤といってよいだろう。また、鋤も農耕技術渡来時に鍬類と同時に存在した可能性が高くなった

といえよう。鎌柄・膝柄組合せ式手斧柄・建築材などは本地域や同時期の出土例がなく、出土例の増

加を待ちたい。
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T a b ・7　 出 土 木 製 品 一 覧 表

記　 載

番　 号
挿　 図 図　 版 種　 類 器　 種

用　　　 材 法　　　 量 （cm）
特　　 記　　 事　　 項

出　 土　 地 遺物登録

番　　 号

3000 1

30005

区　 河川 憎 毒

2 区
樹　 種 木取り 器　 長 最大器幅 最大器厚

W l

W　 2

W　 3

W　 4

W　 5

Fig．73
P1．14

書

農 具 杁

鋤

槌

諸手鍬

杁

カ　 シ

ナナメ 12．0＋α 6・7＋α 3．9 幅広の緒手鍬の隆起部片、平鍬の可能性あり

Ⅱ区

11層

117

4 区

4 区

2 区
11層

089

2 区
11層

SD－
00 1　 3 区

11層

089

117

2 区
Il層

089

11層

l

柾　 目

25．1＋α 9．0＋α 2・2＋α
幅広の緒手鍬で体都．刃都は欠失

13．8＋α 29・2 3．0
楕円形、鍬の可能性あり 30059

30060

30002

30063

30054

30011

30062

30056

30051

30004

30009

30010

30055

30053

1 30006

、 30007

杁　 柄 3．6＋α 3．8 2・4
W 3 に♯柄で出土

杁 9・8＋α 14・2 1．8
方形、鍬の可能性あり

16．g 53・2＋α 8．6
着柄孔製作途中

帽狭の一木造 り長柄鋤。柄部長73．4cm 、柄都帽3．5C用

1　　　　　　　　　　 ，4

W　 6

P l・15

未製品

長柄鋤
板　 目

86．6＋α 8．3 1．8W　 7

F ig－74
W　 8 未製品 クヌギ 92・7＋α 12．4 5．1 語 弊 書柄鋤の未製品で・W 7 のよっよ成晶を意

W　9
未製品

芯持ち 22．8＋α 径7．5－6．8 椚 憤 鵠 攣 り・柄都は迫り出していると考えら

W IO カ　 シ 柾　 目 24．4＋α 8・1　　　　 6．1
欄 摘 鮎 詣 滝 鴇 去れるが大矢。－木造

W Il
Pl・可 容器 ？ 加工材 割　 材 59．8 16．7　　　　 8．4

業鮭 で木口は粗い加工を加えているが、栽断面は

みかん割材で、鍬か杁を製作か

轡 群 書 鍋 甥 巌 総 計 着装部は迫り出し

W I2
Pl・15 1

農　 具
具素材

カ　 シ

　柾　 目

53．6 21・9＋α　　 8・6

W I3

Fig．76

1

1

・－・

PI．16

柄未製品 27・6 3．4　　　　 2・05

16．9 径 5．3－3．7
醗 書館 崇途をもつと考えられ・小形日とセ ット

W l4 調理具 嘘　 具

桓 9　 恒　 恒　 l膝柄組合せの手斧柄の台都　　　 ｛
W 15

W 16

石斧柄

工　 具
石珊 未製品

1 板 目　 81．3　 11．3　 16．9 大型蛤刃石斧柄未製品で、石斧着装都は未元

W 17

W 18
狩猟具 木　 嫉

1 －　 9．4　　　　 幸至0．8－0．6 丁寧な削 り加工で整形

柾　 目　 －6．9＋α　　　 手蚤0．7～0．6
丁　　 2 i　 ロ　　　　　 ′

W 19 建築材 留　 具 6．1　　　　 4．4　　　　 2．0 柄孔による組合せ都の留具と考えられる　　　　 Ⅰ区

板状に整形している　　　　　　　　　　　　　　　 Ⅱ区

．ノ　　　　　　　　　　　 ノゝせ

S D －0 10

SD－　　 2 区

30008

W 20

l

その他
加工材 板　 目 19・1＋α　　 7．7　　　　 3．4 001 11層 30003

板　 材 シイ？ 柾　 目 80．2　　　 17．4　　　 1．6 轟存形の板で、片方端部に径 3 cm の孔あり、組 言

一　．・
SD－

3 区 30017
W 21

FIg・77

W 22
農具 ？

カ　 シ 割　 材 91．7 17・0　　　　 7・4 － 両木口は加工あ り。農具か工具・谷器類の素材

犬　　　　 、る出離

Ⅱ区 001 086 30052

W 23
芯持ち 164．0十α　 孝至2．7～2・6 聖査轟 雅 音加工があ り㍉紺 を試みてレ 〇。

SD－ 1 区

30030

30025

30031
W 24

W 25

W 26

狩猟具 弓 柾　 目 148．5＋α
4．O　 i3．4 習響 銑 繁 諸 膝 玩 具菅挙1増 している－とか Ⅱ区

00 1

建築材

芯持ち

134．1＋α 径3．8－3．5 髄 す雛 鞄 湧 轡 甥 盈 諺 麻 酔 片方端当 S D －010

SI）－
001

2 区

4 区

116

30036

l 30027

30028

サカキ？ l 112・2＋α 径2．6－2．5 哲専 鼎 潰 ヒ描 軌 跡 鵠 紀 は てお
Ⅱ区

115．7＋α 径4．2－4．0
W 27

W 28

W 29

W 30

W 31

W 32

W 33

W 34

W 35

W 36

W 37

W 38

W 39

W 40

W 4 1

W 42

W 43

W 44

W 45

W 46

W 47

W 48

W 49

W 50

W 51

W 52

W 53

杭

建築材 l

杭

丸　 杭 サカキ？

サカキ？

85．4＋α 径3．4－3・2

152．8＋α 径4・3－3．6 Ⅰ区 005　　 30029

加工材

丸　 杭

211・8 径5・3－ 4．1 奈落 し、両端は削り加工で仕上げている。建物都 3002

30037
65・1＋α 径2・8－2．5

116．－5＋α　 径3・1 － 、裾 堤亀翫 イ青 書 ㌍ 窟劇 の 勘 朱 Ⅰ区 S D －001

101．8＋α 径4．2－4．0
ヽ 1 116 l 30032

3 区　 30058
11層　 30057

30049

117　　 30050

115　　 30021

1 区　　 30035

建築材

樹？
（蹴放）

柾　 目
37．2＋α

5．5・α 14．0・α ・　 頚出 、　　　　　　　　 °　1　　 ロ

44・I＋α
6．3・α ，13・3十α 孝義昔射 て 原 品か鼠痘第　 抗 ミある

Fig．7

Fig．

Fig．

組合せ部材

芯持ち

l

l

柾　 目

115．2＋α 径5・3－5・1 している。 γの横木組会せ　 材か Ⅱ　　 00 1

垂　 木 108．8＋α 径4・5－4・0
丈れ箸 、りご垂木と　 r られる　 ～　 ’

加工材
10・3＋α 径9・7－8．1 を丁　 に　　 、

サカキ？ 115・3＋α 径5・8－4．8 を、している。　　　　 ‘、　 ど叉　 一′
る

88．0＋α 径8．6－7．4 枝は落 しているが、表皮は残 している l 30038

30048

30033

30034

300 19

30044

30022

30020

杭

その他

－建築材

杭

建築材

杭

建築材

杭

丸　 杭

LJ ±ヱ」

120．8十α 径8．8－11．0 枝は落しているが、表皮は残 している

加工材 74．8＋α
径9．8－9．2 1　 摩 糟 しているが、表皮は残っている°棚 は杭状

Ⅱ区

l I15

l l15

l l16

33日 116

117

005

117

加工材
79・8＋α 径5・8－5．5

墓 報 鮮 碧 聖 顔 論 舘 躇 湖 離 矯 激 し、
か
／主．

85．8十α 径8．0－710　－
雛 甥 紹 品 紛 表皮を残している。一都にL 子

一丸　 杭
85・6＋α 径7．9－7．6

枝は落 しているが、表皮は残っている

103．4・α l径11．4－11．3　 1枝は落 しているが・表皮は残っている ‘ ∠

－l 加工材

l 丸 杭

98・6十α 径11．4－10．2 酎 ／．糟 も 聖 矩 隠 几鵠 鳥°約半分は火 I 区

48．6＋α 径10．2－ 10－0 Ⅱ区 30018

柱　 材
123．6＋α

径12・2－ 12．0　　 譜 苦労 脇 片方端部は面取り加工が加えられ I区

SD－
OIO

032　　 30046

詣　 30061

30047

032 1 30064

1詣　 30012

l 3 区　 30024

24・8＋α
径8．6－8．3　　　 慕套警部に幅3．5cm、深さ7 cm00的受けの造り出し Ⅱ区

89．4＋α
径9．8－9．3　　　 甥 潮 路 韓 謹 漕 部下14cm弱に・7 cm X 5 cm Ⅰ区

梁（桁）木オ　 シイ？

123．6＋α
径10・8－ 9．5　　　 諸 君皮は残るものの・枝は丁寧に落している。杭

加工材

カ　 シ

柱　 材
145．2＋α

径7．7－6・2　　　 順 夏警部に・幅4．5cm深 さ8 cmの納受けの造 り出 し Ⅱ区　 sD－

116．8＋α

330．8＋α

放12　0－10 4
片方端部に、幅 4 cmの柚受けの迫 り出しがある Ⅰ区

W 54

W 55
i 梁 材

〒至　 ．

径13．4－12．5　　 先頭 璃 靡 蘭 画 醜 蜜 柑 諷 趨 題 鍵
Ⅰ区　 S D －010　　 30043

片方端部にU 字状の’り　 しミあ豊・ は面取り加　 て Ⅱ区－　S D －00 1　 30013
W 56

W 57

柱　 材

．梁（桁）

矢板

オ

212．9

107．2＋α

20．6　 111　 いる。U 字状の遭。出　 は、．をX l 靴 している。 か

桓 2・2－11・5　　 号盈 鼎 姉 乳 規 碧 加え・端部から10C用に、6cm

ほ 0 1 031 30045

W 58
巨 ギ 132．2．。 l13．0 12．4 1　　　　　　　　　 巨 可 s D －001 l 300 14

W 59
71．7・。 恒 l3・0　 1　　　　　　　　 l 」竺聖 」

W 60 シイ ？

クヌギ

70．5・α 112．8・α 14．2　 1 L 30016

W 61
l54．4・α 114．2　 12．6　 、 1 ・・． i

W 62
恒 ・α l12・3一α 13・4　　　　　　　　　　　　 I 区 昌3il oo4 し」聖竺」

l 30040
W 63

45・8＋α　 14・9　　　 2・2

W 64
147．2・。 113．7 13．3　　　　　　　　　　　　　　 i 30042
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6．第5面の調査

1）概要

Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ区で15層上面で遺構検出を行ったOⅡ区ではSD001の左岸で株痕状の痕跡、右岸では1

4層の下から15層に対応すると考えられる河川の肩を検出した。Ⅲ区ではくぼみ状の溝を、Ⅳ区では

Ⅲ区と同様のくぼみを検出し、15層中より縄文晩期前半期の遺物が出土した。Ⅰ区は一部トレンチ等

で15層上面を出し株痕状の痕跡を確認したが畦等を確認することができず全体に広げることはしな

かった0

2）Ⅱ区の遺構と遺物

15層は一部SD001の肩で確認していたため、その部分から重機で下げた。検出した遺構は溝1条

である。明瞭な掘り方を持ち、Ⅲ、Ⅳ区の溝とは異なるO覆土は12層に近く上面の掘り残しの可能性

もある。遺物は出土していない。この他、径3、4cmほどの斑点状のピットのひろがりを一面に確認

した。深さは2、3cmほどで覆土は12層にちかい灰黄褐色砂質シルトである。稲株痕の可能性もある

と考え記録したが水田を復元、証明できるような結果は得られなかった。SDO01の4区の左岸にお

いても同様の痕跡を確認した。12層でヨシのプラントオパールが確認されており、株痕とすればヨシ

等の可能性も考えて良いだろう。遺物は遺構検出時に土器片が見られたため15層を下げたが出土しな

かった。

またSDOlOの広がりを確認するため西に8m弱ほど広げ、北西隅と南半で肩の一部を確認した。

覆土は粘質シルト、シルトが大部分を占めⅠ区で見られたような有機物を多く含む層や粗砂層にはあ

たらず、遺物も確認できなかった。I区の流れと同一かは不明である。同一であれば蛇行している。

SDOOlの右岸では、当初15層の存在を

調査区内では予想していなかったが、14層

にトレンチを入れたところ調査区東壁中央

付近に15層に対応すると考えられる暗褐色

粘土層を確認した。この部分で14層の幅は

0　　　　　　　　　　1m一∃
Fig．82　SKl18実測図（1／40）

Fig．81II区第5両実測図（1／800）
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最も狭くなり27mを測る。ちなみにⅡ区北東隅で深掘したところ3m以上砂層が続いている。この砂

層すべてが14層になるのかは確認していない。暗褐色土層の上面では土坑とピットを確認した。上面

の掘り残しの可能性もあるO

SKl18（Fig．82）長軸170cm、短軸120cm、深さ45cmを測る土坑で、覆土は灰色がかった黄褐色シ

ルトである。第4面のSK095に重なるO突帯文期のものと考えられる黒色磨研の胴部破片が出土

した。

3）Ⅲ区の遺構

Ⅲ区は第5面のみの調査である。調査区の東側が高く緩やかに西に落ちる。調査区北壁の土層で13

から17層がこの落ちに対応し、Ⅱ区SDOOlの4区のSD119につながると考えられる。また北東隅に

溝状の落ちがあり、Ⅱ区の土層（付図）の南端に続くSDO01の本流がⅢ区をかすめた断面である。

III区

Fig．83　第5両III、Ⅳ区全体図（1／400）
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1a　灰褐色土粗砂を多く含む（包含層）
b　暗茶褐色粘土（包含層）
C　暗褐色粘土（包含層）
d　暗茶褐色粘土
e　茶褐色粘土（木質多く含む、わずかに遺物含む）
f　暗灰茶褐色粘土（有機質多く含む）
g　青みをおびた灰色砂
h　灰色砂（上部に有機物を多く含む）
1黄色をおびた灰色粗砂
j　黄色をおびたラミナ状
k　粗砂

12　　　　　　　　1

2a　黒褐色粘土
b　暗褐色粘土（砂がまざる）
0　時灰色粘土
d　暗褐色粘土
e　青灰色粘土
f　青灰～黒色粘土
g　青灰色粘土

3　黒褐色粘土（鉄分多い）
（包含層）

4　淡黄色粘土
5　時灰色粘土
6　青灰色粘土
7　暗色粘土
8　青灰色粘土
9　暗灰色粘土
10　暗灰色粘土（砂を少し含む）
11暗灰色粘土、10より暗い
12　淡灰色土

Fig．86　Ⅳ区包含層土層実測図（1／60）

Ⅲ区では4層直下で15層になる。この間に粗砂層が被った部分があり水田の畦の検出が期待され

た。15層上面で畦状の高まりを検出する事はできなかったが、分岐して走る浅い溝状のくぼみを確認

した。その分岐する平面プランは小区画水田様である。くぼみには粗砂が溜まり、底には5から10cm

大のくぼみが多数あり凹凸が著しい。遺物は出土していない。この遺構を水田区画とは考え難い。

4）Ⅳ区の遺構と遺物

調査区の西側にはSDO10が走る。北壁の土層では、第2面とした3層はSDOlOを覆い、第5面と

した28層の2層上からSDOlOの落ちが確認できる。埋土は上部は黄褐色シルト、下部は粗砂であ

る。北壁で28層とした暗茶褐色粘土の上面で溝状のくぼみと高まりを検出し、また28層中より縄文晩

期の土器が出土し、この包含層の調査を行った。

（1）くぼみ状遺構

第5面の調査を最初に行ったのは4区からであるO黄褐色シルトを除去した暗茶褐色粘土の上面で

Fig・83のように深さ3cmほどのくぼみと高まりを検出したO北半部は2条の溝状のくぼみが粗砂を

覆土として南北に併走するO　このくぼみは調査区中央部ではつながり、一体がくぼんだ状態になるが、

Ⅲ区で見られたような凹凸はない。この広いくぼみには、所々に30cmから2m大で高さ2～3cm大の

高まりが見られ、2トレンチ付近では帯状に並ぶ。この高まりの幅は15から60cmほどで一定しな

いO調査区の南半は粗砂が薄く一面に堆積し、粗砂の中に島状に残る高まりを検出した。水田跡の可

能性を検討すべきであるが、調査時は人為的なものとしてとらえていない。鉄分の沈着は見られた

が、高まり、くぼみの形状は一定せず、水田跡にはならないと考えるO

（2）包含層

調査区の西側の28層に包含層を検出したため、2mブリットを組み、遺物を残しながら掘削を行っ

た。遺物はFig．86の3層（北壁の28層）および、SDO10の落ち際のia、Ib層から出土した。この

ことはSDOlOが縄文晩期以前にさかのぼることを示すO遺物は南北15m、東西10mの問に広がり、

およそ2カ所に集中部がある。遺物の出土位置等の分析を行っておらず、今回は遺物に付いてのみ報

告する。

出土遺物

Iから20は深鉢である。内湾気味に直行するものと屈曲して口縁帯を作るものがあるO全体に大粒

の砂粒を多く含み、茶褐色を呈す。1、2、6から9は口縁部を内湾させた口縁帯を持つ。6、7は口

縁帯に2枚員条痕、体部に擦痕と調製を変える。8はわずかに曲がりかろうじて口縁部にアクセント

を付ける。10は厚い器壁に砂粒を非常に多く含み淡灰色を呈す。外面には沈線で文様を付ける。18は
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－　〔∠予．

同一個体と考えられ、横方向の沈線を施す。20は口縁部が外反し器壁が薄い。小型の鉢になると考え

られる。21から53は浅鉢である。器面には研磨を施すが、削り調製が残るものが多い。また、器面粗

れの為でもあるが暗灰色から灰茶色を呈し、黒色のものは少ない。21、22は長い口縁部が波状になるO

削り痕を残す。23から38は言縁部が短く屈曲する。41から52は口縁部に沈線を施す椀形の鉢である。

沈線に赤色顔料を残すものがあるが極微量である。53は条痕を残したまま沈線を施す。54から57は器

形は精製の器種であるが研磨を施さず削り痕が残る。58、59もナデ調整の半精製品で58は屈曲する鉢

形、59は中型の碗型になると考えられる。62から64は壷である。62は扁平球形を呈し壷形になると考

えられるO肩部に3条、胴部に1条の沈線の後、斜方向の不規則な平行沈線を浅く施す。内面は粗い

横ナデ、外面は粗ているため不明だが、器面は平滑で研磨調製と考えられる。胎土は砂粒が見られず

精良で焼きは瓦質土器を患わせる。63、64は3条の平行沈線と山形文を施し外面に赤色顔料を施すO

同一個体で混入品と考えられるOまた黒曜石が多数出土し、使用痕がある剥片はあるが、定形化した

石器は出土していない。
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挿図 番号実測番号 区 遺　　　 構 機　 種 色　　　 潤 胎　　 土 外面調整 内面調整 備　　　 考

n g・87 1 658 Ⅳ E19R 14 1 粗製深鉢 暗茶褐色　 暗褐色 砂粒 ケズリ ナデ
言緑帝2 658 Ⅳ E16R20 粗製深鉢 灰茶褐色　 灰褐色 砂粒多い ケズリ ヶズリ

3 659 Ⅳ E19，R55，54 粗製深鉢 茶褐色　 淡茶褐色 砂粒多い ケズリ　ナデ ヘラケズリ？ ナデ スス

4 681 Ⅳ E16R 78、47他 粗製深鉢 黄灰色　 暗褐色 砂粒 二枚貝条痕 ヶズリ

5 657 Ⅳ E15R 53　E15R 121 粗製深鉢 灰色　 茶褐色 砂粒 ケズリ　　 ナデ 粗
面取り　気泊6 666 Ⅳ D 14 R llO、D 14R3 粗製深鉢 灰褐色 砂粒 二枚貝条痕　 箆ナ ナデ

7 665 Ⅳ E15R 18、29 粗製深鉢 茶色

淡灰黄褐色

砂粒 二枚貝条痕　 擦痕 ナデ　　 条痕
煤付着8 682 Ⅳ D 18R 15、69 粗製深鉢 砂粒 条痕 二枚貝条痕

や9 667 Ⅳ F15R 14 粗製深鉢 砂粒 ヶズリ　　 ナデ 条痕　　 ナデ
山形沈線 18と同一？

面取り

10 679 Ⅳ D 19R8、95 粗製深鉢 淡灰色　 暗茶褐色

．一一・1－－．

粗砂多い

LⅠ一．

粗　　 沈線 ナデ

11 674 Ⅳ E15，R145 粗製深鉢 灰余褐色　 淡橙色 砂粒
ヶズリ　ナデ ケズリ　ナデ12 660 Ⅳ E19R 30 粗製深鉢 茶褐色　 黒色 砂粒

13 669 Ⅳ E20R l、20 粗製深鉢 暗茶褐色 砂粒 ヶズリ　ナデ ナデ

14 664 Ⅳ E 16R 120 粗製深鉢 暗茶褐色　 暗灰褐 砂粒 ケズリ　ナデ ケズリ　ナデ

15 668 Ⅳ E 15R 98 粗製深鉢 茶褐色　 灰褐色 砂粒 ナデ ナデ

16 670 Ⅳ E 19R i 粗製深鉢 淡茶色　 茶褐色 砂粒 条準 ナデ

17 66 1 Ⅳ E19R 12 粗製深鉢 赤橙色 砂粒 ナデ ナデ
679と同一個体18 680 Ⅳ F17R 9、13 粗製深鉢 灰褐色　 黄褐色 砂粒 擦痕　　 沈線 ナデ

119 662 Ⅳ D14R 39 ．粗製深鉢 灰褐色　 暗褐色 砂粒 ケズ11 ナデ

20 663 Ⅳ G14R 6 粗製深鉢 淡橙灰色　 暗灰褐 砂粒 ナデ ナデ

m g・88 21 650 Ⅳ E15R 12 洩鉢 灰褐色 精良　 紳砂 研磨 粗　 研磨 25と同一か波状

22 621 Ⅳ D20R 38、19他 浅鉢 － 暗褐色 精良　 細砂 研磨 研磨 波状

赤色顔料

23 620 Ⅳ E19R 9 1，69　他 浅鉢 暗灰褐色 砂粒 ヶズリ　研磨 研磨

24 637 Ⅳ E16R 24，E16R 79他 浅鉢 黒褐色 精良　 砂粒 研磨　 粗 研磨　 租

25 649 Ⅳ E15R9 1

D 15R 23

浅鉢 灰褐色 精良　 紳砂 研磨　 粗 研磨

26 625 Ⅳ 浅鉢 淡灰褐色　 淡灰茶 精良 横ナデ ナデ

27 622 Ⅳ 浅鉢 暗灰褐色 精良　 神妙 研磨 研磨

28 627 Ⅳ G16R l 浅鉢 淡茶色 精良　 紳砂 研磨 粗

29 624 Ⅳ E16Ⅳ2 浅鉢 淡茶褐色　 暗灰褐 砂粒多　 精良 研磨 粗

30 626 Ⅳ D 16R 6 浅鉢 灰褐色　 黒色 紳砂　 精良 研磨 研磨

31 623 Ⅳ E15R lO7 浅鉢 暗茶褐色 砂粒　 精良 研磨 研磨．

32 633 Ⅳ D 19R 157 浅鉢 淡茶庭色 精良 租 研磨　 粗

33 628 Ⅳ E19R62 浅鉢 黒褐色　 茶褐色 精良 研磨

34 634 Ⅳ D 19R 108 浅鉢 暗灰褐色 精良　 紳砂
租 研磨35 632 Ⅳ D 18R 100 浅鉢 灰白色　 暗灰色 精良

L1－・36 631 Ⅳ D 19 浅鉢 灰茶白色　 灰褐色 砂粒　 精良
租

研磨

37 651 Ⅳ D 19R 120 浅鉢 灰褐色 精良 粗

38 654 Ⅳ D 19R 39 浅鉢 灰色 精良 租 粗

39 630 Ⅳ E15R 96 浅鉢 暗茶褐色

－．i一一．

精良　 砂粒

LL

研磨

ヽ

研磨

40 130 －Ⅳ
G 19R 3

・鉢 余色　－ 砂粒 準
研磨41 646 Ⅳ 墜鉢 淡灰褐色　 黒色 精良　 砂粒 赤色顔料

赤色顔料？

42 641 Ⅳ F15R7 浅鉢 淡茶色 精良
研磨 ナデ43 645 Ⅳ E15R 204　－ 浅鉢 淡茶褐色 砂粒　 精良

44 647 Ⅳ －E19R 38 浅鉢 灰褐色 精良　 砂粒 粗 ナデ

45 643 Ⅳ D 19R 56 浅鉢 灰褐色 砂粒 研磨 租

46 636 Ⅳ E15R 125 浅鉢 灰茶褐色 砂粒 粗 租

47 635 Ⅳ D 18R2肝17R2他 浅鉢 灰茶褐色 精良　 砂粒 粗 租 赤色顔料？

48 644 Ⅳ F18R l－9 浅鉢 淡黄灰褐色　 黒褐 細砂 研磨？ 粗 研磨
沈線に赤色顔料？－49 656 Ⅳ D 19R 19 浅鉢 灰褐色 砂粒 ナデ ナデ

50 655 Ⅳ D 19R 59 浅鉢 灰褐色 茶褐色 砂粒　 精良 研磨 沈線に赤色顔料

51 640 Ⅳ E15R 146 塗鉢 灰茶褐色　 灰褐色 精良　 紳砂 研摩 研磨

52

53

642

648

Ⅳ
Ⅳ

E 15R 89

D 15R l、2

浅鉢

浅鉢 黒色　 灰褐色
精良

砂粒 条痕 擦痕

m g．89 54 672 Ⅳ D 14R 42、6 精製深鉢 灰褐色 精良　 砂粒 指ナデ
横ナデ

56と同一個体

赤色顔料

55 67 1 Ⅳ D 20R 76 精製深鉢 淡灰白色　 暗灰色 精良　 砂粒 横ナデ　 ヶズリ

56 638 Ⅳ E 15R 142 精製深鉢 黄褐色　 暗灰褐色 －砂粒 ナデ ナデ

57 639 Ⅳ E 15R 107 精製深鉢 淡茶色 砂粒　 精良 ナデ

ー°

ナデ

58 652 Ⅳ Fll　R　　 1 精製深鉢 灰褐色　 砂粒 ヶズリ　ナデ ナデ
ナデ59 629 Ⅳ D19R 70

A 17R 1、87

F ii　R　　 3

精製深鉢 灰褐色　 灰茶褐色 精良　 細砂 粗

61 123 Ⅳ 鉢 暗灰色 砂粒 ナデ？ 研磨　 条痕

62 683 Ⅳ ．出雲亘 淡灰色　 暗灰色 精良 研磨？ 粗 擦痕

63 8 10 Ⅳ －出川 灰茶色 砂粒 粗　 研磨？ ナデ

64 684 Ⅳ ．壷 淡橙褐色　 淡橙色

淡橙色　 灰色

砂粒 条痕 指押さえ

65 67 6 Ⅳ D2 1 鹿部 砂粒 ナデ　 ヶズリ ケズリ ケズリ

66 678 Ⅳ D 19R 3、62 鹿部 砂粒 擦痕 ナデ
二次焼成67 677 Ⅳ E19R 60、17 鹿部 灰色　 淡灰色 砂粒 擦痕　 横ナデ ナデ

68 675 Ⅳ G20R 1 鹿部 茶色　 暗褐色 砂粒 ヶズリーナデ ナデ
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7．自然科学分析
1）種子分析

福岡市、橋本一丁田遺跡における種実同定

株式会社古環境研究所

1．試料について

試料（堆積物）は、Ⅰ地点の縄文晩期の河川堆積層および水田層である4層、6層、7層、8層、

9層、10層、11層、12層、13層から採取された土壌試料9点（以上、水洗選別試料）と、同じく9～

11層出土の大型種実1点、7．8層，9層，11層上半，11層下半より出土の種実4点（以上、採取試

料）である0　9～11層出土の大型種実は、調査時に取り上げられたもので、他の4試料は堆積物を採

取後選別された種実である。

2．方法

試料（堆積物）は0．25mmの節を用いて水洗選別を行った。双眼実体顕微鏡下で観察を行い、同定は

形態的特徴および現生標本との対比で行い、結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示した。

3．結果

（1）水洗選別試料

樹木4、草本24の計28が同定された。学名、和名および粒数を表1に示し、主要な分類群を写真に

示す。

下位より、13層はメナモミが検出されたのみである。12層はカヤツリグサ属、スゲ属、カラムシ属、

ナデシコ科、タデ属が主に検出された。11層、10層、9層ではヒルムシロ属が特徴的に多く、9層で

はシャジクモ属が極めて多い。8層、7層、6層ではスゲ属が出現し、7層ではオモダカ属ないしオ

モダカ科が出現する0　4層では種実は検出されなかった。樹木は少なく、9層、10層、11層、12層か

らクワ属やカジノキ属が少数検出されるのみである。

（2）採取試料

樹木21、樹木と草本を含むもの1、草本22の計44が同定された。学名、和名および粒数を表1に示

し、主要な分類群を写真に示す。

9～11層大型種子はオニグルミ、コナラ属、エゴノキが同定された0　7．8層からはスゲ属などが

わずかに含まれていたのみである。9層、11層上半、11層下半はヒルムシロ属が極めて多く、マツモ

属も多い。草本ではミクリ属、スゲ属、カナムブラ、キカラスウリが含まれている。木本ではブドウ

属が多い。9層と11層からはヒメビシが含まれている。11層上半と下半では木本ではカジノキがやや

多く、カラスザンショウ、アカメガシワ、チシャノキ、草本では、ツリフネソウが含まれる。他に食

べられる種実としてヤマモモ、ムクノキ、クワ、ガマズミ属の木本が含まれる。栽培植物のウリ類が

9層、11層下半から、ヒョウタン類が11層上半から同定された。

4．種実同定から推定される植生、環境

（1）Ⅰ地点の縄文晩期河川と周囲の植生と環境

水洗選別と採取されていた試料を併せて、植生と環境の変遷について下位層よりまとめる。

1）15層の時期
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種実が少なく堆積速度が通いか、メナモミの生育する乾燥地の環境であった可能性がある。

2）13層の時期

カヤツリグサ属、スゲ属の水湿地性草本と、カラムシ属やナデシコ科の乾燥地に草本が分布し、周

辺が乾燥地と水湿地の中間的な環境が示唆される。

3）12層、11層、10層、9層の時期

浮葉植物のヒルムシロ属が特徴的に多くヒメビシも出現する。沈水植物のシャジクモ属、マツモ属

もやや多い。このことからみて、2m前後以上の深さで滞水していたと推定される。河辺にはミクリ

属やスゲ属の抽水植物が生育し、周囲にはカナムグラ、カラムシ属、ナデシコ科、キカラスウリ、ス

ズメウリが生育し、これらの草本の分布する日当たりのよいやや乾燥した人為的環境が分布していた

と推定される0

4）8層、7層、6層、4層の時期

8層、7層、6層、4層では種実が少ないか検出されず、堆積速度がやや速く下位より乾燥化が行

われたと考えられる。スゲ属を主にオモダカ属ないしオモダカ科が生育し、水湿地の環境が示唆され、

滞水城から水湿地になったと推定される。

（2）森林植生

木本の種実は9～13層で検出された。周囲はカジノキ、クワ属、カラスザンショウ、チシャノキ、

アカメガシワの林縁や人為環境に生育する樹木がやや疎に分布していたと推定される。コナラ属の検
．

出からカシ（コナラ属アカガシ亜属）の照葉樹林の分布も示唆されるO河辺を好むエゴノキやオニブ

ルミが河川沿いに分布していたと推定される。ブドウ属やオニグルミなどは食用となるため、投棄さ

れた可能性が高い。

（3）栽培植物と食用植物

9～13層では栽培植物と食用植物が多く含まれていた。9層、11層からウリ類、11層からヒョウタ

ン類が検出され、明らかな栽培植物である。食用となる木本の種実としてブドウ属、ヤマモモ、オニ

ブルミ、ムクノキ、ガマズミ属があり、これらは利用され、投棄されたものと考えられる。
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「樹木1

橋本遺跡
Ⅰ地点

カ

ラ　　　　　　ビ　　　ヒ　　　　　　　　　　カ

法浅緑揺巌緑
シ

ャ

ジ

ク
モ

属

卵

胞

子

0．25mm節500cc中に算定 0　　　　　　　　　　　30

図1　橋本一丁田遺跡Ⅰ地点における種実検出図

2）放射性炭素年代測定結果

福岡市内遺跡出土の試料について年代測定を行った。その結果を次表に示す。なお、年代値は1950

年よりの年数（B．P．）である〇

年代値の算出には14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用しているO　また、付記した誤

差はβ線の計数値の標準偏差0もとづいて算出した年数で、標準偏差（ONESIGMA）に相当する年

代である。また、試料のβ線計数率と自然計数率の差が20以下のときは、30に相当する年代を下限

の年代値（B・P．）として表示してあるO　また、試料のβ線計数率と現在の標準炭素（MODERNSTA

NI）ARDCARBON）についての計数率との差が2g以下のときは、MOdernと表示し、6140％を

付記してある。

放射性炭素年代測定結果

試料　　　採取地点・層準　　　　種類　　　　　　　年代値　　　　　　　コードNo．

No．1　　橋本一丁田No．1

No．2　　　橋本一丁田No．2

No．3　　　橋本一丁田No．3

N0－4　　　橋本一丁田No．4

No・5　　　橋本一丁田No．5

No．6　　　橋本一丁田No．6

No．7　　　橋本一丁田004－15

No．8　　　橋本一丁田032－35

No．9　　　橋本一丁田116－19

No．10　　橋本一丁田033－9

有機物

有機物

有機物

木　材

木　材

木　材

木　材

木　材

木　材

木　材

3，840±130（1890B．C・）

5，060±120（3110B．C．）

3，840±100（1890B．C・）

5，610±110（3660B．C．）

2，020±　90（70B・C．）

2，590±　90（640B．C・）

2，920±190（970B・C・）

3，150±120（1200B．C・）

2，800±110（850B．C．）

2，930±110（980B．C・）

－111－

Gak－18618

Gak－18619

Gak－18620

Gak－18621

Gak－18622

Gak－18623

Gak－18624

Gak－18625

Gak－18626

Gak－18627

（学習院大学理学部年代測定室）



橋本一丁田遺跡出土種実I

1カジノキ種子
－0．5mm

4a　チシャノキ核

7　ヒルムシロ属B果実
－0・5mm

11　スゲ属A果実
－　　　1mm

2　クワ属種子
－0．5mm

－0・5mm

カ属果実
－0．5mm

12　スゲ属A果実
1mm

3a　ブドウ属種子

5　ヒルムシロ属A果実
0．5mm

9　オモダカ科種子
0．5mm

13　スゲ属B果実
－0．5mm

－112－

6　ヒルムシロ属B果実
－0・5mm

10　ホタルイ属果実
－0．5mm

14　カナムブラ種子
－0・5mm



橋本一丁田遺跡出土種実II

1カラムシ属種子
－0．1mm

4a　ヤブジラミ属果実

7　スズメウリ種子
1mm

2　ギシギシ属果実
－1mm

4b　同左

8　メナモミ果実

1mm

－0・5mm

3a　ノブドウ種子　　　　　3b　同左

5　ナス科種子
0．5mm

6　スズメウリ種子
1mm

9　Ⅰ地点　0014層

－113－－

－1mm



橋本一丁田遺跡出土種実Ⅳ

1a　ニワトコ核　　　1b　同左

4　ツリフネソウ種子
1mm

8a　マツモ属果実

－0．5mm
2　アカザ属種子 3　マルミノヤマゴボウ種子

1mm

5　ヒメビシ果実　　　　　　6　ヒメビシ果実
－1mm

1mm

11キカラスウリ種子
－1mm

12　キカラスウリ種子
－1mm

－1mm

9　カラスウリ種子
－1mm

7　ヒメビシ果実
－1mm

10　キカラスウリ種子
－1mm

13　ゴキゾル種子　　　　14　ヒョウタ
－1mm

－114－

－1mm



橋本一丁田遺跡出土種実III

ia　ヤマモモ核

3a　オニグルミ核

6　ムクノキ核

9a　センダン核

－1mm

－1mm

－5mm

－1mm

7　クスノキ種子

9b　同左
－1mm

2a　サワグルミ核

4　コナラ属堅果
一一　　一　5mm

8a　モモ核

10　クマノミズキ核
1mm

－115－

5　コナラ属堅果
5mm

11エゴノキ核
－1mm



8．終わりに

橋本一丁田遺跡第2次調査の内容は、以上記した通りである。時代的には縄文時代晩期から江戸時

代におよぶが、遺跡の主体となるのは、刻目突帯文期および弥生時代初頭、古墳時代前半、中世であ

る。今回の調査では、当初から初期水田の検出の期待がもたれていたが、砂に覆われた条件の良い状

態にない事と、調査の技術的な問題から考古学的には明確な結果を示すことはできなかった。また、

古墳時代、中世については、遺構の存在に途中で気づいたため、調査できなかった部分や、時間不足

で調査しきれなかった所がある。整理作業においても遺物、記録類を充分検討しないまま羅列した感
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Fig．90　第5両全体図（1／2000）

があり、反省すべき点が多い。ここでは十分に深化できない

が、一応の成果をまとめておきたい。

立地について注（1）調査地点付近の地形についてはすでに

航空写真の判読からの説明がなされているO（下山、磯1993）

この成果に沿って、調査地点の地形について見直してみる。

調査では大きく2つの河川を検出した。東側の河川は、蛇行

する河川が埋まる最終段階に刻目突帯文期の澱みとなり、お

そらく弥生時代には完全に埋まっていたものと考えられる。

Fig．91調査地域周辺の地形学図（下山、磯1993に加筆）

－116－



これに対しSDO10は、第5面Ⅳ区の遺物包含層がその落ちに入ることから、遅くとも縄文時代晩期

には存在し、Ⅱ区では弥生時代初頭の段階で流れがある。さらに下流の1次調査地点では古墳時代の

遺物が出土している。これらの流れが全て同じものとは限らないが、完全に埋まった状態にはなって

いない。Fig．3で見たように明治期にも同様の箇所に河川が流れている。これをFig・91に当てはめ

ると、室見川から北西に走る流れがSDOOlに、また北に向かう流れがSDOlOに対応するようにも患

われる。また、南北方向のものは、近年まで湿地状態であった箇所と一致する。いずれにしても常に

付近を河川が蛇行しながら流れていたことは確かである。

次に、地質についてであるが、先の拾六町平田遺跡において、弥生時代の遺構面の下30cmの泥炭層

が縄文後期、その下の青灰色粘土が縄文前期から中期に形成された堆積とされている。（下山、磯199

3）今臥掲載した土層図等では一部しかふれていないが、深掘り時に遺構面の下に青灰色粘土、有機

質土壌を確認し、採集した資料から111貢のように放射性炭素年代測定値No・1からN0．4の結果を得て

いる。注（2）ここで詳しく検討することはできないが、同様の地質的条件を橋本一丁田付近でも考える

事ができよう。また、SDOOlがⅠ区において東側に流れた痕跡は航空写真には現れていない。こう

した古い埋没河川が他に、この一体を流れているものと考えられるO先の縄文後期には形成されてい

る地質の広がりを考えれば、この付近から後背湿地に至るまでの広い範囲で同様の時期の遺構遺跡が

検出される可能性があると考えられる。

刻目突帯文期から弥生時代初頭

遺構としては河川SDOO1、010とSXOO4、005、032、033等の河川に付随する施設、SDOOi右岸の

土器溜まりや土坑、左岸の溝等があげられる。

時期的には説明の際に一部ふれてきたが、大きく3時期に分ける事ができる。Ⅰ期はSDOOlの時

期で刻目突帯文土器の単純期である。遺構としてはSD001とこれに付随するSX004、005、115、116等

があげられる。Ⅱ期はSDOlOの時期で板付系の甕、壷と刻目突帯文土器が出土する。SDOlOの一部

でSXO32などの杭列、W55等の木製品がこれに伴うと考えるO SXO33等はSDOlOで遺物が多く出土

した土層より下位に位置しており、古くなる可能性もあろう。Ⅲ期はSKO78に代表される時期で刻

目突帯文土器と板付系の土器が一緒にでるもののⅡ期とは様相を異にする。以下簡単に各期の土器の

特徴についてふれる。

Ⅰ期は深鉢、1、2条刻目突帯文甕、壷、浅鉢、鉢からなる○特徴がでやすい刻目突帯は、突帯を

口唇部よりやや下がった位置に貼付するものが多く、刻目は下から上へヘラ状工具、指頭状具で施すO

器面調製は削り、ナデ調整で、条痕を残すものは少ない。Ⅱ期は器種構成に板付系の甕、壷が加わり、

椀形の鉢が姿を消す。甕の突帯は大ぶりのものを口唇部に被せる様に張り付け、刻目は太く深く下か

ら上方向のものが少なく、横方向もしくは上から下へ施すものが、刻目施文具には幅のある棒状工具

が見られ、器面調製は条痕を残すものが多く、色調は暗いものが多い。3期は板付系の甕が増加する

ものの比率的には刻目突帯文の甕が多い。突帯文甕は口唇部に水平に断面台形状の突帯を施し、口唇

部を横ナデして平坦面を作る。刻目はⅡ期と比べて小ぶりだが間隔を狭く密に施し板付系の甕に近い。

器面の発色は黄褐色系の明るいものがあり、板付系の影響を受けている。板付系の甕は刷毛目、ナデ

調整を施し、内面に指押さえの痕跡が残る。胴部が若干張り、652などはかなり口径が大きい。壷は6

60のようになで肩で板付1式とするには新しいものがある。以上のⅠからⅢ期の時期差として記述し

たが、型式学検討を十分に加えたものではない。あくまで出土したままの状態を並べただけである。

Tab・9に15層出土のものを含めた器種構成を示した。破片、完形を問わず口縁部を数えた数値で

あるO SDO01内では個体数が少なくばらつきがあるが、上層ほど1条甕が増え2条甕、浅鉢が減る
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傾向が窺える。他の遺構とは、特にSK087の個

体数が少ない事にもよるが大きな変化はない。今

後型式学的検討と共に周辺の出土遺物と比較検討

する必要がある。

遺構についてはSDO01に築かれた水利施設の

用途に疑問が残る。河川から水を引き、周囲に水

田を築いたと考えるのが最も素直ではあるが、先

に検討したように左岸側に水を引いた痕跡が窺わ

れない。1つ気になるのは、SD001の左岸に北

東に向かう溝SD005の存在とそれに平行するよ

うに分布する斑点である。斑点については浅く杭

痕跡とは考えにくいことはふれたが、SDOOiに

平行する方向が他の時期の遺構にこの方向のもの

がないだけに関連がある可能性がある。1次調査

では弥生時代とされる水田跡が確認されておりこ

れとの関連も検討する必要がある。また、SDOOl

自体が水田跡である可能性を指摘されている。（注3）

河川内には多くの足跡が残り、何らかの生業が行

われていたことは確かであるO

古墳時代の遺構

Tab9遺構別器種構成（莞）
板 付 甕 探 鉢 突 帯 文 突 帯 文

1 条　 2 条

洩 鉢 鉢 壷 高 坪

S l00 0 1 3 2 0 5 9 3 6

7 層 6 ．5 4 3．5 1 0．9 19 ．6 6 ．5 1 3・0

S l）0 0 1 9 1 1 4 ：i 1

9 層 2 6 ．9 4 2∴i 1 5．・l 1 1・6 ：3・8

S l）0 （0 1 ：i

1 2 ・5

10

2 0 ．8

2

．

l（0 1

．土 2

：i

12 ・510 8 ．．1 ・．11．7
S l）0 0 1 1 1 こ拍 2 こi こi（） ll 2 1

l l層 8 ．1 2 8 ．9 17 ．0 2 2 ．2 8 ・l 15 ・6

S l00 0 1 16 ：－16 16 2 7 2 Ⅰ0

0 8 8 1 5 ：3 ．6 Ⅰ5 2 5．2 1．il Ⅰ）∴一号

S iO（－00 1

総 計

．．10 Ⅰ1 1 5 0 7 9 1 7 7 1

1 1．8 3 2．9 1／・1．8 2 3 ．．・1－ 0 1 2．1

5 9 ・5 2 8 ．∠l 12 ．1

S D 0 1 0

2 1 3 7 8 2 2 1 7 9 2 5 l

1・2 7 ・8 4 6 ・6 1：3．2 l O・2 5．1／1 15 ．0 0．6

6 8．8 1 5・6 1 5 ．0 0 ．6

S K

0 8 7－

5 1 1 3 3 ：3 5 Ⅰ

1 6．1 3 5．7 9．7 9．7 9 ．7 1 6．1 こ3・1－

6 1．4 1 9・∠Ⅰ 16 ・Ⅰ 3 ．1

15 層

2 1 3 2

3 9 ．6 6 0 ．4

古墳時代の遺構は1次、2次調査でも確認され、いずれの調査でも北西方向の溝を検出している。

周辺でも牟多田遺跡、拾六町平田遺跡でも同時期の遺物が確認されており、遺構は薄いものの広い範

囲に広がるものと考えられる。

中世の遺構

中世の遺構としては、現在に残る条里に沿って走るSDO13が注目される。SDO13は磁北から西に

5。振れており、田村遺跡や入部遺跡で検出されている条里の溝と一致する。SDO13は15、6世紀の

遺物を含んでいることからこの時期にはほぼ埋まっていたことが窺えるOまた、13、4世紀の遺物を出

すSDOll、012を切っており、これよりも新しい時期に掘削されたと考えられる。構築年代について

は周辺の類例の増加を持って固めていく必要があるだろう。ここではSDOll、012は北西方向に走っ

ており、条里に沿った水田区画以前に、氾濫する河川に合わせた区画である可能性を考えておきたい。

触れるべき問題はまだ多いが、今後の検討課題としたい。

注

（1）航空写真は今回掲載できなかった。1次調査の報告で昭和23年頃と62年の写真が掲載されている

ので参照されたい。

福岡市教育員会1990　『橋本一丁田遺跡』

（2）北九州大学の野井英明氏に花粉分析資料を採集していただいた際に採集した資料である。

（3）皇学館大学の外山秀一氏にプラントオパールの定性分析をしていただいた際に御教示を受けた。

（文献）

下山正一、磯望1993拾六町平田遺跡周辺の地質と地形『拾六町平田遺跡2』福岡市教育委員会
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（1）II区第4両全景

（2）Ⅰ区第4両全景
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PL3

（1）Ⅰ－3区全景

（2）Ⅰ－3区溝（北から）

（3）Ⅳ区第2両全景（北から）
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（4）II区第2両全景（北から）

（5）SK076（西から）

（6）SK81（北から）



PL4

（1）SX004（北から）

（2）SX005（西から）

（3）Ⅰ区土層6、杭列005（南から）

（4）SX032（南から）

（5）SX031（北から）

（6）SX033（西から）
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P1．5

（1）Ⅰ区土層2（西から）

（2）Ⅰ区南壁土層（北西から）

（3）II区土層8（北から）

－123－－

（4）II区SD001－2区11層上面

（5）II区SD001－2区11層上面（南から）

（6）SX089（南東から）



PL6

（1）SXl16検出状況（南から）

（2）SXl16（南西から）

－124、

（3）SXl16前面土層（南西から）

（4）SXl15（南から）

（5）II区SD001－4区（北から）

（6）II区土層9（南から）



P1．7

（1）SK078（西から）

（2）SX088（北西から）

（3）15層上面稲株状斑点

（4）III区全景（北から）

（5）III区溝状くぼみ（北西から）

（6）Ⅳ区包含層グリット
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P1．8

第2両

出土土器（1）

－126－

第3面



P119

出土土器（2）
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P1．10

出土土器（3）
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P1・11

出土土器（4）
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P1・12

出土土器（5）
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PL13

出土土製品、石器
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P1．14

出土木製品（1）
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P1115

出土木製品（2）
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P1．16

W17

出土木製品（3）
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Ⅳ橋本遺跡第1次調査の記録

1．調査の経過

本地点の調査が，福岡外環状道路第4工区内におけ

る最終の埋蔵文化財調査となった。発掘調査は，道路

建設工事工程との調整を進めた結果，1995年5月22に

着手し，路盤工事と平行した作業となり，577㎡を調

査して，6月15に完了した。

2・立地と環境

調査地は，室見川と十郎川との問に位置する，河成

の沖積低地であり，室見川分流の旧流路と判断される
．

低地に取り囲まれた状況が，空中写真の判読により観

察されている（Fig．93：下山1993）。分流部とされ Fig．92　橋本1次調査地点の立地（1／8000）

る部分は戦時中まで低湿地のままで，耕作が行われていなかったことが知られている。標高は，約6m

の位置にあたる。

3・発掘調査の成果

試掘調査は，昭和58年度実施済であったので，その成果により道路用地東辺に沿い，南北方向に長

く設定することとなった。

元の水田の耕作土，床土部の下は，南辺部では砂疎層となっており，これが一帯の基盤層である。

弥生時代から平安時代までの遺物が小量出土した。いずれも磨滅が著しい。調査区中程より北は，砂

礫層を刻み込むようにして砂層～シルトよりなる堆積の単位（河1），さらに北へ寄って砂（河2），

砂～礫から成る堆積（河3），の単位が不整合に順次堆積したことが分かる（Fig．96）。

調査した河川堆積のうち，シル下部には有機物を多く含み，遺物が少量であるが出土したO杭も出

土している。

；亮フ

＼一一　二≦1，－

101

一一一・二三

Fig．93　出土遺物実測図（l／3）　　仁一　　　　　10Pm
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Fig・94　橋本遺跡第1次調査、調査区、全体図（1／300）

4・出土遺物

Fig．94に出土遺物を示す。101～104，110は，河からの

出土である。110は，口禿げの白磁碗言縁部細片，101は，

土師器高台碗，102は須恵器高台杯，103は内外面に叩

き目調整の痕跡を残す還元炎焼成の土器である。104

は土師器高塚の資料である。

106～109は，砂礫層の出土である。106は箆切り底

の土師器皿，108は弥生時代後期壷，107．108は弥生土

器甕の鹿部であるO弥生土器はいずれも磨耗が著しい。

下山正一1993「拾六町平田遺跡周辺の地質と地形」
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